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ユーザーの皆様へ 

 

本マニュアルに記載されたすべての情報、ドキュメンテーション、および製品仕様は、製造元で

あるATEN Internationalにより、予告無く改変されることがあります。製造元ATEN Internationalは、

製品および本ドキュメントに関して、品質・機能・商品性および特定の目的に対する適合性につい

て、法定上の、明示的または黙示的であるかを問わず、いかなる保証もいたしません。 

 

弊社製品は一般的なコンピューターのメインフレームおよびインターフェースの操作・運用・管理

を目的として設計・製造されております。高度な動作信頼性と安全性が求められる用途、例えば軍

事使用、大規模輸送システムや交通インフラの制御、原子力発電所、セキュリティーシステム、放

送システム、医療システムなどにおける可用性への要求を必ずしも満たすものではございません。 

 

キーボード、マウス、モニター、コンピューターなど、弊社製品に接続されるクライアントデバイス

は、それぞれベンダーの独自技術によって開発・ 製造されております。そのため、これらの異なる

デバイスを接続した結果、予期できない機器同士の相性問題が発生する可能性があります。 また、

機器の併用により、それぞれオリジナルで持つ機能をすべて発揮できない可能性があります。異な

る環境・異なる機器の組み合わせにより、機能面での使用制限が必要になる可能性があります。 

 

本製品および付属のソフトウェア、ドキュメントの使用によって発生した装置の破損・データの損

失などの損害に関して、直接的・間接的・特殊な事例・付帯的または必然的であるかを問わず、弊

社の損害賠償責任は本製品の代金相当額を超えないものとします。 

 

製品をお使いになる際には、製品仕様に沿った適切な環境、特に電源仕様についてはご注意

のうえ、正しくお使いください。 
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ATEN ジャパン製品保証規定 

 

弊社の規定する標準製品保証は、定められた期間内に発生した製品の不具合に対して、すべ

てを無条件で保証するものではありません。製品保証を受けるためには、この『製品保証規定』お

よびユーザーマニュアルをお読みになり、記載された使用法および使用上の各種注意をお守りく

ださい。 
また製品保証期間内であっても、次に挙げる例に該当する場合は製品保証の適用外となり、有

償による修理対応といたしますのでご留意ください。 

 

◆使用上の誤りによるもの 

◆ 製品ご購入後の輸送中に発生した事故などによるもの 

◆ ユーザーの手による修理または故意の改造が加えられたもの 

◆ 購入日の証明ができず、製品に貼付されている銘板のシリアルナンバーも確認できないもの 

◆ 車両、船舶、鉄道、航空機などに搭載されたもの 

◆ 火災、地震、水害、落雷、その他天変地異、公害、戦争、テロリズムなどの予期しない災害によ

って故障、破損したもの 

◆ 日本国外で使用されたもの 

◆ 日本国外で購入されたもの 

 

【製品保証手順】 

弊社の製品保証規定に従いユーザーが保証を申請する場合は、大変お手数ですが、以下の手

順に従って弊社宛に連絡を行ってください。 

（1）不具合の確認 

製品に不具合の疑いが発見された場合は、購入した販売店または弊社サポート窓口に連絡の

上、製品の状態を確認してください。 この際、不具合の確認のため動作検証のご協力をお願いす

ることがあります。 

（2）本規定に基づく製品保証のご依頼 

（1）に従い確認した結果、製品に不具合が認められた場合は、本規定に基づき製品保証対応を

行います。製品保証対応のご依頼をされる場合は、RMA 申請フォームの必要項目にご記入の上、

『お客様の製品購入日が証明できる書類』を用意して、購入した販売店までご連絡ください。販売

店が不明な場合は、弊社までお問い合わせください。 

（3）製品の発送 

不具合製品の発送は宅配便などの送付状の控えが残る方法で送付してください。 
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【製品保証期間】 

製品保証期間は通常製品/液晶ディスプレイ搭載製品で異なります。詳細は下記をご覧ください。 

   

①通常製品 

製品納品日～30 日 初期不良、新品交換※1 

31 日～3 年間 無償修理 

3 年以上 有償修理※2 

②型番 CL からはじまる

LCD 搭載製品のみ 

製品納品日～30 日 初期不良、新品交換※1 

31 日～2 年間 無償修理 

2 年以上 有償修理※2 

 

※1…製品購入日から 30 日以内に確認された不具合は初期不良とし、新品交換を行います。初

期不良の場合の送料は往復弊社にて負担いたします。 

※2…有償修理の金額は別途製品を購入された販売店までお問い合わせください。 

※ケーブル類、その他レールキットなどのアクセサリー類は初期不良の際の新品交換のみ、承りま

す。 

※EOL (生産終了)が確定した製品については、初期不良であっても無償修理対応とさせていただ

きます。また EOL 製品の修理に関して、上記無償修理期間中であっても、部材調達の都合などに

より修理不可になる可能性がございます。そのような場合には、機能同等品による良品交換のご対

応となる可能性がございます。また、EOL 製品の型番や、修理可否、後継機種については、随時

情報更新を行っておりますので、弊社ウェブページにて最新情報をご確認ください。 

※製品保証期間の延長や故障時の代替品などの保証オプションについては、弊社ウェブページ

をご確認ください。 

 

 

【補足】 

・本規定は ATEN 製品に限り適用します。 

・ケーブル類は初期不良対応に準じます。 

・初期不良による新品交換の場合は、ATEN より発送した代替品の到着後、5 営業日以内に不具

合品を弊社宛に返却してください。返却の予定期日が守られない場合は弊社から督促を行います

が、それにも係わらず不具合品が返却されない場合は、代替機相当代金を販売代理店経由でご

請求いたします。 

・ラベルの汚損や剥がれなどにより製品のシリアルナンバーが確認できない場合は、すべて有償修

理とさせていただきます。 
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【免責事項】

1. 弊社製品は映像関連システムやコンピューターのメインフレームおよびインターフェースの操

作・運用・管理を目的として設計・製造されております。しかし、使用環境などによってはその機能

が制限されることがあります。弊社では、ご購入前に弊社製品をお試しいただける「評価機貸出サ

ービス」を、無償でご提供しております。評価機貸出サービスに関するお問い合わせは、弊社代理

店または弊社ウェブサイト（http://www.aten.com/jp/ja/）内の「お問い合わせ」 > 「ご購入前のお

問い合わせ」フォームをご利用ください。

2. キーボード、マウス、モニター、コンピューターなど、弊社製品に接続されるクライアントデバイス

は、それぞれベンダーの独自技術によって開発・製造されております。そのため、これらの異なる

デバイスを接続した結果、予期できない機器同士の相性問題が発生する可能性があります。また、

機器の併用により、それぞれオリジナルで持つ機能をすべて発揮できない可能性があります。異な

る環境・異なる機器の組み合わせにより、機能面での使用制限が必要になる可能性があります。

3. 他社製品のKVMスイッチ、キーボード・マウスコンバーター、キーボード・マウスエミュレーター、

KVM エクステンダーなどとの組み合わせはサポート対象外となりますが、お客様で自己検証の上

であれば、使用を制限するものではありません。

4. 製品に対しての保証は、日本国内で使用されている場合のみ対象とさせて頂きます。

5. 製品やサービスについてご不明な点がある場合は、弊社技術部門までお問い合わせください。
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製品についてのお問い合わせ 

 

製品の仕様や使い方についてのお問い合わせは、下記窓口または製品をお買い上げになった

販売店までご連絡ください。 

購入前のお問い合わせ 

 

ATEN ジャパン株式会社 営業部 

TEL：03-5615-5810 

MAIL:sales@atenjapan.jp 

購入後のお問い合わせ 

 

ATEN ジャパン株式会社 技術部 

TEL ：03-5615-5811 

MAIL :support@atenjapan.jp 
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適合性に関する宣言 

 

連邦通信委員会の干渉に関する声明 

本製品は、FCC(米国連邦通信委員会)規則の Part15 に準拠したデジタル装置 Class A の

制限事項を満たして設計し、検査されています。この制限事項は、商業目的の使用において、

有害な障害が発生しないよう、基準に沿った保護方法を提供するためです。この操作マニュア

ルに従わずに使用した場合、本製品から発生するラジオ周波数により、他の通信機器に影響

を与える可能性があります。また、本製品を一般住宅地域で使用した場合、有害な電波障害を

引き起こす場合もあります。その際には、ユーザーご自身の負担で、障害を取り除いてください。 

 

本製品は、FCC(米国連邦通信委員会)規則の Part15 に準拠しています。動作は次の 2 つ

の条件を前提としています。(1)このデバイスが有害な干渉を引き起こさないこと、(2)このデバイ

スが、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、すべての干渉を受け入れなけれ

ばならないこと。 

 

FCC による注意：本コンプライアンスに対する責任者による明確な承認を得ていない変更または改

良を行った場合は、ユーザーの本装置を操作する権利を無効とします。 

 

警告：本製品をご家庭で使用した場合、電波干渉を引き起こす可能性があります。 

 

提案：FCCおよびCE規格を確実に順守するために、STPケーブルを使用するようにしてください。 

 

 

 

 

 

カナダ産業省による宣言 

Class A の本デジタル装置はカナダの ICES-003 に準拠しています。 

 

 

RoHS 

本製品は『電気・電子機器に含まれる特定有害物質の使用制限に関する欧州議会及び理事会

指令』、通称 RoHS 指令に準拠しております。 
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安全にお使い頂くために 

 

全般 

◆ 製品パッケージに同梱のドキュメントはすべてお読みください。またドキュメント類はすべて保

存してください。また、弊社ウェブサイトに掲載のオンラインユーザーマニュアルもご確認くださ

い。 

◆ 本製品は、屋内での使用に限ります。 

◆ 落下による事故や製品の破損を防ぐため、設置場所は不安定な面（台車、簡易的なスタンドや

テーブルなど）を避けてください。製品本体が落下すると、深刻な損傷が生じ、製品保証外に

よる修理対応となります。 

◆ 水に濡れるおそれのある場所で製品を使用しないでください。 

◆ 製品は熱源の近く、または熱源の上などで使用しないでください。 

◆ 筐体によっては必要に応じて通気口が設けられている製品があります。通気口のある製品は

過熱を防ぐために、通気口を塞いだり覆ったりしないでください。 

◆ 製品をベッドやソファ、ラグなどの柔らかいものの上に置かないでください。通気口が塞がれ、

適切な通気が確保できずに熱暴走や破損を引き起こすおそれがあります。 

◆ 製品にいかなる液体もかからないようにしてください。 

◆ プラグ周りを清掃する際には、電源プラグをコンセントから抜いてください。液体やスプレー式

のクリーナーは使用しないでください。また、お手入れには湿らせて固く絞った布を使用してく

ださい。 

◆ 電気回路が過負荷に陥らないようにしてください。電気機器を回路に接続する前に、電源装置

の制限を把握し、定格を超えないようにしてください。回路の電気的仕様を常に見直して、過

電流にならないよう確認してください。電気回路の過負荷は火災や機器破損の原因となります。 

◆ 製品は、ラベル上のタイプに適合した電源に接続して使用してください。電源タイプが不明な

場合は、販売店もしくは電気事業者にお問い合わせください。 

◆ 設置機器への損傷を防ぐために、すべての機器を適切にアース接続してください。 

◆ 製品付属の電源ケーブルは安全のために 3 ピンタイプのプラグを使用しています。これは安

全性の特徴です。電源コンセントの形状が異なりプラグを接続できない場合には電気事業者

に問い合わせて適切に処置してください。アース極を無理に使用できない状態にしないでくだ

さい。使用される国や地域の電源形状に従ってください。 

◆ 電源コードやケーブルの上に物を置かないでください。人が通行するような場所を避けて電源

コードを設置してください。 

◆ 電源の延長コードや電源タップを使用する場合は、合計容量とコードまたはタップの仕様が適
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合しているか確認してください。電源コンセントにつながれているすべての製品の合計アンペ

ア数を 15 アンペア以下にしてください。 

◆ 突然の供給電力不安定や電力過剰・電力不足からお使いのシステムを守るために、サージサ

プレッサー、ラインコンディショナー、または無停電電源装置(UPS)をご使用ください。 

◆ 映像・ネットワーク・電源用のケーブルは、丁寧に取り扱ってください。ケーブルの上には何も

置かないでください。 

◆ 危険な電源ポイントへの接触やショートによって、発火や感電のおそれがありますので、キャビ

ネットの空きスロットなどにケーブルの余剰部分を押し込まないようにしてください。 

◆ 装置をご自身で修理せず、ご不明な点がございましたら技術サポートまでご相談ください。す

べての保守については、適格な保守担当者に問い合わせてください。 

◆ 下記の現象が発生した場合、製品本体をコンセントから外して技術サポートに修理を依頼して

ください。 

 装置の上に液体をこぼした。 

 装置が雨や水に濡れた。 

 装置を誤って落下させた、ないしはキャビネットが破損した。 

 装置の動作に異変が見られる。(修理が必要です) 

 製品マニュアルに従って操作しているにもかかわらず、正常動作しない。 

◆ 修理が必要となる故障が発生するおそれがありますので、製品マニュアルに従って操作してく

ださい。他のコントロールの不適切な調整は、修理する資格のある技術者による広範な作業を

必要とする損傷をもたらす可能性があります。 
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ラックマウント 

◆ ラックへの搭載作業を始める前に、ラックのスタビライザーがラック本体と床に接しているか、ま

た、ラック全体が安定した場所に置かれているか確認してください。作業する前に、シングルラ

ックにフロントとサイドのスタビライザーを取り付けるか、結合された複数のラックにフロントスタビ

ライザーを取り付けてください。 

◆ ラックには下から上に向かって、一番重いアイテムから順番に取り付けてください。 

◆ 機器を拡張する前にラックが水平で安定しているか確認してください。 

◆ ラックに供給する AC 電源の分岐回路が過剰供給にならないようご注意ください。ラック全体の

電源負荷は分岐回路の 80%を越えないように設定する必要があります。 

◆ ラックに搭載した機器は、電源タップも含め、すべて正しくアース接続しているか確認してくだ

さい。 

◆ ラックへの通気を十分に確保し、取り付けた機器を冷却できるよう処置してください。 

◆ 本製品の保管温度を超えないように、ラックの設置場所の室温を調節してください。 

◆ ラックに設置した機器の動作中に、機器を踏んだり、機器によじ登ったりしないでください。 
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同梱品 

 

KN1108VA/KN1116VA 製品パッケージには下記のアイテムが同梱されています。 

 

 KN1108VA/KN1116VA 1 ローカル/1 リモートアクセス 8/16 ポート IP-KVM スイッチ ×1 

 電源コード    ×2 

 ラップトップ USB コンソールケーブル ×1 

 ラックマウントキット   ×1 

 フットパッドセット（4 個入）  ×1 

 クイックスタートガイド   ×1 
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本マニュアルについて 

 

このユーザーマニュアルは、KN1108VA/KN1116VA を最大限に活用できるように提供されて

います。本書では、KN1108VA/KN1116VA の取り付け・セットアップ・操作の方法について解説

します。 

 

本書で取り上げる製品は下表のとおりです。 

型番 製品名 

KN1108VA 1 ローカル/1 リモートアクセス 8 ポート IP-KVM スイッチ 

KN1116VA 1 ローカル/1 リモートアクセス 16 ポート IP-KVM スイッチ 

 

マニュアルは下記のとおりに構成されています。 

 

第1章 はじめに：KN1108VA/KN1116VA を紹介します。特長、機能概要、および製品各部名

称について説明します。 

 

第2章 セットアップ方法：ハードウェアセットアップの手順から、基本的な操作方法の手順につ

いて説明します。 

 

第3章 スーパーアドミニストレーターによる初期設定：KN1108VA/KN1116VA のネットワーク

環境の設定、デフォルトユーザーのアカウント/パスワードの変更など、スーパーアドミ

ニストレーターが KN1108VA/KN1116VA を最初に利用する際に必要となるセットアッ

プ方法について説明します。 

 

第4章 ログイン：ローカルコンソール、ウェブブラウザー、スタンドアロン版の専用アプリケーシ

ョン（Windows/Java）を使用し、GUI 経由で KN1108VA/KN1116VA にアクセスする方

法について説明します。 

 

第5章 ユーザーインターフェース：KN1108VA/KN1116VA のユーザーインターフェースにお

けるレイアウトや各項目について説明します。 

 

第6章 ポートアクセス：「Port Access」（ポートアクセス）タブの詳細と、ポート操作に関する項目

の設定方法について説明します。 
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第7章 ユーザー管理：アドミニストレーター向け操作である、ユーザーの作成・変更・削除、ま

た、ユーザーに対する属性設定の各方法について説明します。 

 

第8章 デバイス管理：アドミニストレーター向け操作である、KN1108VA/KN1116VA の操作全

般の設定方法について説明します。  

 

第9章 ログ：KN1108VA/KN1116VA の内部で発生するイベントを、ログファイルユーティリティ

ーを使って参照する方法について説明します。  

 

第10章 メンテナンス：KN1108VA/KN1116VA や、これに接続されているコンピューターモジュ

ールのファームウェアアップグレードの方法について説明します。 

 

第11章 ダウンロード：スタンドアロン版のアプリケーションである、WindowsClient、JavaClient、

ログサーバー、電源管理デバイス（PoN）用プログラムのダウンロード方法について説明

します。 

 

第12章 ポート操作：KN1108VA/KN1116VA に接続されているデバイスへのアクセスおよび操

作方法について詳しく説明します。 

 

第13章 ログサーバー：ログサーバーのインストールおよび設定方法について説明します。 

 

付録   製品の仕様および関連する技術情報や操作方法について説明します。 

 

注意：  製品本体や接続機器に対して損傷を与えないように、必ず、本マニュアルに

記載されている内容に従ってセットアップや操作を行ってください。 

 本書の公開後に、製品に対する機能の追加・改良・削除によって、マニュア

ルの内容を更新する場合があります。最新のユーザーマニュアルについて

は、http://www.aten.com/global/en/にてご確認ください。 
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マニュアル表記について 

 

[   ] 

 

入力するキーを示します。例えば[Enter]はエンターキーを押します。複数

のキーを同時に押す場合は、[Ctrl + Alt]のように表記してあります。 

 

1. 

 

番号が付けられている場合は、番号に従って操作を行ってください。 

 

◆ 

 

◆印は情報を示しますが、作業の手順ではありません。 

 

→ 

 

矢印は操作の手順を示します。例えば、「スタート」 > 「実行」は、「スタート

メニュー」を開き、「実行」を選択します。 

 
重要な情報です。 

 

 

※本マニュアルに記載されている商品名・会社名などは、各社の商標ならびに登録商標です。 
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用語 

本書において、ローカルとリモートという用語は、IP-KVM スイッチのセットアップ環境に導入さ

れたオペレーターとデバイスに使用されます。 

視点に応じて、状況によってはユーザーとサーバーはローカルと見なすことができますし、リ

モートと見なす場合もあります。 

 

 IP-KVM スイッチ側から見た場合 

 リモートユーザー – IP-KVM スイッチから離れた場所からネットワーク経由でログイ

ンするユーザーです。 

 ローカルコンソール - IP-KVM スイッチに直接接続されているキーボード、マウス、

モニターです。 

 ユーザー側から見た場合 

 ローカルクライアントユーザー - 自分のコンピューターに座って、自分から離れた

IP-KVM スイッチに接続されたサーバーで操作しているユーザーです。 

 リモートサーバー - ローカルクライアントユーザーから離れた場所にあるサーバー

です。 
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第 1 章 

はじめに 
概要 

 

KN1108VA と KN1116VA は、リモート 1 ユーザー/ローカル 1 ユーザー対応の 8/16 ポート

IP-KVM スイッチです。本製品の導入により、ローカルとリモートの両側から、1 カ所の KVM（キ

ーボード、モニター、マウス）コンソールを使用し、複数のサーバーのアクセスや監視が行えます。

KN1108VA/KN1116VAは単体で最大 8/16台のサーバーを管理できます。また、本製品を 2段

階カスケード接続した場合は、最大 256 台のサーバーの管理が可能です。 

 

 KN1108VA と KN1116VA を比較した場合の類似点と相違点は下表のとおりです。 

型番 対応バス数 サイズ KVM ポート 

KN1108VA ローカル : 1、リモート : 1 1U 8 

KN1116VA ローカル : 1、リモート : 1 1U 16 

 

KN1108VA/KN1116VA は IP 接続を特長とし、ローカルとリモート各 1 ユーザーがコンピュータ

ーに同時アクセスして監視が行えます。通信プロトコルとして TCP/IP を使用しているため、LAN、

WAN、またはインターネットに接続できる環境であればどこからでも IP アドレス経由でアクセスで

きます。 

 

KN1108VA/KN1116VA は RJ-45 コネクターを有し、Cat 5e/6 ケーブルを使用してサーバー

を接続します。この省スペース設計によって、ケーブルの配線がコンパクトかつ効率的に行えま

す。また、製品本体とサーバーの接続には、PS/2 や USB といった各種インターフェースに対応

したコンピューターモジュールを使って接続するため、Windows、Linux、Mac、Sun のコンピュー

ターやシリアル機器が混在していても KN1108VA と KN1116VA で集約して管理できます。 

 

 製品本体には、PS/2 と USB の両方のインターフェースに対応したコンソールポートと、ラップト

ップ USB コンソール（LUC）ポートが搭載されているため、ネットワーク経由だけでなく、データセ

ンターでローカル側からアクセスしたり管理したりすることも可能です。ローカルコンソール側で

の操作は、フルスクリーンの GUI でキーボードからホットキーを入力することで簡単に行えます。 

 

 KN1108VA/KN1116VA の配下にあるコンピューターにローカルコンソールからアクセスするに

は、マウスで操作可能なグラフィカルな OSD（オンスクリーンディスプレイ）メニューの使用が便利
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です。また、オートスキャン機能によって、これらのコンピューターすべてを 1 台ずつ自動的に切

り替えてシステムの状態を監視できます。 

 

リモートユーザーはネットワークにつながる場所であればどこからでも、IP アドレスを使ってウ

ェブブラウザー経由で KN1108VA/KN1116VA に接続できます。ログインに成功すると、ウェブ

ブラウザーやスタンドアロンアプリケーションである WindowsClient、JavaClient の各専用ツール

を使って KN1108VA/KN1116VA にログインできます。とりわけ、JavaClient は Oracle Java 

Runtime Environment(JRE)が動作するプラットフォームであれば、Windows、Mac、Linuxといった

各種対応 OS で動作が可能です。 

 

本製品の導入によって、アドミニストレーターは GUI アプリケーションのインストールや実行か

ら、BIOS レベルのトラブルシューティング、定期モニタリング、同時メンテナンス、システム管理、

再起動、起動前の機能に至るまで、あらゆる運用業務を簡単に行えます。 

 

また、リモートユーザーは、KN1108VA/KN1116VA に接続されたサーバーに対して、現場での

作業と同様の操作感で、キーボード、ビデオ、マウスの各信号を送受信できるのも特長です。 

 

強化された機能として、最大 8台（KN1108VA）/16台（KN1116VA）のコンピューターのビデオ

出力を 1 画面に表示できるパネルアレイモード（画面分割機能）や、分散したログインユーザー

間で円滑なコミュニケーションを実現するメッセージボード機能を提供します。これらの機能で、

システム監視を強力にバックアップします。 

 

本製品は、KVM over IP コンソールステーション KA82 シリーズと互換性があります。KA82 シ

リーズは、複数のKNデバイスを集中管理できるハードウェアベースのスタンドアロン・コンソール 

ソリューションで、特に、PC の使用が許可されていない環境に適しています。KVM over IP コン

ソールステーションの詳細については、ATEN のウェブサイトを参照してください。 

 

また、WebClient ビューア機能により、ウェブ対応の KVM-over-IP アクセスもサポートされるよ

うになりました。主要なウェブブラウザーと互換性があるため、WebClient ビューアは Java やブ

ラウザー・プラグインをインストールせずにブラウザーから直接実行できます。Java や Windows

プラグインと同様に、WebClient ビューアを使用すると、KN シリーズに接続されているすべての

サーバーと PC にリモートでアクセスできますが、管理と操作のためのより同時で直接的なアクセ

スオプションのメリットが得られます。 

 

管理の利便性を高めるために、iPad アプリケーションである PadClient も用意されています。

直感的なインターフェースにより、サーバーやコンピューターへのリアルタイムアクセスと制御が
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モバイルデバイスから簡単に行えます。PadClient の詳細については、ウェブサイトを参照してく

ださい。 

 

 セットアップに必要となる作業は、必要なケーブルを適切に接続するだけで、簡単で時間もか

かりません。キーボードの入力信号はそのまま製品本体に送られるため、ソフトウェアの複雑な

セットアップも不要で、互換性の問題に悩まされることもありません。 

 

 ファームウェアはインターネット経由でアップグレードできるため、最新版を弊社ウェブサイトか

らダウンロードし、製品本体に適用することで、新しい機能をご利用いただけます。 

 

 各地に分散する多数のサーバーのリモート管理を行うにあたり、先端のセキュリティー機能を

搭載した KN1108VA/KN1116VA は、スピード、信頼性、費用対効果のいずれの点においても、

最も優れた方法を提供します。 
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特長 

 

ハードウェア 

◆ 高密度なポートレイアウト - RJ-45 コネクターで配線する設計により 1U の筐体に最大 8 ポ

ート（KN1108VA）/16 ポート（KN1116VA）の搭載が可能 

◆ ラップトップ USB コンソール(LUC) - 専用 USB ポートにノートパソコンを直接接続すること

でコンソールからの操作が簡単に 

◆ 最大 2 バスセッション - ローカル 1 名、リモート 1 名のユーザーが別々のポートに同時ア

クセス可能 

◆ 10/100/1000 Mbps ネットワークインターフェースを 2 ポート搭載 - ネットワークの二重化

や、異なる 2 つの IP アドレスの割り当てが可能 

◆ ブレードサーバー対応 

◆ 接続できる機器のインターフェースは PS/2、USB、シリアル(RS-232)に対応 

◆ ラップトップ USB コンソールポートを使用して、ノートパソコンを追加ローカルコンソールとし

て使用可能 

◆ ローカルコンソールには、PS/2 または USB のキーボード・マウスの接続が可能 

◆ マルチプラットフォーム(Windows、Mac、Oracle 社 SPARC(Sun)、Linux および VT100 ベー

スシリアルデバイス)対応 

◆ オーディオ対応 

◆ バーチャルメディア対応 - リモート PC 側のメディアなどを製品配下のサーバーにマウント 

◆ デュアル電源供給対応 

◆ 高解像度ビデオ - コンピューターから最大 50m 離れたローカルコンソールで最大 1920× 

1200@60Hz、24 ビット色深度。リモートセッション※1 およびローカルコンソールでは最大

1920×1200@60Hz、24 ビット色深度 

◆ 単体使用で最大 8 台（KN1108VA）/16 台（KN1116VA）、2 段階のカスケード接続※2 の構

成で最大 128 台（KN1108VA）/256 台（KN1116VA）のコンピューターの監視および操作が

可能 

 

注意： 1. 解像度 1920×1200 は、KA7166、KA7168、KA7169、KA7175、KA7176、

KA7177、KA7170 および KA7178 の使用時にのみサポートされます。 

2. カスケード接続対応 KVM スイッチ - CS1308/CS1316、KH1508A/KH1516A 
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管理 

◆ 64 個のユーザーアカウントをサポートし、制御と管理のために最大 32 名のユーザーが同時に

ログイン可能 

◆ セッション終了機能 – アドミニストレーターはユーザーセッションを手動で終了可能  

◆ イベントログ、Windows ベースのログサーバー対応 

◆ 重大なシステムイベントの発生時には SMTP メールで通知。SNMP トラップ、Syslog 対応 

◆ ファームウェアアップグレード対応 

◆ アウトオブバンドアクセス - モデムのダイヤルイン/ダイヤルアウト/ダイヤルバック接続に対応 

◆ モジュール ID 保存機能 - モジュールのポート変更後もデバイス情報を自動認識。製品側で

は再設定不要 

◆ ポート共有モードにより、複数ユーザーからサーバーに同時アクセス可能 

◆ ATEN 統合管理ソフトウェア CC2000 およびビデオセッションレコーダーソフトウェア CCVSR※1

による統合が可能 

◆ ATEN KVM over IP コンソールステーションに対応（KA8270/KA8280/KA8278/KA8288） 

◆ KVM ポートを ATEN 製 PDU の電源アウトレットに関連付けることで、製品インターフェースを

使ったサーバー電源のリモート管理が可能に 

◆ 電源管理デバイスとの統合でリモートから電源制御が可能。サードパーティー製 PDU をサポ

ート 

◆ ウェブブラウザーによるアクセス方法（ブラウザー、http、https)の管理が可能 

◆ IPv6 対応 

◆ イベント通知のカスタマイズに対応 

◆ ローカルログイベント 

◆ モバイル管理・制御用の iPad 上の PadClient アプリケーションをサポート 

 

注意： 1. リモートセッション経由でアクセスしたコンピューターの操作を記録することがで

きます。 

 

使いやすいインターフェース 

 日本語対応インターフェース - ローカルコンソール、ブラウザーメニューなどの GUI は多言

語に対応しているため、ユーザーの訓練時間を短縮し、生産性の向上が可能 

 マルチプラットフォームクライアント対応（Windows、Mac OS X、Linux、Oracle 社 SPARC(Sun))  

 各種ウェブブラウザーに対応 (IE、Edge、Chrome、Firefox、Safari、Opera)  

 ウェブブラウザーベースの UI を使ったリモートアクセス - 事前に Java ソフトウェアパッケージ
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をインストールしなくても、ウェブブラウザーだけで操作可能 

 HTML5 WebClient ビューアによるウェブフレンドリーな KVM-over-IP アクセスをサポート - 

Java やブラウザー・プラグインをインストールせずに、すべての接続サーバーと PC にリモート

アクセス可能 

 バーチャルリモートデスクトップ画面はフルスクリーン表示、またはリサイズ可能なウィンドウ表

示が選択可能 

 パネルアレイモード - 画面を格子状に分割し、製品配下のサーバーのビデオ出力を一画面

に同時表示 

 キーボード・マウスブロードキャスト機能 - キーボード・マウスの操作信号を全サーバーへ入

力 

 ローカルコンソールとのビデオ同期 - ローカルコンソール用のモニターの EDID 情報をコン

ピューターモジュール内に保存することで表示解像度を最適化 

 コンピューターの選択方法 – プッシュボタン、ホットキーモード、OSD（オンスクリーンディスプ

レイ）、ブラウザーGUI 

 対応キーボード言語 - 日本語、英語（US/UK)、ドイツ語（ドイツ/スイス）、フランス語、スペイ

ン語、中国語（繁体字）、韓国語、スウェーデン語、イタリア語、ハンガリー語、トルコ語 

 

高度なセキュリティー 

◆ 高度なセキュリティー - TLS 1.3 および組み込み FIPS 140-2 認証 OpenSSL 暗号化モジュー

ル （証明書番号 #4282）をサポート 

◆ 外部認証対応 - RADIUS、LDAP、LDAPS、MS Active Directory 

◆ ユーザーのログインを保護するために、TLS 1.3 暗号化と RSA 2048 ビット証明書（暗号化キー

は最大 4096 ビット）をサポート 

◆ キーボード/マウス、ビデオ、バーチャルメディアの各信号を個別に暗号化可能 (56ビットDES、

168 ビット 3DES、256 ビット AES、128 ビット RC4、またはランダムより選択)  

◆ IP アドレス、MAC アドレスによるフィルタリング機能でセキュリティーを強化 

◆ サーバーのアクセスと操作に関するユーザー/グループの権限は設定変更可能 

◆ CSR 自動生成機能およびサードパーティーの認証機関による認証に対応 

 

バーチャルメディア 

 バーチャルメディアを使用して、ファイルアプリケーション、OS のパッチ、ソフトウェアのインスト

ールや診断テストが可能 

 バーチャルメディアは USB 対応サーバーにおいて OS および BIOS レベルで動作可能 

 対応バーチャルメディア - DVD/CD ドライブ、USB マスストレージデバイス、PC ハードドライ
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ブおよび ISO イメージ 

 KA7166/KA7168/KA7169/KA7177/KA7183/KA7188/KA7189 コンピューターモジュール

に接続したサーバーでは、スマートカードリーダーに対応 

 

バーチャルリモートデスクトップ 

 帯域制御機能 - ビデオ画質は帯域幅の変化に応じて調整可能 。モノクロ色深度設定、デ

ータ圧縮率の閾値/ノイズ設定は環境に合わせて変更が可能 

 フルスクリーンビデオ表示、リサイズ可能ビデオ表示ともに対応 

 リモートユーザーのコミュニケーションに活用できるメッセージボード搭載 

 マウスダイナシンク機能 - ローカル/リモートのマウスは自動的に同期 

 キーボードパススルー対応 

 終了マクロ対応 

 多言語オンスクリーンキーボード対応 

 BIOS レベルのアクセスに対応 

 高性能のグラフィックで最高画質を提供 

 

その他 

 FPGA グラフィックプロセッサ搭載で高解像度表示が可能 

 バーチャルメディア転送速度が従来機種の 2 倍の速さに 

 リモートからの IP アクセスに独立したバスセッションを使用 

 高度なセキュリティー - FIPS140-2 認定の OpenSSL 暗号モジュールを組み込み、FIPS 

140-2 Level 1 セキュリティー標準に準拠（証明書番号 #1747、#2398、#2473) 
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システム要件 

 

全般 

◆ プロセッサが Pentium III 1GHz 以上で、1GB 以上のメモリを搭載したコンピューターをお使

いください。(CPU ポート側の PC 要件) 

◆ TLS 1.2 データ暗号化通信に対応しているウェブブラウザーをお使いください。 

◆ ネットワーク転送速度が 512kbps 以上の環境を推奨します。 

◆ ログサーバーの動作環境には、Microsoft Jet OLEDB 4.0 以上のドライバーをインストール

してください。 

 

ローカルコンソール 

◆ 本製品に接続して使用するコンピューターのうち、最も高い解像度の画面が表示できる、VGA、

SVGA、またはマルチスキャンに対応したモニター 

◆ USB マウス 

◆ USB キーボード 

 

コンピューター 

 KN1108VA/KN1116VA の KVM ポートに接続されているコンピューターには以下のハードウェ

ア環境が必要です。 

 

 VGA、SVGA、またはマルチシンクポート 

 USB Type-A ポートおよび USB ホストコントローラー（USB タイプのコンピューターモジュール

用、下記参照）。 

 ウェブブラウザーで動作する Windows Client Active X ビューアの動作環境に、Direct X 8

をインストールしてください。また、セットアップ後の空きメモリが 150MB 以上あるか確認して

ください。 

 ウェブブラウザーで動作する Java Client ビューアの動作環境に、Oracle Java Runtime 

Environment(JRE)をインストールしてください。また、セットアップ後の空きメモリが 205MB以

上あるか確認してください。 

 アプリケーション版 WindowsClient の動作環境に、Direct X 8 をインストールしてください。

また、セットアップ後の空きメモリが 90MB 以上あるか確認してください。 

 アプリケーション版 JavaClient の動作環境に、Oracle Java Runtime Environment(JRE)をイ
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ンストールしてください。また、セットアップ後の空きメモリが 145MB 以上あるか確認してくだ

さい。 

 ログサーバーの動作環境に、Microsoft Jet OLEDB 4.0 以上のドライバーをインストールし

てください。 

 

コンピューターモジュール 

◆ KN1108VA/KN1116VA とコンピューターモジュール間の接続にはストレート配線の Cat 5e/6

ケーブルが必要です。 

◆ KN1108VA/KN1116VA に対応しているコンピューターモジュールは下表のとおりです。 

 

機能 モジュール 

PS/2ポートを備えたデバイスへの接続 KA7120 

USBポートを備えたデバイスへの接続(すべてのプラットフォーム- 

PC、Mac、Sun) 

KA7170 

レガシーSunコンピューターへの接続 KA7130 

シリアルデバイスへの接続 KA7140 

USBコンピューターへの接続（DVI出力、バーチャルメディアおよびス

マートカードリーダーに対応） 

KA7166 

USBコンピューターへの接続（HDMI出力、バーチャルメディアおよび

スマートカードリーダーに対応） 

KA7168 

USBコンピューターへの接続（DisplayPort出力、バーチャルメディア

およびスマートカードリーダーに対応） 

KA7169 

USBデバイスへの接続（VGA出力、バーチャルメディアに対応） KA7175 

USBデバイスへの接続（VGA出力、バーチャルメディアおよびオーデ

ィオに対応） 

KA7176 

USBデバイスへの接続（VGA出力、バーチャルメディアおよびスマート

カードリーダーに対応） 

KA7177 
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機能 モジュール 

USBコンピューターへの接続（VGA出力、バーチャルメディア、オーデ

ィオおよびデュアル出力に対応） 

KA7178 

USB-Cデバイスへの接続（バーチャルメディアに対応） KA7183 

USBコンピューターへの接続（HDMI出力、バーチャルメディア、スマ

ートカードリーダー、およびオーディオに対応） 

KA7188 

USBコンピューターへの接続（DisplayPort出力、バーチャルメディア、

スマートカードリーダー、およびオーディオに対応） 

KA7189 

 

注意： 既にお使いのコンピューターモジュールを本製品で使用する場合は、ファームウ

ェアを最新のバージョンにアップグレードしてください（p.256 参照）。 
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OS 

 KN1108VA/KN1116VA にログインする際に使用するリモートユーザーコンピューターの対

応 OS は、Windows2000 以降です。また、Windows 以外の環境(Linux、Mac、Sun)では、

Java Runtime Environment(JRE) 6 Update 3 以降のバージョンが動作可能であることをご確

認ください。 

 

 製品本体の KVM ポートに接続できるサーバーの対応 OS は以下のとおりです。 

OS バージョン 

Windows XP 以降 

Linux Red Hat 7.1 以降 

Fedora Core 2 以降 

SuSE 9.0 以降 

Mandriva（Mandrake） 9.0 以降 

UNIX AIX 4.3 以降 

FreeBSD 4.2 以降 

Sun Solaris 8 以降 

Novell Netware 5.0 以降 

Mac OS 9 以降 

DOS 6.2 以降 
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製品各部名称 

 

フロントカバーの開け方 

 KN1108VA/K1116VA のフロントポートにアクセスするには、製品本体のフロントパネルにある

ATEN ロゴ（下図参照）を押してください。 

 

 

注意： 不必要な磨耗や損傷を避けるため、フロントポートを使用しないときは、製品本体の

フロントカバーを必ず閉じてください。 

 

KN1108VA フロントパネル 

 

 

KN1116VA フロントパネル 

 

  



30 

No. 名称 説明 

1 電源 LED ランプ 製品本体に電源が入り操作可能になると、このLEDランプが点

灯します。 

2 ポート LED ランプ 各 LED ランプは、対応する KVM ポートの状態を表します。 

 

 グリーン：このポートに接続されているコンピューターがオ

ンラインであることを表します。 

 レッド：ユーザーがこのポートに接続されているコンピュー

ターにアクセスしていることを表します。 

 グリーン＋レッド（オレンジ）：このポートに接続されている

コンピューターがオンラインで、かつユーザーがアクセスし

ていることを表します。 

 

通常、この LED ランプは点灯していますが、ポートがオートスキ

ャンモード、またはスキップモードでアクセスされている間は 0.5

秒間隔で点滅します 

3 LAN LED ランプ プライマリーおよびセカンダリーの各インターネットインターフェ

ースのデータ転送速度を表す LED ランプです。 

 オレンジ：10Mbps 

 オレンジ＋グリーン：100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

 ネットワーク経由でのアクセスがあると、この LED ランプが

点滅します。 

4 ラップトップ 

USB コンソールポート 

ローカルでのアクセスや操作のために、この USB Mini-B ポート

にノートパソコンを接続できます。ラップトップ USB コンソールロ

グインの詳細は p.54 を参照してください。 

5 USB ポート USB キーボード、USB マウスを接続するポートです。リアパネル

のポートの代わり、もしくはリアパネルのポートに追加してキー

ボードやマウスを接続できます。また、バーチャルメディアの操

作権限が付与されているアカウントは、このポートに CD/DVD

ドライブ、ハードディスクドライブ、USB フラッシュメモリなどを接

続できます。ただし、暗号化USBフラッシュメモリ、タッチパネル

やプリンター、静脈認証、オーディオインターフェースなど汎用

USB 機器には対応していません。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

6 リセットボタン 注意：このボタンは、クリップやボールペンのような先の尖った

物を使って押してください。 

 

 製品本体の動作中にこのボタンを押して離すとシステムの

再起動を実行します。 

 製品本体の動作中にこのボタンを 3 秒以上長押しすると、

システム設定を工場出荷時のデフォルト値にリセットしま

す。 

注意：この操作でユーザーアカウントの情報は消去されま

せん。ユーザーアカウントの消去に関する詳細は p.345「ロ

グイン情報の消去」をご参照ください。 

 このボタンを押しながら製品本体に電源を入れると、工場

出荷時のファームウェアバージョンに戻ります。ファームウ

ェアアップグレードに失敗した場合でも、この操作で作業

をやり直せます。 

注意：この操作は、ファームウェアアップグレードの結果、

製品本体が操作できなくなった場合にのみ行ってくださ

い。 

7 オーディオポート スピーカーやマイクを接続します。 

8 ポート切り替えボタン  「PORT DOWN」ボタンを押すと、ローカルコンソールで操

作中のポートの前のポートに切り替えます。 

 「PORT UP」ボタンを押すと、ローカルコンソールで操作中

のポートの次のポートに切り替えます。 
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KN1108VA リアパネル 

 

 

KN1116VA リアパネル 
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No. 名称 説明 

1 電源ソケット 電源ケーブルを接続するソケットです。 

2 電源スイッチ 製品本体の電源のオン・オフを操作する標準的なロッカ

ースイッチです。 

3 PoN ポート このポートに電源管理デバイス（PoN デバイス）を接続す

ると、IP-KVM スイッチに接続したサーバーの電源をリモ

ート操作できます。セットアップの詳細については p.41

の手順 6 をご参照ください。なお、電源管理デバイスに

関する詳細は、販売店にお問い合わせください。 

4 セカンダリーシリアルポート シリアルアダプターで、レガシーなシリアルデバイスを接

続します。 

5 セカンダリーLAN ポート このポートに LAN ケーブルを接続すると、セカンダリー

のバックアップネットワーク(10/100/1000Mbps)として認

識されます。 

6 接地ターミナル 接地線で製品本体をアース接続します。 

7 モデムポート TCP/IP ネットワークが利用できない場合でも、このポー

ト経由でダイヤルイン接続することで IP-KVM スイッチが

使えます。セットアップの詳細については p.41「単体構

成でのセットアップ」の手順 7 をご参照ください。 

8 プライマリーシリアルポート シリアルアダプターで、レガシーなシリアルデバイスを接

続します。 

9 プライマリーLAN ポート このポートに LAN ケーブルを接続すると、マスター側と

なるプライマリーネットワーク(10/100/1000Mbps)として

認識されます。 

10 ローカルコンソールポート IP-KVM スイッチは、TCP/IP ネットワーク経由、またはロ

ーカルコンソールからアクセスできますが、ローカルコン

ソールで使用する場合は、キーボード、モニター、マウス

を、それぞれこの部分に接続します。キーボードとマウス

は、PS/2 と USB に対応しています。 

11 KVM ポート コンピューターモジュールにつながっている Cat 5e/6 ケ

ーブルを接続します。 
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第 2 章 

セットアップ方法 
概要 

 

 PS/2 コンピューターと USB コンピューターが接続できるように、本製品とサーバーの間の接続に

は各サーバーのインターフェースに対応したコンピューターモジュールと呼ばれるデバイスを使用

します（p.44「コンピューターモジュール接続図」参照）。 

 

 コンピューターモジュールは製品本体に接続するサーバーごとに必要となります。本製品に対

応したコンピューターモジュールの型番の詳細については p.26「コンピューターモジュール」を

ご参照ください。 

 

セットアップの前に 

 

 

1. 機器の設置に際し重要な情報を p.10 に記載しています。作業の前に、必

ず目を通してください。 

2. 接続するすべての装置の電源がオフになっているか確認してください。電

源ケーブルも抜いてください。 

3. 環境温度が高い場合は、機器の表面が過熱するおそれがあるため、注意し

て操作してください。例えば、環境温度が50℃に近づくと、機器の表面温度

が 70℃以上になる場合があります。 
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デバイスの卓上設置とラックマウント 

 

KN1108VA/KN1116VA は卓上に置いたり、ラックにマウントしたりして使用できます。以下のセク

ションでは、これらの設置方法について説明します。なお、本セクションにおける製品外観図は、あ

くまでも参考用であるため、実際の機器とは若干異なる場合があります。 

 

卓上設置 

IP-KVM スイッチは、本体の重量と接続ケーブルの重量を安全に支えることができる、適切な平

面上に設置できます。IP-KVM スイッチの本体や、これにカスケード接続する KVM スイッチを置く

際には、次の図に示すように、製品パッケージに付属のゴム製フットパッドの下部から台紙を取り外

し、IP-KVM スイッチ本体の底面パネルの角に貼り付けます。 

 

 

注意： 機器への通気を確保するために、製品本体の両側面は 5cm 以上、また、背面

は配線のスペースを考慮して 15cm 以上の空間を設けるようにしてください。 
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ラックマウント 

 KN1108VA/KN1116VA は EIA 規格 19 インチラックの 1U サイズでマウントできる製品です。マウ

ントブラケット用のネジ穴は機器のフロント側とリア側に設けてあるため、用途に応じて製品本体を

ラックのフロント側とリア側のどちらにでも設置できます。なお、本セクションにおける製品外観図は、

あくまでも参考用であるため、実際の機器とは若干異なる場合があります。 

 

ラックのフロント側にマウントする場合 

 製品本体をラックのフロント側にマウントする場合は、以下の手順で作業を行ってください。 

 

1. 下図のように、製品本体のフロント側についているネジをはずします。 

 

 

2. 製品に同梱のラックマウントキットにある M3 プラスネジを使用して、マウント用ブラケットを下図

のようにフロント側に取り付けます。 

 

M3 プラスネジ 6mm 

M3 プラスネジ 8mm 
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3. ブラケットを取り付けた製品本体を、ラックのフロント側にスライドさせて、ブラケットのねじ穴が

ラックのねじ穴に合うように位置を調節してください。 

 

4. ブラケットをネジでラックに固定してください。 

 

 

注意： 製品にはビス並びにケージナットは同梱していません。ご使用のラックメーカーが指

定するケージナットを別途ご用意ください。 
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ラックのリア側にマウントする場合 

 製品本体をラックのリア側にマウントする場合は、以下の手順で作業を行ってください。 

 

1. 下図のように、製品本体のリア側についているネジをはずします。 

 

 

2. 製品に同梱のラックマウントキットにある M3 プラスネジを使用して、マウント用ブラケットを下図

のようにリア側に取り付けます。 

 

  

M3 プラスネジ 6mm 

M3 プラスネジ 8mm 
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3. ブラケットを取り付けた製品本体を、ラックのリア側にスライドさせて、ブラケットのねじ穴がラッ

クのねじ穴に合うように位置を調節してください。 

 

4. ブラケットをネジでラックに固定してください。 

 

 

注意： 製品にはビス並びにケージナットは同梱していません。ご使用のラックメーカーが指

定するケージナットを別途ご用意ください。 
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単体構成でのセットアップ 

 

 IP-KVM スイッチを 1 台だけで使用する場合は、p.43 の接続図（図内における番号は手順に

対応）をご参照の上、以下の手順でセットアップしてください。 

 

1. ローカルコンソールのキーボード、モニター、マウスを製品本体のコンソールポートに接続

してください。ポートには容易に識別できるように接続するデバイスのアイコンと PC99 準拠

のカラーリングが施されています。 

注意： 1. キーボードとマウスは PS/2 と USB の両方に対応しています。例えば、

ローカルコンソールで、PS/2 キーボードと USB マウスを組み合わせて

お使いいただけます。 

2. USB キーボードと USB マウスは、ローカルコンソールポートのほかに、

フロントパネルの USB ポートにも接続できます。 

3. 製品本体とローカルモニターの距離が 20m 以内になるようにセットアッ

プしてください。 

 

2. ローカル側の操作にラップトップ USB コンソールを使用する場合は、製品本体のフロントパ

ネルにあるラップトップ USB コンソールポートに USB Mini-B ケーブルでノートパソコンを接

続してください。 

 

3. サーバーに接続されているコンピューターモジュールと製品本体のKVMポートを、ストレー

ト配線の Cat 5e ケーブルで接続してください。 

注意： 1. コンピューターモジュールの詳細については p.26 をご参照ください。 

2. 製品本体とコンピューターモジュール間の距離が、次の制限を越えな

いようにセットアップしてください。 

KA7140：300m、KA71xx：50m（Cat 5e ケーブル使用時は最大 40m、

Cat 6 ケーブル使用時は最大 50m）、KA91xx：40m 

製品本体とコンピューターモジュール間は独自仕様の通信となります。

スイッチングハブなど介在せず、ケーブルで直結してください。 

 

4. コンピューターモジュールの各コネクターをコンピューターの対応ポートに接続してください

（p.44「コンピューターモジュール接続図」参照）。 

 

5. プライマリーの TCP/IP ネットワークに接続されている LAN ケーブルを製品本体のプライマ

リーLAN ポートに接続してください。 
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6. （オプション）セカンダリーの TCP/IP ネットワークに接続されている LAN ケーブルを製品本

体のバックアップ（セカンダリー）LAN ポートに接続してください。 

 

7. （オプション）Cat 5e ケーブルを使って、製品本体のリアパネルにある PoN ポートにシリアル

アダプターを接続し、このアダプターを電源管理デバイスの PoN 入力ポートに接続してくだ

さい。 

注意： 1. PN5 シリーズや PN7 シリーズの電源管理デバイス(販売終了)をお使いの

場合は、GUI における「Device Management」（デバイス管理） > OOBC > 

「Console Port」（コンソールポート）設定で、ボーレートの値を 38400 bps

に設定してください。 

2. IP-KVM スイッチと電源管理デバイスの両方で、CC 管理機能が無効に設

定されているか確認してください。 

3. 本マニュアルでは PN0108 を例に挙げています。その他の本製品に対応

した電源管理デバイス(PN)については弊社ウェブサイトでご確認ください。 

4. シリアルアダプターに対する信号の方向の割り当てについては、p.343「シ

リアルアダプターのピンアサイン」を参照してください。 

 

8. （オプション）ストレート配線の Cat 5e ケーブルを使って、製品本体のリアパネルにあるモデ

ムポートにシリアルアダプターを接続し、このアダプターのシリアルコネクターをモデムの

DB-9 ポートに接続してください。 

 

9. （オプション）シリアル接続を行う場合は、Cat 5e ケーブルを使って、製品本体にあるシリア

ル 1 ポートにシリアルアダプターを接続し、このアダプターのシリアルコネクターをシリアル

デバイスに接続してください。 

 

10. （オプション）さらにシリアル接続を行う場合は、Cat 5e ケーブルを使って、製品本体のシリ

アル 2 ポートにシリアルアダプターを接続し、このアダプターのシリアルコネクターをシリア

ルデバイスに接続してください。 

 

11. 接地線の片方を KN1108VA/KN1116VA の接地ターミナルに、もう片方を適当な接地物に

それぞれ接続し、製品本体をアース接続してください。 

 

注意： この手順は省略しないでください。適切な接地をすることで電圧変化や静電

気による機器の破損防止に一定の効果があります。 
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12. 製品に同梱されている電源ケーブルを製品の電源ソケットに接続し、電源ケーブルを電源

に接続してください。 

片方の電源ソケットのみを使用する場合は、そのソケットに対応する電源スイッチを使って

製品本体に電源を入れてください（p.33「電源スイッチ」参照）。両方の電源ソケットを使用

する場合、片方のスイッチを使うと製品本体に電源が入り、両方のスイッチを使うと冗長電

源を有効にできます。 

注意： 製品本体にUPSや電源管理デバイス（PN9108/PN0108）を接続して使用す

る場合には、必ずその機器に付属した電源コードを使用してください。 

 

必要なケーブルの配線が完了したら、製品本体に電源を入れてください。製品本体に電源

が入ったら、接続しているサーバーの電源をオンにできます。 
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単体構成接続図 

 

 



44 

コンピューターモジュール接続図 
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コンピューターモジュール接続図（続き） 

 

 

KA7171 接続図 
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2 段階カスケード接続のセットアップ 

 

 KVM スイッチの最大ポート数を超えるサーバーを増設したい場合は、最大 16 台の KVM スイ

ッチをカスケード接続することで対応が可能です。2 段階のカスケード接続によって、最大 256

台のコンピューターを操作できます。 

 

 カスケード接続の構成では、KN1108VA/KN1116VAを 1段階目のKVMスイッチとして、また、

ここにカスケード接続する KVM スイッチを 2 段階目の KVM スイッチとして、それぞれ使用しま

す。 

 

注意： ここでは、KH1516A をカスケード接続する場合を例として挙げています。対応 KVM

スイッチの詳細については p.343 をご参照ください。 

 

 KN1108VA/KN1116VA を 2 段階のカスケード接続の構成で使用する場合は、p.48 の接続図

を参考にしながら以下の手順でセットアップしてください。 

 

1. KN1108VA/KN1116VA 以外の既存の機器を含め、セットアップするすべての機器の電源

がオフになっているか、また、これらの機器を適切にアース接続しているか、確認してくださ

い。 

 

2. ストレート配線のCat 5e/6ケーブルで、1段階目のKVMスイッチ（KN1108VA/KN1116VA）

の使用可能な KVM ポートにコンピューターモジュール(KA7120)を接続してください。 

 

3. 手順 2で接続したコンピューターモジュールのキーボード、モニター、マウスの各コネクター

を、2 段階目の KVM スイッチのコンソール部分の対応するポートにそれぞれ接続してくだ

さい。 

 

注意： 1 段階目と 2 段階目の KVM スイッチ間の距離が 40m(または 50m)を超えな

いようにセットアップしてください (最大延長距離はコンピューターモジュー

ルの種類によって異なります。詳細はコンピューターモジュールの仕様をご

確認ください)。 

 

4. KVM ケーブル(詳細はカスケード接続する KVM スイッチのマニュアルを参照)を使って、2

段階目の KVM スイッチと、ここにつないで使用するコンピューターのキーボード、モニター、
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マウスの各ポートを接続してください。 

 

5. KN1108VA/K1116VA とのカスケード接続に使用する KVM スイッチに付属の電源ケーブ

ルを電源ソケットに接続し、電源に接続してください。 

 

6. 2 段階目の KVM スイッチが複数ある場合は、同様の方法でセットアップしてください。 

 

7. 2 段階目の KVM スイッチに電源を入れてから、1 段階目の KN1108VA/KN1116VA に電

源を入れてください。 

 

8. KVM スイッチに接続しているコンピューターに電源を入れてください。 

 

注意： 機器の電源を入れる場合は、2段階目のすべてのKVMスイッチに電源を入れ

てから 1 段階目の KVM スイッチに電源を入れてください。すべての KVM スイ

ッチに電源が入ったら、KVM スイッチに接続されているコンピューターの電源

をオンにできます。 

なお、カスケード接続した KVM スイッチではバーチャルメディア機能をお使い

いただけません。バーチャルメディア機能を必須とする場合は 1 段目の KVM

スイッチにサーバーを接続してご利用ください。 
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2 段階カスケード接続 接続図 
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ホットプラグ 

 

 KN1108VA/KN1116VA はホットプラグ対応のため、製品本体をシャットダウンすることなく、ケ

ーブルを抜き差しするだけで機器を付け替えられます。 

 

注意： 製品本体に接続されているコンピューターが PS/2 のほか、OS 自体がホットプラグ

に対応していない場合、この機能はご利用いただけない場合があります。 

 

モジュール ID 機能 

 モジュール ID、ポートネーム、OS、キーボード言語、アクセスモードなどのコンピューターモジ

ュールの情報はコンピューターモジュール内部のメモリに格納されています。このため、別のポ

ートに繋ぎ替えても再設定する必要はありません。代わりに、モジュール ID 機能は、これらの情

報を新しい場所にリストアします。 

 

 ただし、これらを別の KVM スイッチに接続した場合は、コンピューターモジュール内に格納さ

れている情報のみが引き継がれるため、これ以外の項目は再設定するか、バックアップ/リストア

機能（p.264 参照）を使って設定を復元する必要があります。 

 

 ポートの設定はコンピューターモジュール内に保存しているため、コンピューターモジュールを

含めずコンピューターのみを新しいポートに変更した場合、また、使用中のアダプターに新しい

コンピューターを接続した場合は、そのコンピューターのポート設定を手動で行う必要がありま

す。ポート設定の詳細については p.132「サイドバーユーティリティー」の内容をご参照ください。 

 

電源オフと再起動 

 

 KVM スイッチの電源を切る必要がある場合や再起動が必要になった場合は、製品本体の電

源を切ってから 10 秒程度待機した後で電源を入れなおしてください。なお、接続しているコンピ

ューターは、この操作の影響を受けないはずですが、万が一、正常に動作しない場合は再起動

してください。 
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ポート ID の割り当て 

 

 KVM スイッチに接続しているコンピューターには、背面印刷の通りにポート ID が割り当てられ

ます。ポート ID は、下記のように決定されます。 

◆ 1 台目の KVM スイッチに直接接続されているコンピューターには、KVM スイッチ上でその

コンピューターが接続しているポートナンバー(1～8 または 1～16)をポート ID として使用し

ます。 

◆ 2 段階のカスケード接続の構成の場合、ポート ID は前半と後半の 2 つの番号から構成され

ます。 

 後半の部分(1～16)は、2 段階目の KVM スイッチ上で該当のコンピューターが接続し

ている KVM ポートのポートナンバーを表します。 

 最初の部分(1～8 または 1～16)は、2 段階目の KVM スイッチが接続している 1 段階

目の KVM スイッチの KVM ポートのポートナンバーを表します。 

 

例えば、「1-3」というポート ID は、2 段階目の KVM スイッチが 1 段階目の KVM スイッチのポ

ート 1 に接続しており、コンピューターが 2 段階目の KVM スイッチのポート 3 に接続しているこ

とを表します。 
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ポートの選択 

 

 ポートの選択は GUI メニューを使って行います。詳細については第 6 章をご参照ください。 

 

PDU のセットアップ 

 

 ATEN の PDU 製品は、PDU に接続した機器に対して TCP/IP 接続でリモートアクセスし、アウ

トレットレベルで管理できる機能を備えたインテリジェント PDU です。 

 

注意： ここでは凡例として ATEN 製 PDU PE9216r の GUI 画面を例に説明します。本製品

に対応した PDU については弊社ウェブサイトでご確認ください。 

 

 PDU を IP-KVM スイッチに接続して使用する場合は、下図を参照しながら、以下の手順に従

ってセットアップしてください。 

 

1. IP-KVM スイッチと PDU を、イーサネットスイッチに接続してください。 

 

2. PDU の GUI にて、「Device Management」（デバイス管理）画面の「OOBC」メニューをクリッ

クしてください。その画面の「Console Port Settings」（コンソールポート設定）で、ボーレート

を 38400bps に設定してください。 

 

 

3. 同じく「Device Management」（デバイス管理）画面で、「ANMS」メニューをクリックしてくださ

い。その画面の「CC Management」（CC 管理）において、「Enable」（有効にする）のチェック

ボックスからチェックを外してください。 
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4. 次に、PDU（コンソール PoN IN）を、直接 IP-KVM スイッチ（PoN）に接続してください。 

 

5. そうしたら、IP-KVMスイッチのGUIで、「Device Management」（デバイス管理）→「ANMS」、

メニューにアクセスしてください。こちらでも同様に、「CC Management」（CC 管理）セクショ

ンにおける「Enable」（有効にする）の項目からチェックを外してください。 

 

 

6. 最後に、「Port Access」（ポートアクセス）→「Port Configuration」（ポート設定）の画面から、

適切な電源管理の権限が与えられているか確認してください。関連するポート番号を左側

のツリーメニューから選択します。 

注意： 以下のスク リーンショッ トは参考用です（ KN8132V のウェブ GUI ） 。

KN1108VA/KN1116VA のウェブ GUI は、ポート数が少なく、画面に表示するモ

デル名が異なる点を除いて、共通です。 
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（電源デバイスの）「Add」（追加）を選択してください。 

 

 

この操作で、選択したポートに電源操作権限を割り当てます。 
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ラップトップ USB コンソール(LUC)へのログイン 

 

 ノートパソコンをKN1108VA/KN1116VAのフロントパネルにある LUCポートを繋げると LANケ

ーブルでのリモートアクセス同様に操作・表示ができます。接続手順は、製品パッケージに付属

のラップトップUSBコンソールケーブルで接続し、下図のようなポップアップウィンドウが表示され

たら、KN1108VA/KN1116VA へのアクセスと制御に使うクライアントを JavaClient または

WindowsClient から選択してください。 

 

 

 

◆ JavaClient の場合：詳細は、p.69「JavaClient AP を使った接続方法」および p.118「Java コ

ントロールパネル」でご確認ください。 

◆ WindowsClient の場合：詳細は、p.65「WindowsClient AP を使った接続方法」および p.82

「WindowsClient コントロールパネル」でご確認ください。 
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第 3 章 

スーパーアドミニストレーターによる 

初期設定 
概要 

 

 本章では、スーパーアドミニストレーターが製品の初回使用時に行う管理設定方法について

説明します。 

 

初回使用時に必要なセットアップ 

 

 ハードウェアのセットアップが終わったら、スーパーアドミニストレーターは他のユーザーが

KN1108VA/KN1116VA を利用できるようにセットアップする必要があります。セットアップには、

ネットワーク関連のパラメーターの設定やスーパーアドミニストレーターのデフォルトユーザーネ

ームおよびパスワードの変更といった作業が含まれます。この作業は、ローカルコンソールから

簡単に行うことができます。 

 

注意： ネットワークの設定をリモートから行う場合は p.296「IP アドレスの設定」をご参照くださ

い。 

 

 ローカルコンソール側で、コンソールモニターに下図のようなログイン画面が表示されます。こ

のセクションで使用するスクリーンショットは、ファームウェアのバージョンによって、外観が変わる

場合がありますので、ご了承ください。 

 

 



56 

 製品に最初にログインする際には、デフォルトのユーザーアカウントを使用してください。ユー

ザーネームは administrator、パスワードは password です。 

 

注意： セキュリティー上の理由から、初回ログイン時にパスワードの変更を要求します。変

更後に、改めてログインしてください。 

 

 ログインに成功すると、以下のようなローカルコンソールのメイン画面が表示されます。 
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ネットワークの設定 

 ネットワークの設定は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 「Device Management」(設定)メニューをクリックしてください。 

2. 「Network」（ネットワーク）メニューをクリックしてください。 

 

 

3. p.205「ネットワーク」に記載されている例を参考にしながら、お使いの環境に適した値を入

力してください。 
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スーパーアドミニストレーターログインの変更 

 デフォルトのスーパーアドミニストレーターのユーザーネームやパスワードを変更する場合は、

以下の手順で操作してください。 

 

1. 画面最上部のメニューにある「User Management」(アカウント)メニューをクリックしてください。 

左側のパネルにユーザーおよびグループの一覧、中央パネルにはユーザー権限の画面

表示されます。初回アクセス時は他のユーザーは作成されていませんので、一覧には下図

のようにスーパーアドミニストレーターしか表示されません。 

 

 

2. 左側のパネルから「administrator」をクリックして、デフォルトのスーパーアドミニストレーター

のユーザーネームとパスワードを変更してください。下図のような「ユーザー情報」画面が表

示されます。 
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3. 「Username」（ユーザーネーム）の欄に新しく変更するユーザーネームを、「Password」（パス

ワード）の欄に新しく変更するパスワードをそれぞれ入力してください。 

 

4. 「Confirm Password」（パスワード確認）の欄に確認用パスワードを入力してください。 

 

5. 「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

 

6. 変更に成功したという内容のメッセージがダイアログに表示されたら、「OK」ボタンをクリック

してください。 

 

7. ローカルコンソールのメイン画面で別のアイテムをクリックすると、このメニューでの操作を終

了します。 
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その他の管理メニューを操作する場合は 

 

 スーパーアドミニストレーターアカウントであれば、ユーザー管理、デバイス管理、ファームウェア

アップグレードメンテナンスなどのすべての管理メニューにアクセスできます。 

 

 これらのメニューは、製品の GUI ユーティリティー(ローカルコンソール、ブラウザー版の Windows 

GUI、および Java GUI、アプリケーション(スタンドアロン)版の WindowsClient および JavaClient)か

らアクセスできます。お使いの環境に適したユーティリティーを選んでご利用ください。 

 

注意： ファームウェアのアップグレードはローカルコンソールから実行できません。アップグ

レードを行う際にはリモートアクセスし、メンテナンスタブから実行してください。 
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第 4 章 

ログイン 
概要 

 

 KN1108VA/KN1116VA へのアクセスは、ローカルコンソール、ウェブブラウザー、Windows ア

プリケーション、および Java アプリケーションからできます。 

 

 上記のどの方法でも、IP-KVM スイッチにアクセスする際には有効なユーザーネームとパスワ

ードが必要です。無効なアカウントでログインした場合、画面上には「Invalid Username or 

Password」（ユーザーネームまたはパスワードが正しくありません）または「Login Failed」（ログイン

に失敗しました）のエラーメッセージが表示されます。このような場合は、ユーザーネームとパス

ワードを正しく入力し、再ログインしてください。 

 

注意： ログインの連続失敗回数が、管理者が設定したログイン再試行可能回数を超える

と、タイムアウト機能が作動します。この場合、次のログインまで、ある一定の時間待

機しなければなりません。詳細については p.223「ログイン失敗」をご参照ください。 

 

ローカルコンソールからのログイン 

 

 ローカルコンソールのセットアップ（p.40 参照）が完了し、他のユーザーがローカルコンソール

を使用していない場合、モニターにはログイン画面が表示されます。なお、このセクションで使用

しているスクリーンショットは参考用です。ファームウェアのバージョンによっては、

KN1108VA/KN1116VA のローカルコンソールに表示されるログインプロンプトの外観が異なる

場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

 ローカルコンソールのメイン画面を呼び出す場合は、ログイン画面に正しいユーザーネームと

パスワードを入力し、「Login」（ログイン）ボタンをクリックしてください。ローカルコンソールのメイ
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ン画面は、ウェブブラウザー、WindowsClient、JavaClient の各メイン画面と同様の構成です。ウ

ェブ画面のメイン画面に関する詳細は p.70 をご参照ください。 

 

ブラウザーからのログイン 

 

 IP-KVM スイッチには、対応ブラウザからアクセスできます。以下の手順で操作してください。 

 

1. ウェブブラウザーを起動し、アクセス対象となる IP-KVM スイッチの IP アドレスを URL バーに

入力してください。 

注意： 例えば、IPアドレスが「192.168.0.100」に設定されている場合は、URLバーに

下記のようにアドレスを入力してアクセスします。 

192.168.0.100 

お使いの環境における IP アドレスがご不明な場合は、本製品の管理者まで

お問い合わせください。 

 

2. セキュリティー証明書に関する警告メッセージが表示される場合がありますが、本製品の証明

書は信頼できるものですので、これを受け入れてください（詳細は p.301「信頼された証明書」

参照）。同様のメッセージが再表示された場合も、同じように受け入れてください。 

証明書を受け入れると、以下のようなログイン画面が表示されます。 

 

 

3. ウェブブラウザーのメイン画面を表示するには、KN1108VA/KN1116VA で（アドミニストレータ

ーが設定した）有効なユーザーネームとパスワードを入力し、「Login」（ログイン）ボタンをクリッ

クしてログインしてください。ウェブブラウザーのメイン画面に関する詳細は、p.70 をご参照くだ

さい。 
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WindowsClient からのログイン 

 

ウェブブラウザーから IP-KVM スイッチへのアクセスが許可されていない場合、Windows 環境で

は WindowsClient アプリケーションを使うことで IP-KVM スイッチに直接リモートアクセスできます

(ただし、このアプリケーションは初回のみウェブブラウザーからダウンロードする必要があります。詳

細は p.269 をご参照ください)。 

 

この方法で IP-KVM スイッチに接続する場合は、事前にコンピューターにダウンロードしておい

たアプリケーション版 WindowsClient のフォルダーに移動し、プログラムのアイコン(WinClient.exe)

をダブルクリックしてください。この操作で以下のような WindowsClient の接続画面が起動します。 
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WindowsClient AP の接続画面 

 接続画面に表示される項目の内容は下表のとおりです。 

項目 説明 

メニューバー メニューバーでは「File」（ファイル）、「Help」（ヘルプ）の 2 つのメニュー

を提供しています。 

 「File」（ファイル）メニューでは、ユーザーが作成した作業ファイル

を新規作成したり、保存したり、開いたりできます(p.66 参照)。 

 「Help」（ヘルプ）メニューでは、WindowsClient のバージョンを確

認できます。 

Server List 

（サーバーリスト） 

WindowsClient を起動すると、そのツールをインストールしているコンピ

ューターと同じネットワークセグメントにある IP-KVM スイッチを自動検

出し、リストに表示します。IP-KVM スイッチにアクセスする場合は、対

象となるデバイスをダブルクリックしてください(p.65 参照)。 

 

注意： 

1. 「Enable Device List」（デバイス一覧を有効にする）の設定が有効

になっていないデバイスは一覧に表示されません。詳細について

は、p.231「動作モード」の内容をご確認ください。 

2. 「Program」（プログラム）の「Access Port」（アクセスポート）の設定

（p.206 参照）が、このダイアログボックスの「Server」（サーバー）の

「Port」（ポート）に設定された番号と一致している KVM スイッチだ

けが、このリストに表示されます。 

Server 

（サーバー） 

IP-KVM スイッチにリモートアクセスする際にこの欄を使用します。IP リ

ストボックスをドロップダウンしてアドレスを選択してください。IP アドレス

のリストボックスに目的のデバイスがない場合は、対象デバイスの IP ア

ドレスをこのリストに、また、ポート番号を「Port」（ポート）欄にそれぞれ

入力してアクセスすることもできます（ポート番号が不明な場合は、管

理者にご確認ください）。 

 IP アドレスとポート番号を入力したら、「Connect」（接続）ボタンを

クリックしてください(p.65 参照)。 

 IP-KVM スイッチでの操作が終了し、セッションを切断する場合は

「Disconnect」（切断）ボタンをクリックしてください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

メッセージパネル IP-KVM スイッチとの接続に関するステータスメッセージが、サーバー

パネルの右側のパネルに表示されます。 

Switch to Remote 

View 

（リモートビューに切り

替える） 

IP-KVM スイッチとの接続が確立(p.65 参照)して初めて、このボタンが

有効になります。このボタンをクリックすると、WindowsClient のメイン画

面に切り替えます。WindowsClient のメイン画面の詳細については

p.78 をご参照ください。 

 

 

WindowsClient AP を使った接続方法 

 WindowsClient AP を使って IP-KVM スイッチに接続する場合は、下記の手順で操作してくださ

い。 

 

1. 「Server List」（サーバーリスト）から接続対象となる機器を選択し、ダブルクリックしてください。 

- または -  

「Server」（サーバー）における「IP」欄に機器の IP アドレスを、「Port」（ポート）欄にポート番号

をそれぞれ入力してください。 

 

2. 「Connect」（接続）ボタンをクリックしてください。ボタンをクリックすると、下図のようなログインダ

イアログが表示されます。 

 

 

3. ダイアログにユーザーネームとパスワードを入力して、「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

4. 認証に成功すると、GUI のメイン画面に自動的に遷移します。GUI のメイン画面を閉じると、

「Switch to Remote View」（リモートビューに切り替える）ボタンがアクティブになります。このボ

タンをクリックすると、GUI のメイン画面が起動します。この GUI メイン画面の詳細については

p.71 をご参照ください。 
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ファイルメニュー 

 「File」（ファイル）メニューでは、ユーザーが作成した作業ファイルの新規作成を行ったり、また、

そのファイルを保存したり開いたりできます。この作業ファイルにはクライアントセッションで定義した

全情報を格納します。また、「Server List」（サーバーリスト）と「Server IP」（サーバーIP）の項目やホ

ットキーの設定を保存しています。 

 

 クライアントプログラムを起動すると、現在の作業ファイルに書き込まれている値を読み込みます。

なお、現在の作業ファイルには、前回プログラムが終了した際に有効だった値を保存しています。 

 

 「File」（ファイル）メニューのサブメニューは下表のとおりです。 

 

メニュー 説明 

New 

（新規） 

ファイルを新規に作成します。このファイルに現在の値を保存しておく

ことで、後からその値を呼び出して使用できます。 

Open 

（開く） 

過去に保存された作業ファイルを開き、その値を読み込みます。 

Save 

（保存） 

現在有効な値を使用中の作業ファイルに保存します。 

Exit 

（終了） 

WindowsClient プログラムを終了します。 
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JavaClient からのログイン 

 

ウェブブラウザーから IP-KVM スイッチへのアクセスが許可されていない場合、Windows 以外の

環境では、JavaClient アプリケーションを使うことで IP-KVM スイッチに直接リモートアクセスできま

す(ただし、このアプリケーションは初回のみウェブブラウザーからダウンロードする必要があります。

詳細は p.269 をご参照ください)。 

 

この方法で IP-KVMスイッチに接続する場合は、事前にお使いのコンピューターにダウンロー

ドしておいたアプリケーション版 JavaClient のフォルダーに移動し、プログラムのアイコン

(JavaClient.jar)をダブルクリックしてください。この操作で下図のような JavaClient の接続画面が

起動します。 
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JavaClient AP の接続画面 

接続画面に表示される項目の内容は下表のとおりです。 

項目 説明 

Server List 

（サーバーリスト） 

JavaClient を起動すると、そのツールをインストールしているコンピュー

ターと同じネットワークセグメントにある IP-KVMスイッチを自動検出し、

リストに表示します。IP-KVM スイッチにアクセスする場合は、対象とな

るデバイスをダブルクリックしてください(p.65 参照)。 

 

注意： 

1. 「Enable Device List」（デバイス一覧を有効にする）の設定が有効

になっていないデバイスは一覧に表示されません。詳細について

は、p.231「動作モード」の内容をご確認ください。 

2. 「Program」（プログラム）の「Access Port」（アクセスポート）の設定

（p.206 参照）が、このダイアログボックスの「Server」（サーバー）の

「Port」（ポート）に設定された番号と一致している KVM スイッチだ

けが、このリストに表示されます。 

Server 

（サーバー） 

IP-KVM スイッチにリモートアクセスする際にこの欄を使用します。IP リ

ストボックスをドロップダウンしてアドレスを選択してください。IP アドレス

のリストボックスに目的のデバイスがない場合は、対象デバイスの IP ア

ドレスをこのリストに、また、ポート番号を「Port」（ポート）欄にそれぞれ

入力してアクセスすることもできます（ポート番号が不明な場合は、管

理者にご確認ください）。 

 IP アドレスとポート番号を入力したら、「Connect」（接続）ボタンを

クリックしてください(p.65 参照)。 

 IP-KVM スイッチでの操作が終了し、セッションを切断する場合は

「Disconnect」（切断）ボタンをクリックしてください。 

メッセージパネル IP-KVM スイッチとの接続に関するステータスメッセージが、サーバー

パネルの右側のパネルに表示されます。 

Switch to Remote 

View 

（リモートビューに切り

替える） 

IP-KVM スイッチとの接続が確立(p.65 参照)して初めて、このボタンが

有効になります。このボタンをクリックすると、JavaClient のメイン画面に

切り替わります。詳細については p.78 をご参照ください。 
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JavaClient AP を使った接続方法 

 JavaClient AP を使って KN1108VA/KN1116VA に接続する場合は、下記の手順で操作してくだ

さい。 

 

1. 「Server List」（サーバーリスト）から接続対象となるデバイスを選択し、ダブルクリックしてくださ

い。 

- または - 

「Server」（サーバー）における「IP」欄にデバイスの IP アドレスを、「Port」（ポート）欄にポート番

号をそれぞれ入力してください。 

 

2. 「Login」（ログイン）ボタンをクリックしてください。ボタンをクリックすると、下図のようなログインダ

イアログが表示されます。 

 

 

3. ダイアログに有効なユーザーネームとパスワードを入力して、「OK」ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

4. 認証に成功すると、GUI のメイン画面に自動的に遷移します。GUI のメイン画面を閉じると、

「Switch to Remote View」（リモートビューに切り替える）ボタンがアクティブになります。このボ

タンをクリックすると、GUI のメイン画面が起動します。この GUI メイン画面の詳細については

p.70 をご参照ください。 
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第 5 章 

ユーザーインターフェース 
概要 

 

 KN1108VA/KN1116VA へのログインに成功すると、メインメニューの画面が表示されます。ア

クセス方法によって画面の表示は若干異なりますが、基本機能は共通です。各インターフェー

スは次のセクションで説明しています。 

 

ウェブブラウザーのメイン画面 

 

 マルチプラットフォーム環境で操作を考慮し、KN1108VA/KN1116VA へのアクセスは標準的

なウェブブラウザーを使って行います。ユーザーのログイン認証（p.62 参照）が完了すると、ウェ

ブブラウザーのメイン画面の「Port Access」(ポートアクセス)メニューを初期表示します。 

 

 

注意： 上図はスーパーアドミニストレーターでログインした場合の表示画面です。ユーザ

ーの種類や権限によっては、表示されないメニューもあります。 
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画面内の構成要素 

 ウェブメニューの項目は下表のとおりです。 

 

No. アイテム 説明 

1 タブバー 操作のメインカテゴリーがメニュー別にタブ表示されます。表

示タブはユーザーアカウントが作成された際にユーザータイ

プやユーザーに与えられた権限によって決まります。 

2 メニューバー タブで選択された操作に関連するサブカテゴリーが表示され

ます。この部分に表示される項目はユーザーアカウントが作

成された際にユーザータイプやユーザーに与えられた権限

によって決まります。 

3 サイドバー 操作中のタブやメニューバーに対応したポートリストがこの部

分にツリー形式で表示されます。サイドバーのノードをクリック

すると、その詳細画面が表示されます。 

サイドバーの下にある「Filter」（フィルター）ボタンを使うと、ツ

リーに表示されるポートの範囲を変更できます。フィルター機

能については p.130 をご参照ください。 

4 ユーザー設定 このボタンをクリックすると、ユーザー情報の確認、ユーザー

の環境設定、パスワードの変更、ログアウト、オンラインヘルプ

の参照といった操作が行えます。詳細は p.72「ユーザー設

定」を参照してください。 

5 ウェルカムメッセージ ウェルカムメッセージ機能が有効になっている場合、この部分

にメッセージが表示されます。 

6 詳細表示パネル メインの作業領域です。選択されたメニューやサイドバーのノ

ードに応じたメニューが表示されます。 
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ユーザー設定 

 

 

No. アイテム 説明 

1 ユーザー情報 ユーザー情報と説明を表示します。 

2 User Preferences 

（ユーザー設定） 

クリックすると、ユーザー設定を行います。詳細は次の「ユー

ザー設定」セクションを参照してください。 

3 Change Password 

（パスワードの変更） 

クリックすると、ログインパスワードを変更します。詳細は p.75

「パスワードの変更」を参照してください。 

4 Logout 

（ログアウト） 

クリックすると、IP-KVM スイッチからログアウトし、セッションを

終了します。 

5 Access Online Help 

（オンラインヘルプへの

アクセス） 

クリックすると、ユーザーマニュアルを自動的に開きます。 
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ユーザー設定 

 「ユーザー設定」画面では、ユーザー個人の作業環境をセットアップできます。各ユーザープ

ロファイルに対して、個別の設定レコードを製品本体に保存し、ユーザーがログインダイアログボ

ックスで入力したユーザーネームに基づいて、作業環境を設定します。 

 

 

各項目の詳細は下表のとおりです。 

 

設定 機能 

Language（言語） インターフェースの表示言語を選択します。 

OSD Hotkey 

（OSDホットキー） 

キーボードからメニュー画面を呼び出すホットキーを選択します。

[Scroll Lock][Scroll Lock]がデフォルトです。別の組み合わせを選択

するには、ボックスの右側にある矢印ボタンをクリックして、選択肢の

リストをドロップダウン表示します。 

ID Display 

（ID表示） 

ポートIDの表示方法をポート番号のみ（PORT NUMBER）、ポートネ

ームのみ(PORT NAME)、またはポート番号とポートネーム(PORT 

NUMBER+PORT NAME)から選択します。デフォルトはポート番号と

ポートネーム(PORT NUMBER+PORT NAME)です。 

ID Duration 

（ID表示間隔） 

ポートを変更した後、ポートIDがモニターに表示される時間を決定し

ます。1～255秒の間で設定できます。デフォルトは3秒です。0(ゼロ)

に設定すると、ポートIDが常にオンになります。 
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設定 機能 

Scan Interval 

（スキャンインターバル） 

オートスキャンモードで選択したポートを循環するときに、各ポートに

フォーカスが滞留する時間を決定します（p.276「オートスキャン」参

照）。1～255秒の値を入力します。デフォルトは5秒です。0に設定す

ると、スキャン機能が無効になります。 

Screen Blanker 

（スクリーンブランカー） 

 

コンソールからの入力がないまま、本機能で設定した時間が経過す

ると、画面は空白になります。1～30分の値を入力します。0を設定す

ると、この機能は無効になります。デフォルトは0(無効)です。 

注意：この機能は、ローカルコンソールまたはリモートログインのどち

らからでも設定できますが、影響を受けるのはローカルコンソールモ

ニターのみです。 

Logout Timeout 

（ログアウトタイムアウト） 

ユーザーからの入力がないまま、この機能で設定された時間が経過

すると、ユーザーは自動的にログアウトさせられます。IP-KVMスイッ

チに再びアクセスするには、ログインが必要です。 

Toolbar 

（ツールバー） 

ポートへのアクセス時にポートツールバーを有効にするか選択します

（詳細はp.273「ポートツールバー」を参照）。 

ツールバー機能はGUIコントロールパネル（p.82参照）からも利用で

きるため、ここでは無効にすることを推奨します。 

Viewer* 

（ビューア*） 

この画面のブラウザー版では、「ビューア」セクションを使用できま

す。ポートに接続するときに、どのビューアの方法を優先するかを選

択できます。 

 
詳細については、p.148「ビューアの環境設定」（下記）を参照してく

ださい。 

Save（保存） クリックすると、変更内容を保存します。 

 

注意： 1. これらの項目は、ブラウザー版でのみ使用できます。 

2. ローカルコンソールの「ユーザー環境設定」画面には、機器のビープ音をオン

(デフォルト)またはオフにするためのビープ音設定が追加で(排他的に)提供さ

れています。 
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パスワードの変更 

◆ ブラウザーGUIでユーザーのパスワードを変更する場合は、旧パスワードと新規パスワードを、

それぞれの入力欄に入力してください。「Confirm」（確認）入力ボックスに新規パスワードを入

力し、「Change Password」（パスワードの変更）をクリックすると、変更を適用します。 

◆ アプリケーションのGUIでは、「Change Password」（パスワードの変更）をクリックし、旧パスワー

ドと新規パスワードを、それぞれの入力欄に入力してください。「Confirm」（確認）入力ボックス

に新規パスワードを入力し、「Save」（保存）をクリックすると、変更を適用します。 

 

ビューアの環境設定 

このセクションは、ブラウザー版の「ユーザー環境設定」画面にのみ表示され、主にシステムのビ

ューアの自動選択に関連します。 

 

ビューアを手動で選択するには、p.271「ポートへの接続」を参照してください。 

 

使用可能なビューアは、ログイン時のシステムのステータスとブラウザーの種類によって自動的

に決まります。 

 

ポートに接続しようとすると（ポートをダブルクリックするか、ポートを選択して「接続」をクリックする

と）、ビューアリストに従ってビューアを使用します。以下に例を示します。 

 

 

◆ 最上位の方法が最も推奨される方法であり、#1(デフォルトは「Web Client」)として一覧表示さ

れています。 

◆ ポートへの接続時に優先方法がサポートされている場合、システムは優先方法を使用して接

続を試みます。 

◆ 方法がサポートされていない場合、システムは次の方法を使用して接続を試行し、最後の方

法を最後に試行します。 
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ビューア環境設定の調整 

以下の手順で環境設定を調整します。 

1. 方法をクリックして選択し、強調表示します。そうすると、上記の「#2 Java Client」の方法が選

択されたとおりに表示されます。 

2. 上（  ）または下（ ）の矢印をクリックして、位置を移動します。上向き矢印（ ）は上方

向に移動し(優先度が高くなります)、下向き矢印（  ）は下方向に移動します(優先度が低く

なります)。 

 

製造番号 

「MFG番号」(製造番号)は、ATENの工場や技術サポートのスタッフが製品を識別する際に使

用する内部的なシリアル番号です。この番号が製品保証期間に影響することはありません。お

使いの製品に関して予期しない不具合を発見し、特殊な調査が必要な場合には、製品と型番

を識別するために、ATENの営業または技術サポートのスタッフが確認依頼する場合がございま

す。その時は、この MFG 番号をお伝えください。 

  



77 

 

タブメニュー 

ページ上部のタブバーに表示されるアイコンの数およびタイプは、ユーザータイプ(スーパー

アドミニストレーター、アドミニストレーター、ユーザー)や、ユーザーアカウント作成時にユーザー

に付与された操作権限によって決定します。各アイコンが表す機能は下表のとおりです。 

 

アイコン 機能 

 

Port Access (ポートアクセス) : 製品本体に接続されているデバイスへのアクセ

ス・操作を行います。このメニューは各端末へのアクセス権限を持つユーザーだ

けがアクセス可能です。 

 

User Management (ユーザー管理) : ユーザーやグループの作成・管理を行いま

す。また、デバイスをユーザーやグループに割り当てることもできます。本メニュ

ーの詳細については p.177 をご参照ください。なお、これは、スーパーアドミニス

トレーターと、ユーザー管理権限のあるアドミニストレーターやユーザーのみアク

セス可能なメニューです。これ以外のユーザーがログインした場合、このアイコン

は表示されません。 

 

Device Management (デバイス管理) : 製品の操作全般に関する項目の設定・管

理を行います。なお、これはスーパーアドミニストレーター、およびデバイス管理

権限のあるアドミニストレーターやユーザーのみがアクセス可能なメニューです。

これ以外のユーザーがログインした場合、このアイコンは表示されません。 

 

Log  (ログ) : ログファイルの内容を表示します。このメニューの詳細については

p.245 をご参照ください。 

 

Maintenance (メンテナンス) : 製品のファームウェアアップグレード、設定および

アカウント情報のバックアップ・リストアおよび ping ネットワークデバイス診断を行

います。詳細については p.289 をご参照ください。なお、これはスーパーアドミニ

ストレーター（およびメンテナンス権限のあるアドミニストレーターとユーザー）が

アクセス可能なメニューです。それ以外のユーザーがログインした場合、このアイ

コンは表示されません。 

 

Download (ダウンロード ) : 権限のあるユーザーは、このメニューから

WindowsClient、JavaClient、ログサーバーをそれぞれダウンロードできます。な

お、これはすべてのユーザーがアクセス可能なメニューですが、ダウンロードで

きるのは操作権限のあるアプリケーションのみです。 
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クライアントアプリケーションのメイン画面 

 

 WindowsClient および JavaClient から KN1108VA/KN1116VA にアクセスした場合、ログイン

（p.61 参照）すると下図のようなメイン画面が表示されます。 

 

 

 アプリケーション版のメイン画面はウェブブラウザーのメイン画面と基本的に同様ですが、以下

の点が異なりますので、ご注意ください。 

 

1. アプリケーション版ではタブの下のメニューバーがありません。ウェブブラウザー版のメニュ

ーバーに表示されているものはアプリケーション版ではタブメニューとして表示されます。な

お、このタブメニューは上部のタブに対応したメニューに切り替わります。 

2. アプリケーション版では、「Filter」（フィルター）ボタンの他に、「Scan」（スキャン）、「Array 

Mode」（アレイモード）の各ボタンがサイドバー下部に表示されます。これらの機能について

は第 6 章「ポートアクセス」をご参照ください。 

3. アプリケーション版では、画面中央の上部、または下部にマウスカーソルを移動させるとコ

ントロールパネルが表示されます(デフォルトでは画面上部中央に表示)。  
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4. アプリケーション版では以下のホットキーを使用できます。 

キー アクション 

Ctrl + P 「Port Access」(ポートアクセス)タブを開きます。 

Ctrl + U 「User Management」(ユーザー管理)タブを開きます。 

Ctrl + D 「Device Management」(デバイス管理)タブを開きます。 

Ctrl + L 「Log」(ログ)タブを開きます。 

Ctrl + M 「Maintenance」(メンテナンス)タブを開きます。 

Ctrl + A 「Download」(ダウンロード)タブを開きます。 

F1 「About」(バージョン情報)を参照します。 

F2 選択されたポートのポートネームを編集します。 

F4 サイドバー(左)パネルを選択します。 

F5 メイン(右)パネルを選択します。 

F7 GUI を終了します。 

F8 ログアウトします。 
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ローカルコンソール GUI メイン画面 

 

 ローカルコンソールの GUIメイン画面は、JavaClientと WindowsClientのメイン画面と基本的に

同じです。 

 

 

 ただし、ローカルコンソールのメイン画面には「Download」(ダウンロード)タブが表示されません。 
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バーチャルメディアをローカルでマウントするには 

 ローカルコンソールでは、バーチャルメディアをマウントできます。バーチャルメディアをマウントす

るには、次の手順に従って操作します。 

 

1. ターゲットとなるサーバーのローカルで、USB フラッシュメモリを挿入してください。 

2. ローカルコンソールのサイドバーで、サーバーを右クリックし、「Mount」（マウント）をクリックして

ください（下図参照）。 

 

3. 「VirtualMedia Settings」（バーチャルメディアの設定）ダイアログボックスが表示されたら、

「Add」（追加）をクリックして、バーチャルメディアを選択してください。下図は操作の一例で

す。 

 

Windows/JavaClient ビューアにおけるバーチャルメディアのマウント方法は同様に行います。

詳細については p.107「バーチャルメディアのマウント」を参照してください。 
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コントロールパネル 

 

WindowsClient コントロールパネル 

 WindowsClient のコントロールパネルは、ActiveX Web ビューア版(IE11 以前の環境向け)とア

プリケーション版における、すべてのユーザーインターフェースのコントロールパネルの機能を

網羅しているため、本セクションではWindowsClientのコントロールパネルについて説明します。

Java 版のコントロールパネルは、WindowsClient のコントロールパネルに比べて機能が少ない点

を除いて、使用方法は同じです。詳細はこのセクションを参考にしてください。 

 

WindowsClient のコントロールパネルは画面の上部または下部（通常は画面上部）の中央に

隠れています。この部分にマウスカーソルを移動させると下図のようなメニューが表示されます。

このコントロールパネルは、上段のアイコンと下段のテキストバーから構成されています。 

 

 

注意： 上図は全メニューが表示された場合のコントロールパネルの外観です。表示するア

イコンはカスタマイズが可能です。詳細については p.117「コントロールパネルの設

定のカスタマイズ」をご参照ください。 

 

 デフォルトでは、テキスト行の左側にリモートディスプレイの解像度が表示されます。マウス

をアイコンバーのアイコンの上に移動させると、テキスト行に、そのアイコンの機能が表示さ

れます。また、メッセージボードが立ち上がっていないときに、他のユーザーからメッセージ

を受け取ると、メッセージがこの部分に表示されます。 

 

 テキストバーの右端には現在アクセス中のデバイスの IP アドレスが表示されます。また、最

下段中央の部分では、スラッシュの前にはユーザーが使用中のバス番号が、後ろにはその

バスを使用中のユーザー数がそれぞれ表示されます。 

注意： 1. このバスとユーザーに関する情報はこの機能が有効になっている時にの

み表示されます。 

2. バスの割り当て機能に関する詳細は p.282「マルチユーザーによる操作」を

ご参照ください。 
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 テキスト行でマウスを右クリックすると、ツールバーの内容がメニュー形式で表示されます。

また、メニューに付いている右向きの三角マークをクリックすると、さらなるメニューオプショ

ンを選択できます。これらの機能については後のセクションで説明します。 

 

 

 コントロールパネルを画面上の別の場所に移動させたい場合は、テキストバーの部分をドラ

ッグしてください。 

 

  



84 

WindowsClient コントロールパネルの機能 

 コントロールパネルの各機能は下表のとおりです。 

アイコン 機能 

 

コントロールパネルを常に前面に表示します。もう一度このアイコンをクリックする

と、通常の状態に戻します。 

 

アクセスしているポートで GUI を呼び出します。 

 

ビデオオプションダイアログを起動します。また、右クリックでクイックオートシンク

（p.87「ビデオ設定」参照）を実行します。 

 

表示をフルスクリーンモードまたはウィンドウモードに切り替えます。 

 

リモートディスプレイのウィンドウをズーム表示します。 

注意：この機能は、ウィンドウモード（フルスクリーンモードがオフ）でのみ利用可

能です。詳細は、p.90「ズーム」を参照してください。 

 

リモートディスプレイの表示をカラーまたはグレースケールに切り替えます。 

 

ビデオとマウスの自動同期操作を実行します。これは、「ビデオオプション」ダイ

アログボックスにおける「自動同期」ボタンをクリックした時と同じ操作です（p.87

「ビデオ設定」参照）。 

 

ポートへのアクセス中にクリックすると、パネルアレイモードを起動します（p.279

「パネルアレイモード」参照）。 

 

ポートへのアクセス中にクリックすると、オートスキャンモードを開始します。IP-

KVM スイッチは、フィルター機能（p.130 参照）でオートスキャンの対象として選

択したポートを自動的に切り替えます。この機能を使用すると、コンピューターを

自動的に切り替えて動作を監視できます。 

 

マウス同期を自動または手動で行います。 

◆ 「Automatic」(自動)を選択すると、アイコンに緑色のチェックマークが表示さ

れます。 

◆ 「Manual」(手動)を選択すると、アイコンに赤色の×マークが表示されます。 

 

この機能に関する詳細については、p.91「マウスダイナシンクモード」をご参照く

ださい。 
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アイコン 機能 

 

マウスポインターの種類を選択します。 

注意：このアイコンは選択されたマウスポインターの種類に応じて変わります

（p.115「マウスポインターの種類」参照）。 

 

オンスクリーンキーボード（p.94 参照）を起動します。 

 

接続したいポートを選択します。 

 

リモート画面のスナップショット(画面キャプチャー)を取得します。 

 

 [Ctrl] + [Alt] + [Delete]の信号をリモートコンピューターに送信します。 

 

「Macro」（マクロ）ダイアログダイアログボックスを起動します（詳細は p.120 参

照）。 

 

ユーザーマクロのドロップダウンリストを表示します。マクロへのアクセスやマクロ

の実行は、「Macro」（マクロ）ダイアログを使うよりもこの機能を使った方が簡単で

す。「Macro」（マクロ）ダイアログについては表の上部にあるマクロの項目、または

p.97 のマクロに関する記載をご参照ください。 

 

「Virtual Media」（バーチャルメディア）ダイアログを起動します。バーチャルメディ

アデバイスがポートで利用可能になると別のアイコンに変わります。詳細につい

ては p.107「バーチャルメディア」をご参照ください。 

注意：バーチャルメディア機能が無効、または利用不可の状態になると、このア

イコンはモノクロで表示されます。 

 

リモートサーバーからの音声を、ローカルコンピューター側のスピーカーで出力

するか（オン）、出力しないか（オフ）を切り替えます。スピーカーがオフになるとア

イコンに禁止マーク(赤い円に斜線が入ったもの)が表示されます。 

 

メッセージボード（p.111 参照）を起動します。 
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アイコン 機能 

 

このアイコンは、リモートコンピューターの[Num Lock]、[Caps Lock]、[Scroll Lock]

各キーの状態を表します。 

 

 ロックの状態がオンになっていると、そのキーの LEDがオレンジ色に点灯し、

錠前が閉じたアイコンが表示されます。 

 ロックの状態がオフになっていると、そのキーの LED がブルーに点灯し、錠

前が開いたアイコンが表示されます。 

 

アイコンをクリックすると、状態を切り替えます。 

 

注意：これらのアイコンはローカルキーボードのアイコンと同期します。アイコンを

クリックすると、お使いのキーボード上にある LEDもこのアイコンに合わせてオンま

たはオフに切り替わります。キーボードのキーを押した時も同様に、このアイコン

の表示が切り替わります。 

 

 

 

このアイコンは、機器が電源管理デバイスに接続されている場合に、その機器の

電源のオン・オフ切り替えや再起動を行う際に使用します（詳細は p.238 「PoN デ

バイス」）。 

また、この機能に関する詳細は p.116 「電源管理デバイス」を参照してください。 

 

コントロールパネルのさらなる機能を呼び出します。p.114「コントロールパネルの

その他の機能」を参照してください。 
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ビデオ設定 

コントロールパネル上にある、このアイコンをクリックすると、「Basic Video Settings」（基本ビデオ

設定）ダイアログが起動します。このダイアログでのオプションによって、自動同期やパフォーマンス

を設定できます。「Advanced」（詳細）のボタンをクリックすると、「Advanced Video Settings」（詳細ビ

デオ設定）ダイアログが開き、下記に示すように、画質、再描画、透明度、色深度コントロールとい

った詳細オプションを設定できます。 

 

基本ビデオ設定 
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詳細ビデオ設定 

 

 

 このダイアログのオプション項目の内容は下表のとおりです。 

オプション 機能 

Preset/Custom 

（プリセット/カスタム） 

このボタンを使用すると、カスタイマイズ済みのビデオ設定値の保存や、

デフォルトのビデオ設定値の復元ができます。 

Performance 

（パフォーマンス） 

このスライダーバーは、ローカルクライアントコンピューターが使用するイ

ンターネット接続タイプを選択するのに使用します。IP-KVM スイッチはこ

こで選択した項目によって、「Video Quality」（ビデオ画質）の項目を自動

的に調整し、ビデオの表示画質を最適化します。 

ネットワークの状態は一定ではないため、プリセットの選択項目で不都合

が生じる場合があるかもしれません。その際は、「Advanced」（詳細）を選

択し、「Video Quality」（ビデオ画質）のスライドバーを使ってお使いの環

境に適した値に調節してください。 
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オプション 機能 

Video Quality 

（ビデオ画質） 

スライドバーをドラッグしてビデオ画質を調整します。値が大きくなるにつ

れて、画像はより鮮明に、また、ネットワークに転送されるビデオデータの

量はより大きくなります。ネットワークのバンド幅によっては、高い値を設定

すると操作に対してのレスポンス時間に影響を与える可能性があります。 

Enable Refresh 

（リフレッシュを有効に

する） 

KN1108VA/KN1116VA は、1～99 秒毎に画面全体を再描画し、ブロック

ノイズなどの歪みを除去します。「Enable Refresh」（リフレッシュを有効に

する）の項目にチェックを入れて、再描画の時間間隔を 1～99 の整数で

入力してください。IP-KVM スイッチはここで設定された時間間隔で、画

面を再描画します。この機能はデフォルトでは無効です。有効にしたい場

合は「Enable Refresh」（リフレッシュを有効にする）の隣にあるチェックボッ

クスをクリックしてチェックを入れてください。 

 

注意： 

1. マウスの動作が止まると、KN1108VA/KN1116VA はインターバル時

間の計測を開始します。 

2. この機能を有効にするとネットワーク上に送信されるビデオデータの

量が増加します。また、設定するインターバル時間の値が小さくなる

にしたがって、ビデオデータの転送頻度が高くなります。この値を小

さくしすぎると処理全体のレスポンスに影響を与える可能性がありま

すので、ご注意ください。 

Transparency 

（透明度） 

GUI ホットキー(例：[Scroll Lock] [Scroll Lock])を使用した際に表示される

ツールバーの透明度を調節します。お好みの透明度になるようにバーを

スライドして調整してください。 

Color Depth Control 

（色深度調整） 

色情報の値を調整し、ビデオ画面の色深度を調節します。 

 

KVM セッションのネットワーク帯域幅情報 

ネットワーク帯域幅を管理するにあたり、理想的な状況では、1920×1080@60Hz のフルスクリー

ンビデオディスプレイの KVM セッション 1 つあたり約 64Mbps を要します。 

上記の情報は、あくまでも理想的な値を提案していますが、各ステーションやセッションのネット

ワーク環境は異なるため、セッションの滑らかさや品質を保証するものではありません。 
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ズーム 

 リモートビューのウィンドウをズーム表示します。KN1108VA/KN1116VA が提供している

表示倍率は下表のとおりです。 

 

設定 説明 

100% リモートビューのウィンドウを 100%の倍率で表示します。 

75% リモートビューのウィンドウを 75%の倍率で表示します。 

50% リモートビューのウィンドウを 50%の倍率で表示します。 

25% リモートビューのウィンドウを 25%の倍率で表示します。 

 

リモートビューのウィンドウを 100%の倍率で表示します。これは 100%の倍率で表

示した場合と異なり、リモートビューウィンドウがリサイズされても、表示サイズは変

更されません。表示されていない部分を操作したい場合は、マウスをウィンドウの

端に移動させスクロールを使用してください。  
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マウスダイナシンクモード 

ローカル/リモートのマウスのポインターは自動または手動で同期できます。 

 

マウスの自動同期(ダイナシンク) 

 マウスダイナシンク機能を使用すると、リモートとローカルのマウスポインターを自動同期するため、

マウスの再同期を定期的に行う手間が軽減されます。 

 

注意： この機能は、使用 OS が Windows または Mac(G4 以降)で、使用しているコンピュー

ターモジュールの属性 OS(attribute OS)の値が Win または Mac に設定されている

場合にのみご利用いただけます(p.167 参照)。この場合、使用モジュールが次の型

番に含まれているか確認してください。 

対応コンピューターモジュール：KA7166、KA7168、KA7169、KA7170、KA7175、

KA7176、KA7177、KA7178、KA7188、KA7189 

これ以外の環境の場合は、マウスを手動で同期してください(詳細は次のセクション

で説明します)。 

 

マウスの同期モードを表すツールバーのアイコンは、下表のとおりです。 

アイコン 機能 

 

マウスダイナシンク機能が利用できないことを表します。この場合は、手動でマウ

スを同期させてください。KA7166、KA7168、KA7169、KA7170、KA7175、

KA7176、KA7177、KA7178、KA7189 以外のモジュールをお使いの場合は、こ

れがデフォルト設定になっています。 

 

マウスダイナシンク機能が利用可能かつ有効になっていることを表します。マウ

スダイナシンク機能が利用可能である場合は、これがデフォルト設定になってい

ます(上記の注意書きを参照)。 

 

マウスダイナシンク機能が利用可能であるものの、無効であることを表します。 

 

 マウスダイナシンクが利用可能である場合、このアイコンをクリックするとマウスダイナシンクを有効

または無効に切り替えます。マウスダイナシンクを無効に選択した場合は、p.93 に記載された手動

同期を行う必要があります。 
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Mac/Linux 環境の場合 

 Mac(10.4.11 以降)をお使いの場合、マウスダイナシンク機能が有効であれば、別の方法で同

期方法を設定できます。デフォルト設定の同期方法で満足のいく結果が得られなかった場合

は、「Mac 2」の設定をお試しください。「Mac 2」の項目を選択する場合は、コントロールパネル

のテキスト部分を右クリックし、「Mouse Sync Mode」（マウスシンクモード）→「Automatic for Mac 

2」（Mac2 用に自動同期）を選択してください。 

 

 

 Linux をお使いの場合、ダイナシンクモードはサポート対象外ですが、マウスシンクモードメニ

ュー(Red hat AS3.0)の設定を行うことで同期が可能です。USB タイプのコンピューターモジュ

ール(前頁の注意書き参照)をお使いで、デフォルトのマウス同期の方法では満足のいく結果

が得られなかった場合は、Red hat AS3.0 の設定をお試しください。ただし、上記のいずれの

場合においても次のセクションに記載されている手動によるマウス同期の方法で設定する必

要があります。  
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手動設定によるマウス同期 

 ローカルとリモートのマウスポインターが同期がとれない場合、以下の方法で同期試みてください。 

 

1. コントロールパネルの「Video Settings」（ビデオ設定）のアイコンをクリックして、ビデオとマウス

のマウス同期を実行してください（p.87 参照）。 

2. 「Video Settings」（ビデオ設定）の「Auto Sync」（自動同期）ボタン(p.87 参照)を使って自動同

期を実行してください。 

3. 「Adjust Mouse」（マウス調整）ホットキーを使ってマウス調整機能（p.99 参照）を起動してくださ

い。 

4. 画面の四隅にマウスポインターを動かしてください(動かす順序は問いません)。 

5. 画面上のコントロールパネルをドラッグして、別の位置に移動させてください。 

 

製品本体に接続されているコンピューターのうち、マウスの同期に問題のあるものを対象に、マ

ウスポインターのオプション(速度、精度)の設定を行ってください。手順の詳細については p.337

「その他のマウス同期方法」をご参照ください。 
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オンスクリーンキーボード 

本製品は、各言語の標準的なキーボードレイアウトが利用できるオンスクリーンキーボ

ード機能を提供しています。上のアイコンをクリックすると、オンスクリーンキーボードが起動します。 

 
 

 オンスクリーンキーボードを利用するメリットの一つとして、リモート側とローカル側のキーボード言

語が異なる場合でも、片方のキーボードの設定を変更することなく操作ができるという点が挙げら

れます。ユーザーはオンスクリーンキーボードを起動し、アクセス中のポートに接続されているコン

ピューターで使用されている言語を選択するだけでオンスクリーンキーボードの利用が可能です。 

 

注意： オンスクリーンキーボードの操作はマウスで行い、実際のキーボードはご使用にな

らないでください。 
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言語の変更 

 言語を変更する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 現在選択されている言語の隣にある三角ボタンをクリックし、リストを展開してください。 

 

2. 新しい言語をリストから選択してください。 

 

キーボードのリサイズ 

 キーボードをリサイズするには、次の手順で操作してください。 

1. 選択中のキーボードサイズの隣にある下向き矢印をクリックして、サイズのリストを展開してくだ

さい。 

 
 

2. 新しいキーボードサイズをリストから選択してください。 
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プラットフォームの選択 

 このオンスクリーンディスプレイは、PC の他に Sun プラットフォームにも対応しています。プラットフ

ォームを選択する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. 下図に示すプラットフォームリストの隣にある矢印ボタンをクリックして、リストを展開してくださ

い。 

 

2. お使いの環境に適したプラットフォームをリストから選択してください。 

 

 

拡張されたキーボード 

 拡張したオンスクリーンキーボードを表示または非表示にする場合は、言語選択リストの右隣にあ

る矢印ボタンをクリックしてください。 
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マクロ 

この機能を使うと、「Macros」（マクロ）ダイアログが起動し、ホットキー、ユーザーマクロ、シ

ステムマクロの管理を行うことが可能です。これらの機能の詳細については以下のセクションで説

明します。 

 

ホットキー 

 KVM スイッチへのさまざまな操作はホットキーを使って実行できます。ホットキーセットアップユー

ティリティー(アイコンをクリックして起動)を使えば、ホットキーが実行できる操作を設定できます。 

 

 右パネルには実行時のホットキーが表示されます。操作名の左にあるチェックボックスを操作する

とホットキーを有効または無効に切り替えます。 
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 ホットキー設定を変更する場合、変更手順は以下のとおりです。 

 

1. 変更の対象となるアクションの行を選択し、「Set Hotkey」（ホットキーの設定）ボタンをクリックし

てください。 

 

2. 新しいホットキーとなるファンクションキーを入力してください(キーは一つずつ押してください)。

キーを押すと、そのキーの名前は「Hotkeys」（ホットキー）の欄に表示されます。 

◆ キーを入力する順番が同じでなければ、同じキーの組み合わせを複数のアクションに割

り当てることができます。 

◆ ホットキーの設定をキャンセルする場合は「Cancel」（キャンセル）ボタンを、また、アクショ

ンの「ホットキー」欄をクリアする場合は「Clear」（クリア）ボタンをそれぞれクリックしてくださ

い。 

 

3. キーの入力が終わったら、「Save」（保存）ボタンを押してください。 

 

すべてのホットキーの設定をデフォルト値にリセットする場合は「Reset」（リセット）ボタンをクリックし

てください。 

 

 ホットキーが実行できる操作は以下のとおりです。 

 

アクション 説明 

Exit Remote Location 

（リモートログインの終了） 

IP-KVM スイッチとの接続を終了し、クライアントコンピューターの

操作に戻ります。これはコントロールパネルの「終了」アイコンをク

リックする操作に相当します。デフォルトでは「F2,F3,F4」に設定さ

れています。 

Adjust Video 

（ビデオの調整） 

「Video Settings」（ビデオ設定）ダイアログを起動します。これはコ

ントロールパネルの「Video Settings」（ビデオ設定）アイコンをクリッ

クする操作に相当します。デフォルトでは「F5,F6,F7」に設定され

ています。 

Toggle Control Panel 

（コントロールパネルの切り替

え） 

コントロールパネルをオフまたはオンに切り替えます。デフォルト

では「F3,F4,F5」に設定されています。 

(表は次のページに続きます) 
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アクション 説明 

Toggle Mouse Display 

（マウス表示の切り替え） 

ローカルとリモートの 2 つのマウスポインターが表示されて操作しづら

い場合は、この機能を使用してマウスポインターを最小化できます。同

じホットキーを再度入力するとマウスポインターを元の状態に戻しま

す。これはコントロールパネルの「Mouse Pointer」（マウスポインター）ア

イコンをクリックし、「Dot」（ドット）ポインターを選択する操作に相当しま

す。デフォルトでは「F7,F8,F9」に設定されています。 

注意：Java コントロールパネルにはこの機能はありません。 

Adjust Mouse 

（マウスの調整） 

ローカルとリモートのマウスを同期します。デフォルトでは「F8,F7,F6」に

設定されています。 

Video Auto-Sync 

（ビデオの自動同期） 

ビデオを自動同期します。これはコントロールパネルの「Video 

Settings」（ビデオ設定）アイコンをクリックする操作に相当します。デフ

ォルトでは「F6,F7,F8」に設定されています。 

Show/Hide Local Cursor 

（ローカルカーソルの表

示/非表示） 

ローカルマウスのポインター表示をオフまたはオンに切り替えます。オ

フの場合はローカル側のカーソルを非表示にし、Windows/JavaClient

の AP ウィンドウにおけるマウスポインターとキーボードの使用をロック

し、なおかつ、コントロールパネルも非表示にします。これはコントロー

ルパネルの「Mouse Pointer」（マウスポインター）アイコンをクリックし、

「Null」ポインターを選択する操作に相当します。デフォルトでは

「F4,F5」に設定されています。 

Substitute Ctrl Key 

（代替 Ctrl キー） 

ローカルコンピューターが[Ctrl]キーの組み合わせをキャプチャーし、

ホットキーがリモートシステムに送信されない場合は、 [Ctrl]キーの代

わりとして使用するファンクションキーを指定することでリモートシステム

に送られるようになります。例えば、[F11]キーを[Ctrl]キーの代わりに

使用する場合、[F11 + 5]キーを入力すると、リモートシステムでは[Ctrl 

+ 5]キーが押されたことになります。デフォルトではこの代替キーが

[F11]キーに設定されています。 

Substitute Alt Key 

（代替 Alt キー） 

IP-KVM スイッチとの接続中は、キーボードの入力は基本的に IP-

KVM スイッチ側に送られますが、 [Alt + Tab]と[Ctrl + Alt + Delete]は

例外となります。リモートシステムに対して[Alt + Tab]と[Ctrl + Alt + 

Delete]の機能を実行したい場合には、任意のファンクションキーを

[Alt]キーの代わりに設定できます。 

例えば、[F12]を使用すると、上記のキー入力は、それぞれ[F12 + 

Tab]、[Ctrl + F12 + Delete]で実行できます。デフォルトではこの代替キ

ーが[F12]に設定されています。 
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ユーザーマクロ 

ユーザーマクロは、特定のアクションをリモートサーバー側で実行する場合に使用します。マ

クロを作成する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. 「User Macros」（ユーザーマクロ）ラジオボタンを選択し、「Add」（追加）ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

 

2. 新しいマクロはデフォルトで「New Macro」という名前で作成されます。必要であればダイア

ログでこの名前を変更してください。 
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3. 「Record」（記録）ボタンをクリックしてください。 

このボタンをクリックするとダイアログボックスが終了し、下図のような小さいパネルが画面左

上に表示されます。 

 

 

4. マクロキーを押してください。 

 マクロの記録を中断する場合は、「Pause」（一時停止）ボタンをクリックしてください。中

断していた記録を再開する場合は、もう一度「Pause」（一時停止）ボタンを押してくださ

い。 

 「Show」（表示）ボタンをクリックするとダイアログが立ちあがり、作成したキー入力と、そ

れぞれに要した時間が一覧に表示されます。 

 

 「Cancel」（キャンセル）ボタンをクリックすると、キー入力を取り消します。 

 入力が完了したら「Stop」（停止）ボタンをクリックしてください。これは手順 5で説明して

いる、「実行」ボタンをクリックする操作に相当します。 

 

注意： 1. 大文字・小文字は区別されません。[A]と[a]は同様に処理されます。 

2. マクロを記録する場合は、リモート画面を選択しておいてください。マクロダ

イアログを選択した状態では記録できません。 

3. マクロとして記録できるのは直接入力時のキーのみです。日本語入力が有

効になっている場合の文字は使用できません。例えば、キーボードが日本

語で[A]キーを押した場合、日本語入力がオンになっている場合の[あ]の

文字は記録されません。 
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5. 「Show」（表示）ダイアログを立ち上げていない場合は、マクロの記録を終了する際に「Done」

（完了）ボタンをクリックしてください。この時、「Macros」（マクロ）ダイアログに戻ると、リストに

は先ほど入力されたユーザーマクロキーが表示されます。 

 

 

6. 入力キーを変更したい場合は、対象となるマクロを選択し「Edit」（編集）ボタンをクリックして

ください。このボタンをクリックすると、「Show」（表示）ボタンを押した時と同様のダイアログが

表示され、入力キーの種類や順番を変更できます。 

 

7. 他のマクロを作成する場合は、上記の手順で操作を行ってください。 
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 作成したマクロは、下記のいずれかの方法で実行できます。 

 

1. アクションに割り当てられたホットキーを使用する(ホットキーを割り当てている場合)。 

2. コントロールパネルのマクロリストを開き、対象となるマクロをクリックする。 

3. このダイアログを開いて、「Play」ボタンをクリックする 

 

 このダイアログボックスからマクロを実行す

る場合、マクロの実行方法を指定できます。 

 「Play Without Wait」を選択した場合、

マクロは入力キーを遅延時間なしで実

行します。 

 「Play With Time Control」を選択した場合、マクロを記録した際のキー入力と、その時のキ

ー入力時間の間隔を再現しながら実行します。オプションを選択する場合は「Play」ボタン

の隣にあるボタンをクリックしてください。 

 一覧を開かずに「Play」ボタンをクリックすると、マクロはデフォルトの方法で実行されます。

デフォルトの値(「No Wait」か「Time Ctrl」)が「Playback」列に表示されます。 

 

 

この値を変更する場合は、現在の設定値(上図では「No Wait」)をクリックした際に表示され

るメニューから変更したい内容を選択してください。 

 

注意： 1. 検索機能に関する情報は次のセクションをご参照ください。 

2. ユーザーマクロは、各ユーザーのローカルクライアントコンピューターに保存され

るため、マクロの数、マクロ名の長さ、実行ホットキーの構成についての制限はあ

りません。 
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検索 

 ダイアログの下部にある「Search」（検索）ボタンを使うと、上部の大きいパネルに表示されるマ

クロ一覧から実行したり編集したりするマクロの絞り込みが可能です。絞り込み条件を名前にす

るかキーにするかをラジオボタンで選択し、検索に使用する文字列をテキストボックスに入力し

て「Search」（検索）ボタンをクリックしてください。この文字列に合致するアイテムが上部パネルに

表示されます。 

 

システムマクロ 

 システムマクロは、セッション終了時に実行する終了マクロの作成に使用します。例えば、

[Windows] + [L]キーをログアウト時に実行するマクロを作成しておくと、ユーザーがその後にデバイ

スにアクセスした際には必ずリモートデバイスのログイン画面を表示できるため、セキュリティーの強

化につながります。マクロを作成する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. 「System Macros」（システムマクロ）ラジオボタンを選択し、「Add」（追加）ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

2. 新しいマクロはデフォルトで「New Macro」という名前で作成されますので、必要であればダ

イアログでこの名前を変更してください。 
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3. 「Record」（記録）ボタンをクリックしてください。 

このボタンをクリックするとダイアログボックスが終了し、画面左上に下図のような小さいパネ

ルが表示されます。 

 

4. マクロキーを押してください。 

 マクロの記録を中断する場合は、「Pause」（一時停止）ボタンをクリックしてください。中

断していた記録を再開する場合は、もう一度「Pause」（一時停止）ボタンを押してくださ

い。 

 「Show」（表示）ボタンをクリックするとダイアログが立ちあがり、作成したキー入力と、そ

れぞれに要した時間が一覧に表示されます(p.105 参照)。 

注意： 1. 大文字・小文字は区別されません。[A]と[a]は同様に処理されます。 

2. マクロを記録する場合は、リモート画面を選択しておいてください。マ

クロダイアログを選択した状態では記録できません。 

3. マクロとして記録できるのは直接入力時のキーのみです。日本語入力

が有効になっている場合の文字は使用できません。例えば、キーボ

ードが日本語で[A]キーを押した場合、日本語入力がオンになってい

る場合の[あ]の文字は記録されません。 

 

5. 「Show」（表示）ダイアログを立ち上げていない場合は、マクロの記録を終了する際に「Done」

（完了）ボタンをクリックしてください。この時、「Macros」（マクロ）ダイアログに戻ると、リストに
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は先ほど入力されたシステムマクロキーが表示されます。 

 

 

6. 入力キーを変更したい場合は、対象となるマクロを選択し「Edit」（編集）ボタンをクリックして

ください。このボタンをクリックすると、「Show」（表示）ボタンを押したときと同様のダイアログ

が表示され、入力キーの種類や順番を変更できます。 

 

7. 他のマクロを作成する場合は、上記の手順で操作を行ってください。 

 

 作成されたシステムマクロは、ポート単位で使用できます。これらのマクロはポートの「Port 

Configuration」（ポート設定）→「Port Properties」（ポートプロパティー）画面(p.167「ポートレベル」

参照)で選択できます。 

 

注意： 1. 検索機能に関する情報は p.104 をご参照ください。 

2. ポートごとに選択できるシステムマクロは 1 つだけです。 

3. システムマクロは、製品本体内部に保存されるため、マクロ名は 64 バイト以内で、

ホットキーの組み合わせは 256 バイト以内でそれぞれ設定してください(1 バイトは

半角英数字 1 文字です。また、キー1 つの入力で通常 3～5 バイト使用します)。

なお、システムマクロに使えるのは ASCII 文字のみです。 
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バーチャルメディア 

バーチャルメディア機能を使うと、リモートユーザーが操作しているクライアントコンピュータ

ーのドライブ、フォルダー、イメージファイル、リムーバブルディスクやスマートカードリーダーなどを、

IP-KVM スイッチに接続されているサーバーでマウントし、仮想ドライブとして使用できます。 

 

バーチャルメディアのアイコンは、使用ドライブの状態に応じて変化します。各アイコンが示す機

能の詳細は下表のとおりです。 

 

アイコン 機能 

 

バーチャルメディア機能が無効または利用できない場合、このアイコンが表示さ

れます。 

 

バーチャルメディア機能が利用可能である場合、このアイコンが表示されます。こ

のアイコンをクリックするとバーチャルメディアのダイアログを表示します。 

 

バーチャルメディアデバイスがリモートサーバー側にマウントされていると、このア

イコンが表示されます。このアイコンをクリックすると、リダイレクトされているデバイ

スはすべてマウントが解除されます。 

 

バーチャルメディアのマウント 

 バーチャルメディアデバイスのマウントは、下記の手順に従って操作を行ってください。 

 

1. バーチャルメディアのアイコンをクリックして「Virtual Media Control」（バーチャルメディア操作）

ダイアログを起動してください。 
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注意： 右上の「T」ボタンをクリックすると、ダイアログボックスの透明度を調整するス

ライダーが表示されます。調整後は、ダイアログの任意の場所をクリックしてス

ライダーを閉じてください。 

 

2. 「Add」ボタンをクリックし、ソースメディアを選択してください。 

 

選択した項目に応じて、ドライブ、ISO ファイル、フォルダー、リムーバブルディスクのパスを選

択するダイアログが表示されます。対応する各メディアのタイプおよびマウント方法に関する詳

細は p.344「バーチャルメディア対応」をご参照ください。 

 

3. お使いのデバイスがフルスピード USB にしか対応していない場合は、「Disable High Speed 

USB Operation Mode」（高速 USB 操作モードを無効にする）の項目にチェックを入れてくださ

い。 

 

4. その他のソースメディアも追加する場合は、「Add」（追加）ボタンをクリックして、必要となるメデ

ィアを追加してください。バーチャルメディアは最大 3 つまでマウントできます。また、リストで上

から 3 つめまでの項目は、選択済みのデバイスです。バーチャルメディアとスマートカードリー

ダーは同時にマウントできます。選択した項目の順番を入れ替える場合は、移動させたいデ

バイスを選択し、上下の矢印ボタンをクリックして順序を決定してください。 

 

5. 「Read」（読み取り）は、リモートサーバーにデータを送信できるリダイレクトされたデバイスを、

また、「Write」（書き込み）は、リモートサーバーからのデータが書き込み可能な状態になって

いるリダイレクトされたデバイスをそれぞれ表しています。リダイレクトされたデバイスの読み取

りと書き込みを同時に許可したい場合は、「Enable Write」（書き込みを有効にする）の項目に

チェックを入れてください。 
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6. リストから項目を削除する場合は、対象となる項目を選択し、「Remove」（削除）ボタンをクリック

してください。 

 

7. ソースメディアの選択後に「Mount」（マウント）ボタンをクリックすると、ダイアログは終了します。

このとき、選択されたバーチャルメディアのデバイスがリモートシステムにリダイレクトされ、リモ

ートシステムのファイルシステムでドライブ、ファイル、フォルダーなどとして認識されます。 

 

 

デバイスをマウントすると、サーバーに実際に挿入したメディアと同様に扱えるため、ファイル

注意： リダイレクトされたデバイスに書き込みができない場合は、リスト中ではグレー

で表示されます。 
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のドラッグやドロップを行ったり、リモートシステムのファイルを開いて編集後にリダイレクトされ

たデバイスに保存したりできます。 

 

リダイレクトされたメディアに保存したファイルは、実際にローカル側のファイルシステムに保存

されています。また、リダイレクトされたメディアからドラッグしたファイルは、実際にローカルシ

ステム側から移動することになります。 

 

8. リダイレクトを終了する場合は、コントロールパネルを起動してバーチャルメディアのアイコンを

クリックしてください。マウントされたデバイスはすべて自動的にマウントが解除されます。 
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メッセージボード 

KN1108VA/KN1116VAはマルチユーザーログインに対応していますが、複数ユーザーによる同

時アクセスは、誤操作を招くおそれがあります。このため、この問題の回避策として、ログインユー

ザー間で意思疎通が図れるように、メッセージボード機能を提供しています。 
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ボタンバー 

 ボタンバーにあるボタンは各機能のオンとオフを交互に切り替えるトグルボタンです。各ボタンの

機能は下表のとおりです。 

 

ボタン アクション 

 

チャット機能を有効・無効にします。チャット機能が無効になると、メッセージボー

ドに送信されたメッセージは表示されなくなり、ボタンは網がけされた状態になり

ます。また、この機能を無効にしているユーザーは、ユーザーリストパネルでユー

ザーネームの隣にチャット無効のアイコンが表示されます。 

 

キーボード・ビデオ・マウスの占有や開放を行います。ポートを占有モードに設

定すると、このボタンを使ってキーボード・ビデオ・マウス操作を占有できます。あ

るユーザーがこれらを占有すると、他のユーザーは画面の参照やキーボード・マ

ウスの操作ができなくなり、ボタンは網がけされた状態になります。また、操作を

占有しているユーザーは、ユーザーリストパネルでユーザーネームの隣にアイコ

ンが表示されます。 

 

キーボード・マウスの占有・開放を行います。ポートを占有モードに設定すると、

このボタンを使ってキーボードとマウスの操作を占有できます。あるユーザーがこ

れらを占有すると、他のユーザーは画面の参照はできますが、キーボード・マウ

スを操作できなくなり、ボタンは網がけされた状態になります。また、操作を占有

しているユーザーは、ユーザーリストパネルでユーザーネームの隣にアイコンが

表示されます。 

 

ユーザーリストを表示・非表示にします。ユーザーリストを非表示にすると、ユー

ザーリストパネルを閉じます。また、ユーザーリストが開いている場合、このボタン

は網がけされた状態になります。 

 

メッセージボードのポップアップ設定を行います。このアイコンをクリックすると、メ

ッセージ受信設定でメッセージボードのポップアップ表示を有効にします。 

 

メッセージ表示パネル 

 ユーザーがメッセージボードに送信したメッセージやシステムメッセージはパネルに表示されます

が、チャット機能を無効にしている場合は、メッセージが送信されてもメッセージボード上には何も

表示されません。 

 

メッセージ編集パネル 

 メッセージボードに送信したいメッセージをこのパネルで編集してください。「Send」（送信）ボタン

をクリック、または[Enter]キーを押すとメッセージがメッセージボードに送信されます。 
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ユーザーリストパネル 

 現在ログイン中のユーザーのユーザーネームはこのパネルに表示されます。 

 

◆ 自身の名前は青色で、その他のユーザーの名前は黒色でそれぞれ表示されます。 

◆ デフォルトの設定では、メッセージはすべてのユーザー宛に送信されます。特定のユーザー

宛にメッセージを送信したい場合は、宛先となるユーザーを選択してからメッセージを送信し

てください。 

◆ 一旦、ユーザーの名前が選択された状態で再び全員宛にメッセージを送信したい場合は、

「All Users」（すべてのユーザー）を選択してからメッセージを送信してください。 

◆ ユーザーがチャット機能を無効にしている場合、機能を無効にしていることを示すアイコンが

そのユーザーの名前の前に表示されます。 

◆ ユーザーがキーボード/ビデオ/マウス、またはキーボード/マウスを占有している場合、デバイ

スを占有していることを示すアイコンがそのユーザーの名前の前に表示されます。 
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コントロールパネルのその他の機能 

 

 コントロールパネルには、この他に次の機能があります。詳しくは下表を参照してください。 

アイコン 機能 

コントロールパネルの 

カスタマイズ 

クリックすると、コントロールパネルの設定ダイアログボックスを起動しま

す。コントロールパネルの設定に関する詳細は、p.117「コントロールパ

ネルの設定のカスタマイズ」を参照してください。 

終了 クリックすると、WindowsClient を終了します。 
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マウスポインターの種類 

本製品は、リモート画面で使用するマウスカーソルのポインターを数種類提供しています。ポイ

ンターを変更する場合は、アイコンをクリックして、リストからポインターを選択してください。 

 

 

 

注意： 1. ポートがアクセスされていない場合は、「Dual」（デュアル）と「Crosshairs」（十

字）のみのポインターが Windows ビューアでご利用いただけます。ポートにア

クセスすると、上図の 3 種類のポインターがご利用いただけます。 

2. 「Single」（シングル）ポインターは、JavaClient ビューアや JavaClient ではご利

用になれません。 

3. 「Single」（シングル）ポインターを選択すると、マウスポインターは「Toggle 

mouse display」(マウス表示の切り替え)のホットキーを実行した時と同じ状態に

なります(p.98 参照)。 

4. コントロールパネルのアイコンは、現在使用しているポインターの種類に応じて

変わります。 
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Power on Network 

 「Power on Network」のアイコンを使うと、PoN 対応デバイスのポートに接続された電源の

オン・オフや再投入を、コントロールパネルから実行できます（詳細は p.170 「電源管理」参照）。こ

のアイコンをクリックすると下記のオプションが選択できます。 

 

 

 

 このアイコンをクリックすると、接続しているポートに関連する電源アウトレットのリストが下記のオプ

ションとともに表示されます。 

オプション 用途 

On⇒Off 選択したアウトレットに対して、電源をオフにする信号を送信します。 

On⇒Reboot 選択したアウトレットに対して、電源を再投入する信号を送信します。 

Off⇒On 選択したアウトレットに対して、電源をオンにする信号を送信します。 

All すべてのアウトレットに対して、選択した信号(On、Off、Reboot）を送信します。 

Pending アウトレットに送られた信号が現在実行中であることを表します。 
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コントロールパネルの設定のカスタマイズ 

 「コントロールパネルの設定のカスタマイズ」アイコンをクリックすると、コントロールパネルの表示ア

イテムとグラフィックを設定できるダイアログボックスを表示します。 
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Java コントロールパネル 

 JavaClient ビューアと JavaClient のコントロールパネルは基本的に WindowsClient のコントロール

パネルと同じです。 

 

 

 主な相違点は以下のとおりです。 

 

◆ 「Macros」（マクロ）ダイアログでは、「Toggle Mouse Display」（マウス表示の切り替え）の機能は

ご利用になれません。 

◆ 「Single」（シングル）のマウスポインターはご利用になれません。 

◆ メッセージボードでは、ユーザーリストを表示/非表示にする

「Show/Hide」（表示/非表示）ボタンはありませんが、ユーザーリス

トとメインパネルの間にあるバーの上部にある三角ボタンをクリッ

クすることで同じ機能が使用できます。 

◆ バーチャルメディア機能は ISO ファイルとフォルダーにのみ対応

しています。詳細については、p.344「JavaClient (ウェブブラウザー版、アプリケーション版共

通)」をご参照ください。 

◆ コントロールパネルの「Lock LED」（ロック LED）アイコンはお使いのキーボードに同期する訳

ではありませんので、最初に接続した際に表示が実際の状況と異なることがあるかもしれませ

ん。このような場合には LED アイコンをクリックして正しく表示するようにしてください。 

◆ スナップショットのフォーマットは BMP の代わりに PNG がご利用いただけます。 

◆ 「コントロールパネルのカスタマイズ」にアクセスするには、テキスト行エリアを右クリックして、ツ

ールバーのメニュースタイルのバージョンを呼び出します。そうすると、スクリーンモード、ズー

ム、マウスポインター、マクロリストの各オプションを選択できます。これらの機能については、

後続のセクションで説明します。 

 

アイコン 機能 

 

コントロールパネルを常に前面に表示します。もう一度このアイコンをクリックする

と、通常の状態に戻します。 

 

アクセスしているポートで GUI を呼び出します。 
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アイコン 機能 

 

ビデオオプションダイアログを起動します。また、右クリックでクイックオートシンク

（p.87「ビデオ設定」参照）を実行します。 

 

表示をフルスクリーンモードまたはウィンドウモードに切り替えます。 

 

リモートディスプレイのウィンドウをズーム表示します。 

注意：この機能は、ウィンドウモード（フルスクリーンモードがオフ）でのみ利用可

能です。詳細は、p.90「ズーム」を参照してください。 

 

リモートディスプレイの表示をカラーまたはグレースケールに切り替えます。 

 

ビデオとマウスの自動同期操作を実行します。これは、「ビデオオプション」ダイ

アログボックスにおける「自動同期」ボタンをクリックした時と同じ操作です（p.87

「ビデオ設定」参照）。 

 

ポートへのアクセス中にクリックすると、パネルアレイモードを起動します（p.279

「パネルアレイモード」参照）。 

 

ポートへのアクセス中にクリックすると、オートスキャンモードを開始します。IP-

KVM スイッチは、フィルター機能（p.130 参照）でオートスキャンの対象として選

択したポートを自動的に切り替えます。この機能を使用すると、ポートを切り替え

なくても、コンピューターを自動的に切り替えて動作を監視できます。 

 

マウス同期を自動または手動で行います。 

◆ 「Automatic」(自動)を選択すると、アイコンに緑色のチェックマークが表示さ

れます。 

◆ 「Manual」(手動)を選択すると、アイコンに赤色の×マークが表示されます。 

 

この機能に関する詳細については、p.91「マウスダイナシンクモード」をご参照く

ださい。 

 

マウスポインターの種類を選択します。 

注意：このアイコンは選択されたマウスポインターの種類に応じて変わります

（p.115「マウスポインターの種類」参照）。 

 

オンスクリーンキーボード（p.94 参照）を起動します。 

 

接続したいポートを選択します。 
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アイコン 機能 

 

リモート画面のスナップショット(画面キャプチャー)を取得します。 

 

 [Ctrl] + [Alt] + [Delete]の信号をリモートコンピューターに送信します。 

 

「Macro」（マクロ）ダイアログダイアログボックスを起動します（詳細は p.120 参

照）。 

 

ユーザーマクロのドロップダウンリストを表示します。マクロへのアクセスやマクロ

の実行は、「Macro」（マクロ）ダイアログを使うよりもこの機能を使った方が簡単で

す。「Macro」（マクロ）ダイアログについては表の上部にあるマクロの項目、または

p.97 のマクロに関する記載をご参照ください。 

 

「Virtual Media」（バーチャルメディア）ダイアログを起動します。バーチャルメディ

アデバイスがポートで利用可能になると別のアイコンに変わります。詳細につい

ては p.107「バーチャルメディア」をご参照ください。 

注意：バーチャルメディア機能が無効、または利用不可の状態になると、このア

イコンはグレーアウトで表示されます。 

 

リモートサーバーからの音声を、ローカルコンピューター側のスピーカーで出力

するか（オン）、出力しないか（オフ）を切り替えます。スピーカーがオフになるとア

イコンに禁止マーク(赤い円に斜線が入ったもの)が表示されます。 

 

メッセージボード（p.111 参照）を起動します。 
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アイコン 機能 

 

このアイコンは、リモートコンピューターの[Num Lock]、[Caps Lock]、[Scroll Lock]

各キーの状態を表します。 

 

 ロックの状態がオンになっていると、そのキーの LEDがオレンジ色に点灯し、

錠前が閉じたアイコンが表示されます。 

 ロックの状態がオフになっていると、そのキーの LED がブルーに点灯し、錠

前が開いたアイコンが表示されます。 

 

アイコンをクリックすると、状態を切り替えます。 

 

注意：これらのアイコンはローカルキーボードのアイコンと同期します。アイコンを

クリックすると、お使いのキーボード上にある LEDもこのアイコンに合わせてオンま

たはオフに切り替わります。キーボードのキーを押した時も同様に、このアイコン

の表示が切り替わります。 

 

 

 

このアイコンは、機器が電源管理デバイスに接続されている場合に、その機器の

電源のオン・オフ切り替えや再起動を行う際に使用します（詳細は p.238 「PoN デ

バイス」）。 

また、この機能に関する詳細は p.116 「電源管理デバイス」を参照してください。 

 

コントロールパネルのさらなる機能を呼び出します。p.114「コントロールパネルの

その他の機能」を参照してください。 
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WebClient コントロールパネル 

 WebClient ビューアは WindowsClient と似ていますが、提供される機能が少ないです。 

 

 

 バージョンが v1.3.125 以降のファームウェアを使用する KN1108VA/KN1116VA では、デバイス

名、ポート ID、ポートネームが、下図のように WebClient ウィンドウのタブに表示されます。 

 

 

 これらの機能については、後続のセクションで説明します。 

 

アイコン 機能 

 

コントロールパネルを常に前面に表示します。もう一度このアイコンをクリックする

と、通常の状態に戻します。 

 

ビデオオプションダイアログを起動します。また、右クリックでクイックオートシンク

（p.87「ビデオ設定」参照）を実行します。 

 

表示をフルスクリーンモードまたはウィンドウモードに切り替えます。 

 

リモートディスプレイの表示をカラーまたはグレースケールに切り替えます。 

 

ビデオとマウスの自動同期操作を実行します。これは、「ビデオオプション」ダイ

アログボックスにおける「自動同期」ボタンをクリックした時と同じ操作です（p.87

「ビデオ設定」参照）。 

 

ポートへのアクセス中にクリックすると、パネルアレイモードを起動します（p.279

「パネルアレイモード」参照）。 
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アイコン 機能 

 

マウス同期を自動または手動で行います。 

◆ 「Automatic」(自動)を選択すると、アイコンに緑色のチェックマークが表示さ

れます。 

◆ 「Manual」(手動)を選択すると、アイコンに赤色の×マークが表示されます。 

 

この機能に関する詳細については、p.91「マウスダイナシンクモード」をご参照く

ださい。 

 

マウスポインターの種類を選択します。 

注意：このアイコンは選択されたマウスポインターの種類に応じて変わります

（p.115「マウスポインターの種類」参照）。 

 

オンスクリーンキーボード（p.94 参照）を起動します。 

 

接続したいポートを選択します。 

 

 [Ctrl] + [Alt] + [Delete]の信号をリモートコンピューターに送信します。 

 

「Virtual Media」（バーチャルメディア）ダイアログを起動します。バーチャルメデ

ィアデバイスがポートで利用可能になると別のアイコンに変わります。詳細につ

いては p.107「バーチャルメディア」をご参照ください。 

注意：バーチャルメディア機能が無効、または利用不可の状態になると、このア

イコンはモノクロで表示されます。 

 

リモートサーバーからの音声を、ローカルコンピューター側のスピーカーで出力

するか（オン）、出力しないか（オフ）を切り替えます。スピーカーがオフになると

アイコンに禁止マーク(赤い円に斜線が入ったもの)が表示されます。 

 

 WindowsClient で出来て、WebClient では出来ない主な相違点は次のとおりです。 

◆ GUI の呼び出し機能（ ）は利用できません。 

◆ ズーム機能（ ）は利用できません。 

◆ オートスキャンモード（ ）は利用できません。 

◆ ドットのマウスポインタータイプは利用できません。 
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◆ スナップショット機能（ ）は利用できません。 

◆ マクロダイアログボックス機能（ ）は利用できません。 

◆ ユーザーマクロ機能（ ）は利用できません。 

◆ バーチャルメディア機能では、ISO とフォルダーだけをサポートします。詳細は、p.344

「WebClient ビューア」を参照してください。 

◆ メッセージボード機能（ ）は利用できません。 

◆ Num Lock（ ）、Caps Lock（ ）、Scroll Lock（ ）の各機能は、利用できません。 

◆ PoN 機能（ ）は利用できません。 

◆ コントロールパネルの詳細機能（ ）は利用できません。 
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第 6 章 

ポートアクセス 
概要 

 

 KN1108VA/KN1116VAにログインすると、「Port Access」(ポートアクセス)タブの「Connections」

（接続）メニューの画面が初期表示されます。 

 

ブラウザーGUI 
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アプリケーション GUI 
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 ページは各パートに分かれます。ユーザーがアクセス許可されたデバイス、ポート、アウトレットが

すべて左側のサイドバーに一覧表示されます。一覧には KN シリーズの IP-KVM スイッチの他に、

このデバイスに接続されている電源管理デバイス（PoN デバイス）が KVM スイッチの下に一覧表示

されます。また、ブレードサーバーをポートに割り当てている場合には、更にこの電源デバイスの下

に一覧表示されます。 

 

 KVM デバイスやポートの設定・操作方法については、p.136 で、電源管理デバイス（PoN デバイ

ス）やアウトレットの設定・操作方法については p.140 で、そして、ブレードサーバーの設定・操作方

法については p.146 でそれぞれ説明します。 

 

注意： 電源管理デバイス（PoN デバイス）は、「PDU」という言葉でも表現されます。 

 

左のサイドバーでデバイスやポート、アウトレットを選択してから、右側のメニュー (ブラウザー

GUI の場合)またはタブバー(アプリケーション GUI の場合)で項目をクリックすると、そのアイテムに

関連した情報や設定内容が画面に表示されます。 
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ポート選択バー 

 

 すべての KVM スイッチ、PoN デバイスおよびブレードサーバー（ポートとアウトレットを含む）は、

画面左側のサイドバーにツリー形式で一覧表示されます。 

 

 

ポート選択ツリー 

 サイドバーのポート選択ツリーには下記の特長があります。 

 

◆ 一般ユーザーアカウントではアクセス権限を許可された KVM スイッチやポート/アウトレットだ

けを参照できます。アカウントを作成しただけではどのポートへのアクセスは許可されていませ

ん。予めアドミニストレーターアカウントからアクセス権限の付与を行ってください。 

◆ ポートやアウトレットおよびカスケード接続した KVM スイッチは 1 台目の KVM スイッチの下に

表示されます。ツリーを展開し、配下のポートやアウトレットにアクセスする場合は KVM スイッ
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チの前に表示されている「+」をクリックしてください。また、ツリーを折りたたんで配下のポート

やアウトレットを非表示にする場合は「-」をクリックしてください。 

◆ 各ポートやアウトレットの ID はポートアイコンの隣にあるカッコの中に表示されます。ポートや

アウトレットにそれぞれ固有の名前をつけると識別に便利です(p.132「ポート/アウトレットへの

名前設定」参照)。 

◆ オンラインの KVM スイッチやポートには、モニターが薄緑色になったアイコンが表示されます。

モニターが灰色のアイコンはそのデバイスがオフラインであることを表しています。 

◆ 電源がオンのアウトレットにはオレンジのアイコンが、また、オフのアウトレットにはグレーのアイ

コンが、それぞれ表示されます。 

◆ ポートにアクセスする場合は、対象となるポートのアイコンをダブルクリックしてください。ポート

の操作方法に関する詳細は第 12 章で説明します。 

 

注意： 1. ウェブブラウザーを使ってアクセスした場合、ポートごとにビューアを起動でき

ますが、参照できるポートの数は、現在使用している KVM スイッチが対応して

いるバス数に応じて変わります。例えば、使用している KVM スイッチが最大 4

バスに対応している場合、5 番目のビューアには最初のビューアがアクセスし

ているポートが、6 番目のビューアには 2 番目のビューアがアクセスしているポ

ートがそれぞれ表示されます。 

これに対し、GUI アプリケーションツールを使用した場合、一度にアクセスでき

るのは 1 ポートだけです。2 つのポートに同時にアクセスする場合は、ツールを

別々に起動する必要があります。 

2. 「CC Management」（CC 管理）機能が有効になっている場合(p.215 参照)、電

源管理デバイスやブレードサーバーが IP-KVM スイッチ上で設定されていたと

しても、これらのデバイスはサイドバーには表示されません。というのは、これら

のデバイスが CC サーバーによって管理されているためです。 

 

スキャン 

 アプリケーション版 GUI サイドバーの下部にある「Scan」（スキャン）メニューは、サイドバ

ー（p.130 参照）に表示されている全ポートを一定の時間間隔で切り替えて表示する機能(オートス

キャン)を提供します。この機能により、ユーザーはポートを切り替えなくてもコンピューターの状態

を自動的に監視できます(p.276「オートスキャン」参照)。 

 

注意： ウェブブラウザーで IP-KVM スイッチにアクセスした場合、このアイコンは表示され

ません。ウェブブラウザーのインターフェースでオートスキャン機能を利用する場合

は、リモート画面を表示した後で、ツールバーを起動してください。詳細に関しては
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p.273 をご参照ください。 

 

アレイモード 

「Array」（アレイモード）は、アプリケーション版 GUI サイドバーの下部にあるメニューで、画面を

分割し、複数のコンピューターの画面を同時に出力します(パネルアレイモード機能)。出力対象と

なるのは、サイドバーのツリーに表示されているオンラインのポートです。それ以外のポートはブラ

ンクで表示されます（下記「フィルター」参照）。詳細に関しては p.279 をご参照ください。 

 

注意： ウェブブラウザーで KN1108VA/KN1116VA にアクセスした場合、このアイコンは表

示されません。ウェブブラウザーのインターフェースでパネルアレイモード機能を利

用する場合は、リモート画面を表示してからツールバーを起動してください。詳細に

関しては p.273 をご参照ください。 

 

フィルター 

 このセクションでは、サイドバーに表示されるポートの数や種類、また、オートスキャンやパネルア

レイモードが起動した場合にスキャンの対象とするポートをコントロールできます（上記の「スキャン」

および「アレイモード」参照）。「フィルター」アイコンをクリックすると、サイドバーの下部は下図のよう

に展開します。 

 

 各項目の詳細は下表のとおりです。 

項目 説明 

All 

（すべて） 

デフォルトの表示形式です。フィルターオプションが未選択の場合

は、そのユーザーがアクセスできるすべてのポートをサイドバーのツリ

ーに表示します。 

お気に入りが設定されている場合(p.153 参照)、リストボックスを展開し

てお気に入りだけを選択することもできます。お気に入りを選択する

と、選択したアイテムだけがツリーに表示されます。 

Powered On 

（電源オン） 

この項目を有効にする(チェックをつける)と、コンピューターに電源が

入っているポートだけをツリーに表示します。 

(表は次のページに続きます)  
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項目 説明 

Search 

（検索） 

検索したい文字列を入力して「Search」（検索）ボタンをクリックすると、

ポートネームがその文字列に一致するポートだけがツリーに表示され

ます。ワイルドカード(1 文字の場合は?、複数の文字の場合は*)や、

「or」キーワードを使うと、複数のポートを表示できます。以下、検索例

です。 

1. 「Web*」という文字列を入力して検索した場合、「Web Server 1」と

いうコンピューターと「Web Server 2」というコンピューターがリスト

に表示されます。 

2. 「W*1 or M*2」という文字列を入力して検索した場合、「Web 

Server 1」というコンピューターと「Mail Server 2」というコンピュータ

ーがリストに表示されます。 

Exit 

（終了） 

このアイコンをクリックするとフィルターダイアログを終了します。 
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サイドバーユーティリティー 

アプリケーション版の「Port Access」(ポートアクセス)の「Connections」（接続）タブには、サイドバ

ーツリーを操作する便利な方法があります。サイドバーでアイテムを右クリックすると、サブメニュー

リストがポップアップ表示されます。 

 

注意： 上図のスクリーンショットは、あくまでも表示の一例です。ポップアップに表示される

アイテムは、ログインしている場所(リモートまたはローカルコンソール)や、ログインユ

ーザーのタイプや、選択されているデバイスの種類(KVM スイッチまたはポート)によ

って変わります。 
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 設定項目の詳細は下表のとおりです。 

アイテム ユーザータイプ 説明 

Expand（展開）/ 

Collapse（閉じる） 

Administrator 

User 

◆ デバイスのポートがネストしている(表示されてい

ない)場合、メニューリストには「Expand」（展開）が

表示されます。ツリーを開いてポートを表示する

場合は「Expand」（展開）をクリックしてください。 

◆ デバイスのポートが表示されている場合、メニュー

リストには「Collapse」（閉じる）が表示されます。ポ

ートを非表示にする場合は「Collapse」（閉じる）を

クリックしてください。 

注意： 

1. この項目は KVM スイッチ、またはその先にカスケ

ード接続している KVM スイッチのポートの場合に

のみ表示されます。 

2. これはツリービューのアイコンの隣にある「+」また

は「-」を操作した場合と同じ機能を提供します。 

コピー Administrator 

User 

この項目はポートを選択している時にのみ表示されま

す。この項目を選択すると、コピーしたポートを「お気に

入り」タブに貼り付けることができます。詳細について

は p.153「お気に入りへの追加」をご参照ください。 
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ポートやアウトレットの名前設定 

デバイスの識別を容易にするために、アドミニストレーターおよびポート設定権限を持つユーザ

ーはポートやアウトレットにそれぞれ名前を設定できます。この機能は、特に大規模なサーバーシ

ステムを管理する際に便利です。ポートやアウトレットの名前を新規作成・編集・削除する場合は下

記の手順に従って操作してください。 

 

1. 名前を編集したいアイテムを一度クリックし、しばらくしてからもう一度そのポートをクリックしてく

ださい。 

 

1～2 秒経過すると、ポートネームが入力できるテキストボックスが表示されます。 

 

 

注意： 1. この操作はいわゆるダブルクリックとは異なり、シングルクリックを 2 回に

分けて行います。ポートをダブルクリックすると、そのポートに表示を切り

替えます。 

2. アプリケーション版の WindowsClient や JavaClient では、名前を編集し

たいポートを右クリックし、ポップアップメニューから「Rename」（リネーム）

を選択するか、ポートを選択して[F2]キーを押してください。 
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2. アイテムの名前を入力するか、または既存の名前を変更または削除してください。 

 英語(US)キーボードで提供されている文字であれば、どのような組み合わせの文字列で

も設定可能です。この場合、最大で 20 バイトまで入力できます。 

 また、英語以外の文字でも設定できます。2バイトエンコーディングを使用している言語で

あれば、最大で 9 文字まで入力できます。ただし、ローカルコンソールなどではフォントデ

ータの制限により正しく表示できないことがございます。 

 

3. 名前の編集が終わったら、[Enter]キーを押すか、テキストボックスの外側の任意の場所をクリ

ックして操作を終了してください。 
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KVM デバイス・ポート - 接続画面 

 

 「Port Access」（ポートアクセス）タブの「Connections」（接続）メニューを操作している際に、左側

のツリーで KVM スイッチなどのデバイスが選択されている場合には中央に「Connections」（接続）メ

ニューの内容が、また、ポートが選択されている場合はポート接続の設定オプションがそれぞれ表

示されます。 

 

デバイスレベル 

 KVM スイッチがサイドバーで選択されていると、ユーザーがアクセス権限や参照権限を持ってい

るデバイスのポート一覧が「Connections」（接続）メニューのページに表示されます。 

 

 

 各デバイスの以下の属性が一覧に表示されます。 

 

◆ ポート番号 – KVM スイッチ上のポートナンバーです。 

◆ ポート名 – ポートに名前が設定されている場合は、この欄に表示されます。 

◆ デバイス名 - デバイスに名前が設定されている場合は、この欄に表示されます。 

◆ ステータス – KVM スイッチの現在のステータス(オンラインまたはオフライン)です。 
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注意： ウェブブラウザーのメニューでは、表のタイトルの各項目をクリックすると、その項目

で昇順または降順に並べ替えます。 

 

 メインパネルからポートにアクセスする場合は、対象となるポートの行をダブルクリックするか、そ

の行を選択してから画面下部にある「Connect」（接続）ボタンをクリックしてください。 

 

ポートレベル 

 サイドバーのツリーでポートが選択されると、「Connections」（接続）メニューはポートの接続と設定

オプションを表示する画面に切り替わります。 

 
 

 画面は、主に下記の 3 つの部分から構成されています。 

 

ステータス 

ポートのオンライン状況、マウント状況など、ポートの現在のステータスに関する情報が表示され

ます。 

 

IP-KVM スイッチに組み込まれている Windows ビューア(Windows Internet Explorer を使用の場

合)、または Java ビューア(その他のウェブブラウザーを使用の場合)を使って、ポートに接続されて

いるコンピューターの画面を参照したい場合は、「Connect」（接続）ボタンをクリックしてください。 
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関連リンク 

現在選択中のポートに関連付けられたポートを表示します。関連付けは、「Port Access」（ポート

アクセス）タブ→「Port Configuration」（ポート設定）メニュー→「Associated Links」（関連付けリンク）

タブで設定できます(詳細は p.169 参照)。  
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電源管理 

KN1108VA/KN1116VA に PN0108 を接続し、この PN0108 のアウトレットに機器を接続している

場合、ユーザーは PN0108 のインターフェースを呼び出さなくても、この画面からアウトレットを直接

選択し、電源管理(オン、オフ、再起動)を行うことができます。 

 

 アウトレットのポートへの関連付けは、「Port Access」（ポートアクセス）タブ→「Port Configuration」

（ポート設定）メニュー→「Power Management」（電源管理）タブで設定できます(詳細は p.170 参照)。 

 

◆ ポートに関連付けるアウトレットが複数ある場合は、その行をクリックして管理対象となるものを

選択した後で、必要に応じて「ON」、「OFF」、「Reboot」のいずれかのアイコンを選択してくだ

さい。 

注意： 再起動のオプションを選択する場合は、アウトレットの操作モードを「System 

After AC Back」か「Modem Ring Resume」に設定してください。 

 

◆ ポートに関連付けるアウトレットが複数あり、これらの一部の電源管理を同時に行いたい場合

は、対象となるポートを[Shift]キーを押しながらクリック(連続したアイテムを複数選択する場合)

するか、[Ctrl]キーを押しながらクリック(任意のアイテムを複数選択する場合)し、グループを選

択してください。 

 

◆ ポートに関連付けるアウトレットが複数あり、これらすべての電源管理を同時に行いたい場合

は、「Select All」（すべて選択）の項目にチェックを入れてください。 

注意： 1. アウトレットはすべて同時にオン・オフ・再起動ができますが、各アウトレ

ットはそれぞれに設定されたパラメーター(遅延時間、操作モードなど。

p.165 参照)に基づいて動作します。 

2. 再起動のオプションを選択する場合は、アウトレットの操作モードを

「System After AC Back」か「Modem Ring Resume」に設定してください。 

 

◆ 「Synchronization」（同期）のチェックボックスは読み取り専用です。この項目は、「Port 

Configuration」（ポート設定）メニュー→「Power Management」（電源管理）タブで設定されます

(詳細は p.175 参照)。この項目が有効になっていると、複数の電源ソケットから電源が供給さ

れている場合、これらのアウトレットは同時に動作します。 

注意： 再起動のオプションを選択する場合は、アウトレットの操作モードを「System 

After AC Back」か「Modem Ring Resume」に設定してください。 
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PoN デバイス – デバイスモニター画面 

 

 KVM スイッチに接続している電源管理デバイス(Power on Network（PoN）デバイス)は、サイドバ

ーの KVM スイッチの下に表示されます。PoN デバイスをサイドバーで選択すると、下図のような画

面が表示されます。ここで使用するスクリーンショットは、あくまで参照用です。また、

KN1108VA/KN1116VA のウェブ GUI アイコンは、新しいファームウェアバージョンで変更になる可

能性があります。 
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メインパネル – PoN 表示 

 

 

 PoN 表示はデフォルトの画面です。現在アクセス中の KVM スイッチに接続している PoN デバイ

スとそのアウトレットは、すべて「Name」（名前）列に表示されます。 

 

 同期しているアウトレットや、グループに属しているアウトレットは、グリーンの電源アウトレットのア

イコンが名前の前に表示されます。このアイコンと同期、またはグルーピングする他のアウトレットを

表示する場合は、アウトレットのグリーンアイコンをクリックしてください。このグリーンのアウトレットを

再度クリックすると、表示されている情報を閉じます。 

 

 「Description」（説明）列には、そのアウトレットが関連付けされている KVM ポートに関する情報が

表示されます。 
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アクションボタン 

画面下部にあるボタンで実行できるアクションは下表のとおりです。 

 

項目 説明 

Group View 

（グループビュー） 

このボタンをクリックすると、「Group View」（グループビュー）画面に切

り替えます。詳細については p.144「メインパネル - グループ表示」を

ご参照ください。 

Group 

（グループ） 

グルーピングの対象になるアウトレットを選択した後でこのボタンをクリ

ックすると、選択されたアウトレットでグループを作成します（詳細につ

いては p.143「アウトレットグループ」参照）。 

Ungroup 

（グループ解除） 

グループから除外するアウトレットを選択した後でこのボタンをクリック

すると、選択されたアウトレットをグループから除外します。 

On 選択されたアウトレットに対して電源オンの信号を送出します。 

Off 選択されたアウトレットに対して電源オフの信号を送出します。 

Reboot 

（再起動） 

選択されたアウトレットに対してリブート信号を送出します。 
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アウトレットグループ 

 アウトレットグループを作成する場合は、下記の手順に従って操作を行ってください。 

 

1. グルーピングの対象となるアウトレットを選択してください。 

 

2. 「Group」（グループ）ボタンをクリックしてください。 

下図のようなダイアログが表示されます。 

 

 

3. アウトレットを新規グループに追加するか、既存グループに追加するかを選択してください。 

a) 新規グループに追加する場合は、テキストボックスにグループの名前を入力してください。 

b) 既存グループに追加する場合は、中央のパネルからグループを選択してください。 

 

4. 「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

 

 グループからアウトレットを除外する場合は、対象となるアウトレットをメインパネルで選択し、

「Ungroup」（グループ解除）ボタンをクリックしてください。 
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メインパネル - グループ表示 

 

 

◆ 「PoN View」（PoN ビュー）ボタンをクリックすると、「PoN View」（PoN ビュー）画面に戻ります。 

◆ グループを削除する場合は、対象となるグループをメインパネルから選択して「Delete」（削除）

ボタンをクリックしてください。 

◆ メインパネルでグループを選択し、「Ungroup」（グループ解除）ボタンをクリックすると、そのグ

ループからすべてのアウトレットを除外します。これは、「PoN View」（PoN ビュー）画面でアイテ

ムを一つ一つ削除するよりも、すべてのアウトレットを簡単に除外できます。 

◆ アウトレットをグループ単位で電源管理する場合は、対象となるグループをメインパネルで選

択し、電源操作の各ボタンをクリックしてください。 
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アウトレット設定 

 アウトレットが「Port Access」（ポートアクセス）タブのサイドバーで選択されると、「Outlet Settings」

（アウトレット設定）画面が表示されます。 

 

 

 

◆ 「Outlet Properties」（アウトレットプロパティー）パネルには、アウトレットが属する PoN デバイス

やアウトレットの名前、また、アウトレットの電源が手動で操作できる「ON」、「OFF」、「Reboot」

の各ボタンが表示されます。 

◆ 「Schedule」（スケジュール）パネルでは、アウトレットに対する自動電源管理を設定できます。

この操作方法は「Power Management」（電源管理）セクションで説明している内容と同じです。

詳細については p.174「スケジュール」をご参照ください。 
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ブレードサーバー - 接続画面 

 

 KVMスイッチに接続されているブレードサーバーは、サイドバーではKVMスイッチと電源管理デ

バイス(PoN デバイス)の下に表示されます。 

 

 本セクションでは、ブレードサーバーへのアクセス・設定、そして、KVM スイッチのポートとブレー

ドの関連付けの各方法について説明します。ブレードサーバーやブレードをポートに関連付けして

おくと、サーバーやブレードはそのポートに接続されているデバイスとしてひとまとまりで表示されま

す。 
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ブレード設定画面 

 「Blade Configuration」（ブレード設定）画面では、ブレードサーバーと KVM スイッチのポートの関

連付けを行います。この画面にアクセスする場合は、対象となるブレードサーバーまたはブレード

を選択して、「Blade Configuration」(ブレード設定、メニューバーの右端にあるメニュー)をクリックし

てください。 

 

 IBM と Dell のブレードサーバーは、シャーシ全体がポートに関連付けられ、シャーシの各ブレー

ドはツリー内でその関連ポートの子ポートとして表示されます(右スクリーンショットのポート 08 を参

照)。 

 

 HP のブレードサーバーは、ブレードベースで関連付けを行い、1 ブレードを 1 ポートに関連付け

ます。 

 

 ブレードにアクセスする場合は、ツリーから対象となるポートエントリーをクリックしてください。 

 

 

 

  



148 

ポートの関連付け 

メインパネルでのデバイス表示 

 ポートの関連付けを始めるには、メニューバー右端の「Blade Configuration」（ブレード設定）メニュ

ーのアイテムをクリックします。このアイテムをクリックすると、「Device View」（デバイス参照）画面が

表示され、KVM スイッチのポートと、これらのポートに既に関連付けられているブレードサーバー

(IBM、Dell サーバーの場合)や個々のブレード(HP サーバー)がすべて一覧表示されます。 

 

 

 ここから関連付けを行う場合は、KVM ポートを選択し、ブレードサーバーやブレードを選択した後

で下記の手順に従って操作を行ってください。 

 

1. メインパネルでポートを選択してください。 

2. 「Associate」（統合）ボタンをクリックしてください。 

3. 画面が表示されたら、このポートに関連付けたいブレードサーバーやブレードを選択してくだ

さい。 
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4. 「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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 関連付けに成功すると、ブレードアイコンがサイドバーツリーのポートマークとして表示されます。

ブレードで稼働しているデバイスにアクセスする場合は、対象となるエントリーをサイドバーでクリッ

クしてください。 

 

メインパネルでのブレード表示 

 「Device View」（デバイス参照）メインパネルの下には、「Blade View」（デバイス参照）という名前の

ボタンがあります。これは、メインパネルを 2 つの画面に切り替えるものです。「Blade View」（デバイ

ス参照）でメインパネルを起動する場合は、これをクリックしてください。 

 

 

 

 「Blade View」（デバイス参照）画面では、システムに組み込まれているすべてのブレードサーバー

(IBM、Dell サーバーの場合)やブレード(HP サーバー)、そして、これらに関連付けるポートがある場

合はこれらのポートが一覧表示されます。 

 

 ここから関連付けを行う場合は、ブレードサーバーまたはブレードを選択し、KVM ポートを選択し

た後で下記の手順に従って操作を行ってください。 

 

1. メインパネルでブレードサーバーまたはブレードを選択してください。 

2. メインパネル下部にある「Associate」（統合）ボタンをクリックしてください。 
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3. 画面が表示されたら、これに関連付けたいポートを選択してください。 

 

4. 「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

 

 関連付けに成功すると、ブレードアイコンがサイドバーツリーのポートマークとして表示されます。

ブレードで動作するデバイスにアクセスする場合は、サイドバーでこのエントリーをクリックしてくださ

い。 

 

ポートの関連付け解除 

 ポートとブレードサーバーまたはブレードとの関連付けを解除する場合は、対象のアイテムを 

メインパネルから選択し、「Unassociate」（解除）ボタンをクリックしてください。 
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履歴 

 

 「History」（履歴）メニューには、ポートへのアクセス時間の履歴が表示されます。このメニューを

使うことで、直前に操作されたポートに簡単にアクセスできます。対象となるポートをメインパネルで

ダブルクリックすると、そのポートにアクセスできます。 

 

 

 

◆ 画面に表示されるアイテムが 1 画面を超える場合は、スクロールバーが表示されます。下に表

示されるアイテムはスクロールして表示してください。 

◆ 履歴を消去する場合は、画面右下にある「Clear History」（履歴のクリア）ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

注意： ウェブブラウザーのメニューでは、表のタイトルの各項目をクリックすると、その項目

で昇順または降順に並べ替えます。 
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お気に入り 

 

 「Favorites」（お気に入り）メニューは、ウェブブラウザーのブックマークのように、頻繁にアクセス

するポートを一覧に登録します。この機能を利用することで、ポートをツリーから探すことなく、簡単

にポートを選択できます。この機能は特に、大規模なシステムで便利にお使いいただけます。 

 

 

 

お気に入りへの追加 

 ポートをお気に入りに追加する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. メインパネルで右クリックし、「Add Favorite」（お気に入りの追加）をクリックしてください。 

- または – 

メインパネル下部にある「Add」（追加）ボタンをクリックしてください。 

「Untitled Favorite」という名前で新規作成されます。 
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2. これは複数のポートをまとめて管理するコンテナのような役割を果たします。ボックスのテキスト

部分をクリックし、「Untitled Favorite」という文字を削除してから、名前を入力してください。編

集が終わったら、メインパネルの任意の場所をクリックしてください。 

 

3. ポートを登録する場合は、 

サイドバーからお気に入りに登録したいポートをドラッグし、先ほど作成したコンテナの上でド

ロップしてください。 

- または – 

サイドバーにある登録したいポートを右クリック後、メニューから「Copy」（コピー）を選択し、登

録先のコンテナの上で再び右クリックして、メニューから「Paste」（貼り付け）を選択してください。 

- または – 

メインパネルでコンテナを、また、サイドバーからポートをそれぞれ選択したら、メインパネル下

部にある「Add」（追加）ボタンをクリックしてください。 

 

そのポートが属している KVM スイッチがコンテナに登録され、選択されたポートがスイッチの

下に追加されます。 

 

注意： 複数のポートを追加する場合は、[Shift]キーまたは[Ctrl]キーを使って複数

のポートを選択し、それらのポートをお気に入り画面へドラッグするか、コピー

&ペーストしてください。 

 

4. 他にもお気に入りに登録したいポートがある場合は、手順 3 の操作を繰り返してください。 
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注意： お気に入りの項目はサイドバーツリーの検索の条件としても使用できます。

詳細に関しては p.130「フィルター」をご参照ください。 

 

お気に入りの編集 

◆ お気に入りを編集する場合は、右クリックで表示されるリストから該当の操作メニューを選択し

てください。 

◆ お気に入りの名前を編集する場合は、次のいずれかの方法で操作してください。 

名前を一度クリックし、少し間を開けてから再度クリックしてください。お気に入りの名前の表示

欄がテキストボックスに変わると、名前を編集できるようになります。方法はポートネームの編集

と同様です(p.132 参照)。 

- または – 

対象となるお気に入りをメインパネルから選択し、画面下部にある「Modify」（変更）ボタンをクリ

ックしてください。 
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セッション 

 

 「Session」（セッション）メニューでは、アドミニストレーター、またはユーザー管理権限のあるユー

ザーが、KVM スイッチにログイン中のユーザーや、これらのユーザーのセッション情報を確認でき

ます。 

 
 

注意： 1. 一般ユーザーは、このメニューを利用できません。 

2. 一般ユーザーのセッション情報を確認できるのは、ユーザー管理権限のある

ユーザーだけです。 

3. 「Category」（カテゴリー）列には、現在ログインしているユーザーのユーザータ

イプが表示されます。「SA」はスーパーアドミニストレーターを、「Admin」はアドミ

ニストレーターを、そして「Normal User」はユーザーをそれぞれ表しています。 

 

 「IP」列にはログインユーザーの IP アドレスを、「Device」（デバイス）列にはユーザーがアクセスし

ているデバイスを、そして、「Port」（ポート）列にはユーザーがアクセスしているポートを、それぞれ

表示します。また、「Bus ID」（バス ID）にはユーザーが現在使用しているバス(バス 0 はローカルコ

ンソール)を表示します。 

 

注意： 1. 表のタイトルの各項目をクリックすると、その項目で昇順または降順に並べ替え

ます。 

2. バス ID はコントロールパネルでも表示されます(p.82 参照)。 
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 アドミニストレーターは、この画面で選択したユーザーを強制的にログアウトさせることもできます。

対象となるユーザーを選択し、メインパネル下部にある「End Session」（セッションの強制終了）ボタ

ンをクリックしてください。 

 

アクセス 

 

 アドミニストレーターはこのメニューでユーザーやグループのアクセス権限、またKVM スイッチ・ポ

ートへの設定権限を定義できます。 

 

注意： このメニューはユーザー管理権限のあるユーザーのみアクセスできます。これ以外

のユーザーはご利用いただけません。 

 

デバイスレベルでのブラウザーGUI インターフェース 

 KVM スイッチがサイドバーで選択されると、メインパネルは下図のように表示されます。 

 

 

 メインパネルの表には、「Name」（名前）列と「Config」（設定）列が表示されます。 

◆ 「Name」（名前）列には、KVM スイッチに登録されているユーザーとグループがすべて表示さ

れます。 

◆ 「Config」（設定）列には、設定権限の登録状況が表示されます。この列にチェックがついてい

る場合、そのユーザーはシステム設定の変更権限(第 8 章参照)が与えられています。また、

「×」がついている場合、そのユーザーには設定変更権限がありません。設定を変更する場合

は、このアイコンをクリックして設定内容を切り替えてください(スーパーアドミニストレーターは

常に設定権限を持っています)。 
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◆ メインパネルの下部にある「Copy」（コピー）と「Paste」（貼り付け）の各ボタンは、あるポートの権

限設定を他のポートに割り当てることのできるショートカットメニューです。この操作を行う場合

は、下記の手順に従ってください。 

1. 他のポートに適用したい権限が設定されているポートを選択してください。 

2. 「Copy」（コピー）ボタンをクリックしてください。 

3. 権限の適用先となるポートを選択してください。 

4. 「Paste」（貼り付け）ボタンをクリックしてください。 

 設定変更が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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ポートレベルでのブラウザーGUI インターフェース 

 ポートがサイドバーで選択されると、メインパネルは下図のように表示されます。 

 

 

項目 機能 

Name 

（名前） 
現在操作しているユーザーがアクセスできるポートがこの列に表示されます。 

Access 

（アクセス） 

デバイスへのアクセス権限を設定します。これらの設定内容を切り替える場

合は、設定を行いたいユーザーの行にあるこのアイコンをクリックしてくださ

い。各アイコンが表す意味は下記のとおりです。 

 

Full Access 

（フルアクセス） 

ユーザーはリモート画面を参照できます。また、

ユーザー自身が使用しているキーボードとモニ

ターでリモートサーバーを操作できます。 

 

View Only 

（参照のみ） 

ユーザーは、リモート画面の参照はできます

が、操作はできません。 

 

No Access 

（ ア ク セ ス 不

可） 

このポートへのアクセス権限はなく、ポートはユ

ーザーのメイン画面にも表示されません。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 機能 

Mount USB 

（USB のマウント） 

リモートサーバーでのバーチャルメディアのマウント権限を設定します。こ

れらの設定内容を切り替える場合は、設定を行いたいユーザーの行にあ

るこのアイコンをクリックしてください。アイコンは「Access」（アクセス）列と

同じものが表示されます。 

◆ 「Full Access」（フルアクセス）に設定した場合、ユーザーはバーチャ

ルメディアのマウント、読み取り、書き込みがそれぞれ可能です。 

◆ 「View Only」（参照のみ）に設定した場合、ユーザーはバーチャルメ

ディアの内容を読み取れますが、操作はできません(読み取り専用)。 

◆ 「No Access」（アクセス不可）に設定した場合、バーチャルメディアが

リモートサーバーにマウントされていても、このデバイスの読み取りは

できません。 

注意：USB バーチャルメディア機能がサポートされていない KVM スイッチ

ではこのエントリーは表示されません。 

Config 

（設定） 

ポート設定の変更権限を定義します。チェックマーク()が付いているユ

ーザーは権限を持っています。また×マークが付いているユーザーは権

限がありません。 

PoN 電源管理デバイスの接続ポートの電源管理操作に関する権限を設定しま

す。チェックマーク()が付いているユーザーは権限を持っています。ま

た、×マークが付いているユーザーは権限がありません。 
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デバイスレベルでのアプリケーション GUI インターフェース 

 KVM スイッチがサイドバーで選択されると、メインパネルは下図のように表示されます。 

 

 

 

 この画面は基本的にはブラウザーGUI の画面（p.157 参照）と同様ですが、アプリケーション GUI

にのみ画面上部にフィルター機能を設けております。このフィルター機能を使うと、表示するユーザ

ーやグループの範囲を広げたり、制限をかけたりできます。この機能の詳細は下表のとおりです。 

  



162 

フィルター 説明 

Name 

（名前） 

ポートやグループの名前にフィルターを掛ける場合は、名前の文字

列(すべて、または一部)を入力して[Enter]キーを押してください。こ

の条件に合致したユーザーやグループのみがリストに表示されま

す。 

検索には、ワイルドカード(1 文字の場合は?、複数の文字の場合は*)

や、「or」キーワードを使用できます。例えば、「h*ds」という文字列を

指定した場合、「hands」と「hoods」がヒットします。「h?nd」という文字

列を指定した場合、「hand」または「hind」がヒットしますが、「hard」はヒ

ットしません。「h*nd or h*ks」という文字列を指定した場合、「hand」と

「hooks」がヒットします。 

Config 

（設定） 

All 

（すべて） 

ユーザーとグループをすべてリストに表示します。 

Permitted 

（許可） 

設定権限のあるユーザーとグループだけをリストに表示します。 

Restricted 

（制限） 

設定権限のないユーザーとグループだけをリストに表示します。 
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ポートレベルでのアプリケーション GUI インターフェース 

 ポートがサイドバーで選択されると、メインパネルは下図のように表示されます。 

 

 

 

 この画面は基本的にはブラウザーGUI の画面（p.159 参照）と同様ですが、アプリケーション GUI

にのみ画面上部にフィルター機能を設けております。このフィルター機能を使うと、表示するユーザ

ーやグループの範囲を広げたり、制限をかけたりできます。この機能の詳細は下表のとおりです。 

 

フィルター 説明 

Name 

（名前） 

ユーザーやグループの名前にフィルターを掛ける場合は、

名前の文字列(すべて、または一部）やワイルドカード(*)を

入力して[Enter]キーを押してください。この条件に合致した

ユーザーやグループのみがリストに表示されます。 

(表は次のページに続きます) 
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フィルター 説明 

Access 

（アクセス） 

All 

（すべて） 

ユーザーとグループがすべてリストに表示されます。 

Full Access 

（フルアクセス） 

フルアクセス権限を持っているユーザーとグループのみ

がリストに表示されます。 

View Only 

（参照のみ） 

参照のみの権限を持っているユーザーとグループのみ

がリストに表示されます。 

No Access 

（アクセス不可） 

アクセス不可に設定されているユーザーとグループの

みがリストに表示されます。 

Mount USB 

（USB のマウント） 

All （すべて） ユーザーとグループがすべてリストに表示されます。 

Full Access 

（フルアクセス） 

USB バーチャルメディアのマウントに対してフルアクセス

権限を持っているユーザーとグループのみがリストに表

示されます。 

Read Only 

（読み取り専用） 

USB バーチャルメディアのマウントに対して読み取り専

用の権限を持っているユーザーとグループのみがリスト

に表示されます。 

No Access 

（アクセス不可） 

USB バーチャルメディアのマウントに対して権限を持っ

ていないユーザーとグループのみがリストに表示されま

す。 

Config 

（設定） 

All （すべて） ユーザーとグループがすべてリストに表示されます。 

Permitted 

（許可） 

設定権限を持っているユーザーとグループのみがリスト

に表示されます。 

Restricted 

（制限） 

設定権限が制限されているユーザーとグループのみが

リストに表示されます。 

PoN All （すべて） ユーザーとグループがすべてリストに表示されます。 

Permitted 

（許可） 

電源管理デバイスの操作権限を持っているユーザーと

グループのみがリストに表示されます。 

Restricted 

（制限） 

電源管理デバイスの操作権限を持っていないユーザー

とグループのみがリストに表示されます。 

 

変更内容の保存 

「Access」（アクセス）メニューで変更した項目の内容を反映させる場合は、画面右下の「Save」

（保存）アイコンをクリックしてください。 
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ポート設定 

 

占有モード・操作権限の解放時間 

 デバイスをサイドバーで選択している場合、「Port Configuration」（ポート設定）メニューで利用で

きるアイテムは、「Port Properties」（ポートプロパティー）タブの「Occupy Timeout」（タイムアウト）の

設定のみです。 

 

 

 この「Occupy Timeout」（タイムアウト）の項目では、アクセスモード(p.327 参照)が「Occupy」（占有）

のポートでユーザーが操作できる時間のしきい値を設定します。ポートでユーザーが何も操作しな

いまま、ここで設定した秒数が経過すると、ユーザー操作がタイムアウトとなり、ポートが開放されま

す。この場合、ポートが開放された後で最初にキーボードやマウスを操作したユーザーがポートを

占有できます。 

 

 この項目には 0～255 の値を設定できます。デフォルト設定は 3 秒です。0 を設定すると、入力が

なくなると同時にポートが開放されます。 
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ポートプロパティーの編集 

「Edit Port Properties」（ポートプロパティーの編集）ボタンをクリックすると、下図のようなポート一

覧が表示されます。ドロップダウンメニューを使って、「Access Mode」（アクセスモード）、「Port OS」

（ポート OS）、「OS Language」（OS 言語）、「Cable length」（ケーブル長）の各項目を設定してくださ

い。 
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ポートレベル 

ポートプロパティー 

 ポートがサイドバーで選択されると、「Port Properties」（ポートプロパティー）タブは下図のように表

示されます。 

 

 

 

◆ 「Status」（ステータス）パネルには、ポートのオンライン状況、サーバーやデバイスとの接続に

使用しているコンピューターモジュール(アダプター)の種類やファームウェアバージョンに関す

る情報が表示されます。 

◆ 「Properties」（プロパティー）パネルでは、選択したポートのプロパティーを設定できます。ポー

トプロパティーの設定項目に関する詳細は次のページを参照してください。 

◆ 「Exit Macro」（終了マクロ）パネルでは、ユーザーが作成したシステムマクロをドロップダウンリ

ストに表示します。ここでは、リモートサーバーからログアウトする際に実行するマクロをリストか

ら選択できます。終了マクロの作成方法については p.104「システムマクロ」をご参照ください。 
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 各設定項目の詳細に関しては下表をご参照ください。 

項目 説明 

Access Mode 

（アクセスモード） 

複数ユーザーでログインした場合のポートのアクセス方法について定義

します。設定できるアクセス方法は以下のとおりです。 

 

Exclusive（排他）：ポートに最初に切り替えたユーザーが、そのポートに

対して排他的にアクセスできます。他のユーザーはこのポートを参照でき

ません。また、このモードでは、タイムアウト機能が適用されません。 

Occupy（占有）：ポートに最初に切り替えたユーザーが、そのポートに対

して排他的にアクセスできますが、他のユーザーもそのポートを参照でき

ます。ポートを操作しているユーザーからの入力がないまま、「Timeout」

（タイムアウト）の項目に設定された時間が経過すると、次にマウスやキー

ボードの入力があったユーザーにそのポートの操作権限が移動します。 

Share（共有）：複数のユーザーで同時にポートを共有できます。IP-KVM

スイッチは、ユーザーからの入力をキューに格納し、古いものから順に実

行します。占有と共有の各モードでは、メッセージボード機能を使って共

有ポートのキーボード/マウス、またはキーボード/モニター/マウスの操

作が行えます(p.111 参照)。 

Port OS 

（ポート OS） 

ポートに接続されているコンピューターで使用されている OS を設定しま

す。設定できる項目は、Win、Mac、Sun、その他です。デフォルトではWin

に設定されています。 

OS Language 

（OS 言語） 

ポートに接続されているコンピューターで使用されている OS 言語を設定

します。設定する項目をリストから選択してください。デフォルトでは US 英

語に設定されています。 

Cable Length 

（ケーブル長） 

サーバーをポートに接続するのに使用する Cat 5e/6 ケーブル長を指定

します。ケーブル長は下記から選択してください。 

 

Short（ショート） ： 25m 未満 

Medium（ミディアム） ： 20～35m 

Long（ロング） ： 35m 以上 

 

 設定変更が完了したら、「Save」（保存）をクリックしてください。 
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関連付けリンク 

「Associated Links」（関連付けリンク）タブでは、現在選択されているポートに、同じKVMスイッチ

の他のポートを関連付けることができます。この機能は、1台のサーバーのKVMポートとシリアルポ

ート(KA7140)を KVM スイッチに結び付けるのに使用します。 

 

 

 

◆ 現在選択されているポートに別のポートを関連付ける場合は、「Add」（追加）ボタンをクリックし

てください。ダイアログが表示されたら、関連付けを行うポートのポート番号を入力し、「OK」ボ

タンをクリックしてください。追加すると、このポート番号とポート名がメインパネルに表示されま

す。 

◆ ポートの関連付けを削除する場合は、対象のアイテムをメインパネルから選択し、「Remove」

（削除）ボタンをクリックしてください。 
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電源管理 

 このタブは、電源管理デバイス（PoN デバイス）の電源アウトレットを KVM スイッチ上のポートに関

連付ける際に使用します。関連付けが行われると、KVM ポートに接続されたデバイスの電源を

「Port Access」（ポートアクセス）タブから操作できるため、別のウェブセッションを立ち上げて電源管

理デバイスを操作する必要はなくなります。ここで使用するスクリーンショットは、あくまで参照用で

す。また、KN1108VA/KN1116VA のウェブ GUI アイコンは、新しいファームウェアバージョンで変

更になる可能性があります。 

 

 このタブを開くと、下図のような画面が表示されます。 

 

 

注意： この画面は、KVM スイッチに電源管理デバイスが接続されている時にのみ、ご利用

いただけます。 

 

◆ 関連付けの追加・解除 

選択されているポートにアウトレットを関連付ける場合は、下記の手順に従って操作してくださ

い。 

1. 「Add」（追加）ボタンをクリックしてください。 

「PON Mapping」（PON マッピング）ダイアログが立ちあがり、関連付けできるアウトレットの

リストが表示されます。 
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2. ポートに関連付けたいアウトレット(複数選択可)にチェックを入れてください。 

3. 「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

ポートとアウトレットの関連付けを解除したい場合は、対象となるアイテムをメインパネルから選

択し、「Remove」（削除）ボタンをクリックしてください。 

 

◆ アウトレットの設定 

「Configuration」（設定）ボタンをクリックすることで、アウトレットをこの画面から直接設定できま

す。ボタンをクリックすると、下図のようなダイアログが表示されます。 

 

 

下表を参考にしながら、各項目の設定を行ってください。 

項目 説明 

Station 

（ステーション） 

アウトレットが属するデバイスの名前です。 

Port 

（ポート） 

アウトレットに現在設定されている名前です。 

Name 

（名前） 

この欄にアウトレットの名前を設定します。各アウトレットには識別

しやすい名前を設定できます。半角英数字 15 文字以内で入力し

てください。 

（表は次のページに続きます） 
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項目 説明 

Mode 

（モード） 

電源の操作モードをドロップダウンリストから選択してください。選

択できる項目は下記のとおりです。 

 

◆ 「Wake On LAN」、「System after AC Back」はそれぞれセー

フシャットダウンとリブートのオプションで、スケジュールされ

た再起動の際に使用できます。 

 

【 Wake On LAN モードで電源をオフにする場合 】

(PN5xxx/PN7xxx のみ) 

電源管理デバイスは、コンピューターにシャットダウン信号を

送出します。このとき、コンピューターへの電源供給は維持さ

れます。 

 

【 Wake On LAN モードで電源をオンにする場合 】

(PN5xxx/PN7xxx のみ) 

電源管理デバイスは、「Power On Delay」の項目で設定され

た時間だけ待機した後、コンピューターに「Wake On」信号を

送出して電源をオンにします。 

 

【System after AC Back モードで電源をオフにする場合】 

電源管理デバイスは、コンピューターにシャットダウン信号を

送出します。そして、「Power Off Delay」の項目で設定された

時間だけ待機した後、コンピューターへの給電をカットし、電

源をオフにします。 

 

【System after AC Back モードで電源をオンにする場合】 

電源管理デバイスは、「Power On Delay」の項目で設定され

た時間だけ待機した後、コンピューターに電源供給し、電源

をオンにします。 

 

注意：セーフシャットダウンとリブートに関する詳細は、お使

いの電源管理デバイスのマニュアルをご参照ください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Mode 

(前ページの続き) 

◆ 「Kill the Power」が選択されると、電源管理デバイスは

「Power Off Delay」の項目で設定された時間の間待機した

あとで、アウトレットの電源をオフにします。ここで電源をオ

フにした時に実行されるのはコールドシャットダウンです。

このシャットダウン方法では、再起動をスケジューリングで

きません。 

MAC Address 

（MAC アドレス） 

電源管理デバイスの MAC アドレスを入力します。 

Power On Delay 

（電源オン遅延時間） 

電源ボタンがクリックされてから、そのアウトレットに接続されたコ

ンピューターに電源が入るまで電源管理デバイスが待機する時

間を設定します。 

 

注意：デフォルトの遅延時間は 0 秒で、最大 999 秒待機できま

す。複数のアウトレットの電源投入がスケジューリングされると、

各アウトレットに対してデフォルトの遅延時間(10 ミリ秒)で順番に

電源を投入します。 

Power Off Delay 

（電源オフ遅延時間） 

ユーザーが電源ボタンをクリックしてから、そのアウトレットに接

続したコンピューターがシャットダウンするまで、電源管理デバ

イスが待機する時間を設定します。 

 

「System after AC Back」オプションの場合、遅延時間を超える

と、電源管理デバイスは更に 15 秒待機した後でコンピューター

をシャットダウンします。 

 

デフォルトの遅延時間は 15 秒で、最大で 999 秒待機します。 
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◆ スケジュール 

「Schedule」（スケジュール）ボタンをクリックすると、選択ポートに関連付けられたアウトレットに

対して、電源の自動管理を設定できます。 

 

 アウトレットスケジュールの追加 

アウトレットスケジュールを設定する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

1. 目的のアウトレットをメインパネルから選択し、「Schedule」（スケジュール）ボタンをクリ

ックしてください。下図のような「PON Outlet Schedule」（PON アウトレットスケジュー

ル）ダイアログがデフォルトの設定で表示されます。 

 

 

2. 「Add」（追加）ボタンをクリックしてください。このボタンをクリックすると、下図のような

「Outlet Schedule」（アウトレットスケジュール）ダイアログが表示されます。 
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3. 下表を参考にしながら、アウトレットの設定を行ってください。 

項目 説明 

Schedule Name 

（スケジュール名） 

スケジューリングされた操作の識別に使う名前を設定してく

ださい。 

Operation Mode 

（操作モード） 

指定した時刻に処理したい電源操作の種類を選択してく

ださい。 

Period 

（周期） 

スケジューリングする電源操作を実行する時間(1 回のみ、

週次、日次)をドロップダウンから選択してください。 

Time 

（時間） 

「Date/Time」ボタンをクリックして、タスクの実行日時を選択

してください。 

 

注意： 「Period」（周期）パネルで設定された日付と、操作の開始時刻に不

整合がある場合は、その旨メッセージが表示されます。この場合

は、「Date/Time」（日付/時刻）ボタンをクリックして、日時をリセット

してください。 

 

4. 設定が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

5. 複数のスケジュールを設定する場合は、上記の操作を繰り返してください。 

 

 スケジュールを修正する場合は、対象となるアイテムをメインパネルから選択し、「Modify」

（修正）ボタンをクリックしてください。「Outlet Schedule」ダイアログで設定内容を変更した

ら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

 

 スケジュールを削除する場合は、対象となるアイテムをメインパネルから選択し、「Remove」

（削除）ボタンをクリックしてください。 

 

 「Outlet Schedule」（アウトレットスケジュール）ダイアログに一覧表示されている電源操作

を、スケジュール時間が来る前に実行する場合は、「Run」（実行）ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

 「Outlet Schedule」ダイアログに一覧表示されている電源操作を停止する場合は、「Stop」

（停止）ボタンをクリックしてください。 

 

◆ 同期 

ポートとの関連付けの際に複数のアウトレットを選択した場合、「Synchronization」（同期）の項

目で設定内容を標準化できます。 
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この項目を有効にする(チェックを入れる)と、「PON Outlet Configuration」（PON アウトレット設

定）ダイアログ(p.171 参照)が表示されます。 

 

設定された内容は、そのポートに関連付けられた全アウトレットに適用されるため、設定内容

はすべて同じになります。また、このポートに関連付けられた全アウトレットは、最初の PON ア

ウトレットと同じスケジュールが設定されます。 
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第 7 章 

ユーザー管理 
概要 

 

 「User Management」(ユーザー管理)タブをクリックすると、サイドバーから「Users」（ユーザー）が選

択された状態で、同タブの「Accounts」（アカウント）メニューが表示されます。 

 

ブラウザーGUI 
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アプリケーション GUI 

 

  



179 

 この画面は、左側のサイドバーと右側のメインパネルの 2 つの部分から構成されています。 

 

◆ ユーザーとグループは画面左側のパネルに表示されます。右側の大きいパネルには、各ユー

ザー情報の詳細が表示されます。 

 ブラウザーGUI では、アカウント(ユーザー)やグループに対して個別のメニューバーエン

トリーが提供されています。サイドバーには、選択されているメニューに応じて、ユーザー

またはグループが一覧表示されます 

 アプリケーション GUI ではメニューエントリーはありませんが、ユーザーとグループはサイ

ドバーで個別に一覧表示されます。 

◆ ブラウザーGUI では、メインパネルの列をクリックすると情報の並び順を変更できます。 

◆ アプリケーション GUI では、サイドバーの下にある「Filter」（フィルター）セクションで一覧を操

作します。 

 

 リストボックスの右側の三角ボタンをクリックすると、表示するカテゴリー（ユーザーのみ、

グループのみ、ユーザーとグループの両方のいずれか）を選択できます。 

 「Active」（アクティブ）の項目にチェックを入れると、アカウントが非アクティブなユーザー

を除外できます。 

 ユーザーネームが特定の文字列に一致したユーザーまたはグループを検索したい場合

は、検索文字列を「Go」（検索）ボタンの左隣にあるテキストボックスに入力し、「Go」（検索）

ボタンをクリックしてください。条件に一致したユーザーとグループだけが表示されます。 

ここでは、ワイルドカード(1文字の場合は?、複数の文字の場合は*)や、「or」キーワードを

使用できます。例えば、「h*ds」という文字列を指定した場合、「hands」と「hoods」がヒットし

ます。「h?nd」という文字列を指定した場合、「hand」または「hind」がヒットしますが、「hard」

はヒットしません。「h*nd or h*ks」という文字列を指定した場合、「hand」と「hooks」がヒット

します。 

 メインパネルの下側にあるボタンは、ユーザーおよびグループを管理する際に使用します。詳

細は次のセクションで説明します。 
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ユーザー 

 

 本製品では、以下の 3 種類のユーザータイプを提供しています。 

ユーザータイプ 役割 

スーパーアドミニストレーター ポートやデバイスへのアクセスおよび管理、ユーザーやグル

ープの管理、システム設定全般、個人の作業環境の設定が

可能です。 

アドミニストレーター 権限のあるポートやデバイスへのアクセスおよび管理、ユー

ザーやグループの管理、個人の作業環境の設定が可能で

す。 

ユーザー 権限のあるポートやデバイスへのアクセス、権限のあるポート

やデバイスの管理、個人の作業環境の設定が可能です。 

注意：このタイプのユーザーであっても、権限が与えられて

いる場合は他のユーザーを管理できます。 
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ユーザーの作成 

 ユーザーを作成する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. (ブラウザーGUI の場合) メニューバーから「Users」（ユーザー）を選択してください。 

- または - 

(アプリケーション GUI の場合) サイドバーから「Users」（ユーザー）を選択してください。 

 

2. メインパネル下部にある「Add」（追加）ボタンをクリックしてください。下図のように「Users」（ユ

ーザー）タブが選択された状態で画面が表示されます。 
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3. 必要な項目を入力してください。各項目の詳細は下表のとおりです。 

項目 説明 

Username 

（ユーザーネーム） 

アカウントポリシーの設定に応じて、1～16 文字で設定してください(p.198

参照)。 

Password 

（パスワード） 

アカウントポリシーの設定に応じて、0～32 文字で設定してください(p.198

参照)。 

Confirm Password 

（確認用パスワード） 

パスワードの誤設定を防ぐために、パスワードを再入力してください。ここ

にはパスワードの欄に入力された文字列と同じものを入力してください。 

Description 

（説明） 

ユーザーに関する付加情報があれば、この欄に入力してください。 

Role 

（ロール） 

スーパーアドミニストレーター、アドミニストレーター、ユーザーのカテゴリ

ーから選択できます。システム上作成可能なユーザー数の範囲内であれ

ば、各カテゴリーとも作成するアカウントの数に上限はありません。 

 

◆ スーパーアドミニストレーターは、システム全体の設定や保守、ユー

ザー管理、デバイスやポートの割り当てがそれぞれ可能です。スー

パーアドミニストレーターの権限(p.183 参照)は、システムによって自

動的に割り当てられているため、変更できません。 

 

◆ デフォルトでは、アドミニストレーターに、グレースケール表示以外の

権限が与えられていますが、権限チェックボックスへのチェックのオ

ン・オフで権限設定の変更が可能です。 

 

◆ ユーザーには、Windows・Java・SSH の各クライアントの操作権限が

デフォルトで与えられていますが、権限のチェックボックスにチェック

を入れたり、ここからチェックを外したりすることで権限の設定を変更

できます。 

注意：ユーザー管理権限があるユーザーは、グループへのアクセス

や、グループの設定ができません。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Permissions 

（許可） 

 

 

注意：一般ユーザー

は、デバイス管理、ポ

ート設定、メンテナン

スの各権限に加え、

そのユーザーが管理

できるデバイスやポ

ートに対する権限を

設定する必要があり

ます。詳細について

は p.194「デバイスの

割り当て」をご参照く

ださい。 

◆ 「Device Management」（デバイス管理）の項目にチェックを入れると、

KVM スイッチの操作全体にかかわるパラメーターの設定や制御が

可能になります(p.200「デバイス管理」参照)。 

◆ 「Port Configuration」（ポート設定）の項目にチェックを入れると、各

ポートにかかわるパラメーターの設定や制御が可能になります

(p.165「ポート設定」参照)。 

◆ 「User Management」（ユーザー管理）の項目にチェックを入れると、

ユーザーやグループアカウントの作成・変更・削除が可能になりま

す。 

◆ 「Maintenance 」（メンテナンス）の項目にチェックを入れると、

「Maintenance」（メンテナンス）タブで提供されている操作がすべて

利用可能になります(p.289「メンテナンス」参照)。 

◆ 「System Log」（システムログ）の項目にチェックを入れると、システム

ログへのアクセスが可能になります(p.245「ログ」参照)。 

◆ 「View Only」（参照のみ）の項目にチェックを入れると、ユーザーは

製品本体に接続されたデバイス画面の参照しかできなくなります。

ポートへのアクセスや、キーボードやマウスを使ったポート操作はで

きません。 

◆ 「Windows Client」の項目にチェックを入れると、WindowsClient ソフト

ウェアのダウンロードや、このソフトウェア経由でのアクセスが可能に

なります。 

◆ 「Java Client」の項目にチェックを入れると、JavaClient ソフトウェアの

ダウンロードや、このソフトウェア経由でのアクセスが可能になりま

す。 

◆ 「SSH Client」の項目にチェックを入れると、SSH セッション経由での

ログインやアクセスが可能になります。 

◆ 「Telnet Client」の項目にチェックを入れると、Telnet セッション経由

でのログインやアクセスが可能になります。 

◆ 「Force to Grayscale」（グレースケール表示する）の項目にチェックを

入れると、ユーザーが表示しているリモート画面をグレースケールに

変更します。この操作によって、低帯域のネットワーク環境でのレス

ポンス向上が図れます。 

◆ 「Power Management」（電源管理）の項目にチェックを入れると、製

品本体に接続された ATEN 製 PDU の管理が可能になります。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Status 

（ステータス） 

ユーザーアカウントとデバイスへのアクセスを管理できます。詳細は以下

のとおりです。 

◆ 「Disable Account」（アカウントを無効にする）の項目にチェックを入

れると、そのユーザーアカウントの使用を停止できます。この機能で

はユーザーアカウントの物理的削除は行わないため、後から簡単に

設定を復元できます。 

◆ アカウントに有効期限を設けたくない場合は「Account never 

expires」（アカウントを無効にしない）の項目を選択してください。ま

た、アカウントに有効期限を設ける場合は「Account expires on」（ア

カウント失効日）の項目を選択し、有効期限の日付をテキストボック

スに入力してください。 

◆ ユーザーが次回ログインする際にパスワードの変更を要求する場合

は、「User must change password at next login」（ユーザーは次回ロ

グイン時にパスワードを変更する）の項目にチェックを入れてくださ

い。この項目を使うことで、初回ログインは管理者によって発行され

た一時パスワードを使用し、2 回目以降はユーザー自身が設定した

パスワードを使うという方法で運用できます。 

◆ パスワードを永続的にし、ユーザーに変更されないようにしたい場合

は、「User cannot change password」（ユーザーによるパスワード変更

は不可）の項目にチェックを入れてください。 

◆ セキュリティー対策として、アドミニストレーターはユーザーに対して

定期的なパスワード変更を要求することもできます。 

 パスワードに有効期限を設けない場合は、「Account never 

expires」（アカウントを無効にしない）の項目を選択してくださ

い。これによって、ユーザーはパスワードの有効期限の制限を

受けることがありません。 

 パスワードに有効期限を設ける場合は、「Account expires on」

（アカウント失効日）の項目を選択し、パスワードの有効日数を

入力してください。ここで設定した日数が経過すると、新しいパ

スワードを設定しなければなりません。 

 

4. ユーザーの作成時に、メインパネルの「Groups」（グループ）タブで新しいユーザーをグループ

に登録することもできます (「グループ」タブについては p.190 参照)。「Devices」（デバイス）タ

ブではユーザーにポートアクセス権限を割り当てることができます。(このタブについては p.194
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参照) 

 

注意： グループの設定はここでは必須ではありませんので、この手順を省略し、先

にユーザーやグループを作成しておいてから、後でユーザーをグループに

登録したり、ユーザーに権限を与えたりすることもできます。 

 

5. 各項目への入力が終わったら「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

 

6. 操作に成功すると、メッセージボックスに「オペレーション成功」と表示されます。ダイアログの

「OK」ボタンをクリックして、操作を終了してください。 

 

7. メイン画面に戻る場合は、サイドバーの「Users」（ユーザー）をクリックしてください。サイドバー

の一覧とメインパネルに新しいユーザーが表示されます。 

◆ サイドバーのユーザーリストは展開や折り畳みが可能です。リストが展開されている場合

は、「Users」（ユーザー）の隣にある「-」をクリックするとツリーが閉じます。また、リストが閉

じている場合は「+」をクリックするとリストが展開します。 

◆ 首に黒い二重のバンドがついているアイコンはスーパーアドミニストレーターを、また、首

に赤い一重のバンドがついているアイコンはアドミニストレーターをそれぞれ表します。 

◆ 大きいメインパネルにはユーザーの名前、アカウント作成時に設定された説明、アカウン

トの状態(有効/無効)が表示されます。 

 

ユーザーアカウントの編集 

 ユーザーアカウントを編集する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. サイドバーの「Users」（ユーザー）リストから、編集対象となるユーザーの名前をクリックしてくだ

さい。 

- または – 

メインパネルで、編集対象となるユーザーの名前を選択してください。 

2. 「Modify」（変更）ボタンをクリックしてください。 

3. メイン画面の「User」（ユーザー）タブで内容を変更したら、「Save」（保存）ボタンをクリックして

その内容を反映させてください。 

注意： 「User」（ユーザー）タブに関する詳細は p.180 に、「Groups」（グループ）タブ

に関する詳細は p.190 に、「Devices」（デバイス）タブに関する詳細は p.194

にそれぞれ表示されています。 
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ユーザーアカウントの削除 

 ユーザーアカウントを削除する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. メインパネルで、削除対象となるユーザーの名前を選択してください。 

2. 「Delete」（削除）ボタンをクリックしてください。 

3. 「OK」ボタンをクリックしてください。 
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グループ 

 

 管理者は、このメニューを使ってユーザーやデバイスを簡単かつ効率的に管理できます。グルー

プ単位で設定すると、デバイスのアクセス権限がグループの全メンバーに適用されるため、管理者

は個々のユーザーに対して権限を設定する手間が省けます。複数のグループを定義して、複数の

ユーザーに特定のデバイスへのアクセスを許可したり、反対に、特定のデバイスへのアクセスを禁

止したりできます。 

 

グループの作成 

 グループを作成する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. (ブラウザーGUI の場合) メニューバーから「Groups」（グループ）を選択してください。 

- または – 

(アプリケーション GUI の場合) サイドバーから「Groups」（グループ）を選択してください。 

 

2. メインパネル下部にある「Add」（追加）ボタンをクリックしてください。下図のように「Group」（グ

ループ）タブが選択された状態で画面が表示されます。 
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3. 必要な項目を入力してください。各項目の詳細は下表のとおりです。 

項目 説明 

Group Name 

（グループネーム） 

最大 16 文字で設定してください。 

Description 

（説明） 

グループに関する付加情報があれば、最大 63 文字でこの欄に入力

してください。 

Permissions 

（許可） 

グループに対する操作許可と操作制限は、各操作のチェックボックス

で個別に設定を行ってください。これらの権限は「Users」（ユーザー）

タブの権限と同じです。詳細については p.183 をご参照ください。 

 

4. グループの作成時に、「Members」（メンバー）タブで新規ユーザーをグループ登録できます 

(「Members」（メンバー）タブについては p.192 参照)。「Devices」（デバイス）タブではグループ

にポートアクセス権限を割り当てることができます(「Devices」（デバイス）タブについては p.194

参照)。 

 

注意： グループの設定は、ここでは必須ではありません。この手順を省略し、ユーザー

やグループを作成してから、ユーザーのグループ登録やユーザーへの権限操

作を行うこともできます。 

 

5. 各項目への入力が終わったら「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

 

6. 操作に成功すると、メッセージボックスに「Operation Succeeded」（オペレーション成功）と表示

されます。ダイアログの「OK」ボタンをクリックして、操作を終了してください。 

 

7. メイン画面に戻る場合は、サイドバーの「Group」（グループ）をクリックしてください。サイドバー

の一覧とメインパネルに新しいグループが表示されます。 

◆ サイドバーのグループリストは展開や折り畳みが可能です。リストが展開されている場合

は、「Group」（グループ）の隣にある「-」をクリックするとツリーが閉じます。また、リストが閉

じている場合は「+」をクリックするとリストが展開します。 

◆ 大きいメインパネルにはグループの名前、グループ作成時に設定された説明が表示され

ます(この場合、「Status」（ステータス）欄は無効になっています)。 

 

 他にも追加するグループがある場合は、上記の操作手順を繰り返してください。 

 

注意： 新規グループを追加する前に、必ず手順 7の操作を行ってください。そうしないと、作

成したグループが新規に作成しようとしているグループに置き換わってしまいます。 
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グループの編集 

 グループを編集する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. サイドバーの「Group」（グループ）リストから、編集対象となるグループの名前をクリックしてくだ

さい。 

- または – 

メインパネルで、編集対象となるグループの名前を選択してください。 

2. 「Modify」（変更）ボタンをクリックしてください。 

3. メイン画面の「Group」（グループ）タブで内容を変更したら、「Save」（保存）ボタンをクリックして

その内容を反映させてください。 

 

注意： 「Group」（グループ）タブに関する詳細は p.187 に、「Members」（メンバー）タ

ブに関する詳細は p.192に、「Devices」（デバイス）タブに関する詳細は p.194

にそれぞれ表示されています。 

 

グループの削除 

 グループを削除する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. サイドバーで、「Groups」（グループ）アイコンをクリックしてください。 

2. 削除対象となるグループの名前をメインパネルから選択してください。 

3. 「Delete」（削除）ボタンをクリックしてください。 

4. 「OK」ボタンをクリックしてください。 
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ユーザーとグループ 

 

 ユーザーやグループの管理は、「Users」（ユーザー）タブ、「Group」（グループ）タブのどちらから

でも操作できます。 

 

注意： ユーザーをグループに割り当てる前に、必要となるユーザーとグループを事前に作

成しておいてください。詳細については p.181 をご参照ください。 

 

ユーザータブを使ってユーザーをグループに割り当てる場合 

 「User」（ユーザー）タブを使ってユーザーをグループに割り当てる場合は、下記の手順に従って

操作してください。 

 

1. サイドバーのユーザーリストで、対象となるユーザーの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルで、対象となるユーザーの名前を選択してください。 

2. 「Modify」（変更）ボタンをクリックしてください。 

3. メインパネルから「Groups」（グループ）タブを選択してください。タブを選択すると、下図のよう

な画面が表示されます。 

 

4. 「Available」（有効）リストから、ユーザーの所属先となるグループを選択してください。 

5. 右矢印のボタン( >> )をクリックして、手順 4 で選択したグループを「Selected」（選択）リストに移

動させてください。 

6. 他にもユーザーの所属グループがある場合は、上記の手順を繰り返してください。 
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7. グループの選択が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

 

注意： グループに設定された権限とは別の権限がユーザーに与えられている場合は、こ

の権限も保持されます。 

 

 

ユーザーメニューを使ってグループからユーザーを削除する場合 

 「User」（ユーザー）タブを使ってユーザーをグループから削除する場合は、下記の手順に従って

操作してください。 

 

1. サイドバーのユーザーリストで、対象となるユーザーの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルで、対象となるユーザーの名前を選択してください。 

2. 「Modify」（変更）ボタンをクリックしてください。 

3. メインパネルから「Groups」（グループ）タブを選択してください。タブを選択すると、下図のよう

な画面が表示されます。 

 

 

4. 「Selected」（選択）リストから、ユーザーの登録を解除したいグループを選択してください。 

5. 左矢印のボタン( << )をクリックして、手順 4 で選択したグループを削除してください(選択され

たグループは「Available」（有効）リストに戻ります)。 

6. 他にもユーザーの登録を解除したいグループがある場合は、上記の手順を繰り返してくださ

い。 

7. ユーザーの選択が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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グループメニューを使ってユーザーをグループに登録する場合 

 「Group」（グループ）タブを使ってユーザーをグループに割り当てる場合は、下記の手順に従っ

て操作してください。 

 

1. サイドバーのグループリストで、対象となるグループの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルで、対象となるユーザーの名前を選択してください。 

2. 「Modify」（変更）ボタンをクリックしてください。 

3. メインパネルから「Members」（メンバー）タブを選択してください。以下のような画面が表示され

ます。 

 

 

4. 「Available」（有効）リストから、手順 1 で選択したグループのメンバーとなるユーザーを選択し

てください。 

5. 右矢印のボタン( >> )をクリックして、手順 4 で選択したユーザーを「Selected」（選択）リストに移

動させてください。 

6. 他にも追加したいメンバーがいる場合は、上記の手順を繰り返してください。 

7. メンバーの選択が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

 

注意： グループに設定された権限とは別の権限がユーザーに与えられている場合は、こ

の権限も保持されます。 
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グループメニューを使ってグループからユーザーを削除する場合 

 「Group」（グループ）タブを使ってユーザーをグループから削除する場合は、以下の手順で操作

してください。 

 

1. サイドバーのグループリストで、対象となるグループの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルで、対象となるグループの名前を選択してください。 

2. 「Modify」（変更）ボタンをクリックしてください。 

3. メインパネルから「Members」（メンバー）タブを選択してください。タブを選択すると、下図のよう

な画面が表示されます。 

 

 

4. 「Selected」（選択）リストから、グループの登録を解除したいユーザーを選択してください。 

5. 左矢印のボタン( << )をクリックして、手順 4 で選択したユーザーを削除してください (選択され

たユーザーは「Available」（有効）リストに戻ります)。 

6. 他にもグループから除外したいユーザーがいる場合は、上記の手順を繰り返してください。 

7. ユーザーの選択が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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デバイスの割り当て 

 

 ユーザーが IP-KVM スイッチにログインすると、「Port Access」（ポートアクセス）タブの画面が最

初に表示され、そのユーザーがアクセスを許可されたポートがすべて、画面左側のサイドバーに一

覧表示されます。ポートやポートに接続されたデバイスに対するアクセス権限は、「User 

Management」(アカウント)タブの「User」（ユーザー）または「Group」（グループ）リストからポートごと

に割り当てられます。 

 

ユーザーメニューを使ってデバイスの操作権限を割り当てる場合 

 「User」（ユーザー）タブを使ってデバイスの操作権限を割り当てる場合は、以下の手順で操作し

てください。 

 

1. サイドバーのユーザーリストで、対象となるユーザーの名前をクリックしてください。 

- または – 

メインパネルで、対象となるユーザーの名前を選択してください。 

2. 「Modify」（変更）ボタンをクリックしてください。 

3. メインパネルから「Devices」（デバイス）タブを選択してください。タブを選択すると、下図のよう

な画面が表示されます。 
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4. 下記を参考にしながら、各ポートの権限設定を行ってください。 

項目 機能 

Name 

（名前） 

現在操作しているユーザーがアクセスできるポートがこの列に表示されま

す。 

Access 

（アクセス） 

デバイスへのアクセス権限を設定します。これらの設定内容を切り替える

場合は、設定を行いたいユーザーの行にあるこのアイコンをクリックしてく

ださい。各アイコンが表す意味は下記のとおりです。 

 

Full Access 

（フルアクセス） 

ユーザーはリモート画面を参照できます。ま

た、ユーザー自身が使用しているキーボー

ドとモニターでリモートサーバーを操作でき

ます。 

 

View Only 

（参照のみ） 

ユーザーは、リモート画面の参照はできます

が、操作はできません。 

 

No Access 

（ ア ク セ ス 不

可） 

このポートへのアクセス権限はなく、ポートは

ユーザーのメイン画面にも表示されません。 

USB リモートサーバーでのバーチャルメディアのマウント権限を設定します。こ

れらの設定内容を切り替える場合は、設定を行いたいユーザーの行にあ

るこのアイコンをクリックしてください。 

◆ 「Full Access」（フルアクセス）に設定した場合、ユーザーはバーチャ

ルメディアのマウント、読み取り、書き込みがそれぞれ可能です。 

◆ 「View Only」（参照のみ）に設定した場合、ユーザーは、バーチャル

メディアの参照はできますが(読み取り専用)、操作はできません。 

Config 

（設定） 

ポート設定の変更権限を定義します。これらの設定内容を切り替える場合

は、設定対象となるユーザーの行にあるこのアイコンをクリックしてくださ

い。 

チェックマーク()が付いているユーザーは権限を持っています。また、×

マークが付いているユーザーは権限がありません。 

PoN 電源管理デバイスの接続ポートの電源管理操作に関する権限を設定しま

す。チェックマーク()が付いているユーザーは権限を持っています。ま

た、×マークが付いているユーザーは権限がありません。 
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5. 内容を設定したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

6. 確認ダイアログが表示されたら、「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

注意： 各列の値は、 [Shift] キーや[Ctrl]キーを押しながらマウスをクリックすることで、複

数のポートの属性を同時に定義できます。選択されたポートで各列のアイコンをクリ

ックすると、その列の設定内容を同時に切り替えます。 

 

フィルター 

 「Name」（名前）の行に表示されるポートの表示範囲を絞り込むフィルターが 5種類あります。詳細

は下表のとおりです。 

 

フィルター 説明 

Name 

（名前） 

ポートネームにフィルターを掛ける場合は、ポートネームを入力

し、[Enter]キーを押してください。その文字列に一致したポート

が一覧に表示されます。 

検索には、ワイルドカード(1 文字の場合は?、複数の文字の場

合は*)や、「or」キーワードを使用できます。例えば、「h*ds」とい

う文字列を指定した場合、「hands」と「hoods」がヒットします。

「h?nd」という文字列を指定した場合、「hand」または「hind」がヒ

ットしますが、「hard」はヒットしません。「h*nd or h*ks」という文字

列を指定した場合、「hand」と「hooks」がヒットします。 

Access 

（アクセス） 

All 

（すべて） 

すべてのポートが一覧に表示されます。 

Full Access 

（フルアクセス） 

フルアクセスに設定されているポートだけが一覧に表示されま

す。 

View Only 

（参照のみ） 

参照のみに設定されているポートだけが一覧に表示されます。 

No Access 

（アクセス不可） 

アクセス不可に設定されているポートだけが一覧に表示されま

す。 

(表は次のページに続きます) 
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フィルター 説明 

USB All 

（すべて） 

すべてのポートが一覧に表示されます。 

Full Access 

（フルアクセス） 

USB バーチャルメディアデバイスに対する権限がフルアクセスに

設定されているポートだけが一覧に表示されます。 

View Only 

（参照のみ） 

USB バーチャルメディアデバイスに対する権限が読み取り専用

に設定されているポートだけが一覧に表示されます。 

No Access 

（アクセス不可） 

USB バーチャルメディアデバイスに対する権限がアクセス不可に

設定されているポートだけが一覧に表示されます。 

Config 

（設定） 

All（すべて） すべてのポートが一覧に表示されます。 

Permitted 

（許可） 

設定が「許可」に設定されているポートだけが一覧に表示されま

す。 

Restricted 

（制限） 

設定が「制限」に設定されているポートだけが一覧に表示されま

す。 

PoN All（すべて） すべてのポートが一覧に表示されます。 

Permitted 

（許可） 

PoN の設定が「許可」に設定されているポートだけが一覧に表示

されます。 

Restricted 

（制限） 

PoN の設定が「制限」に設定されているポートだけが一覧に表示

されます。 

 

グループメニューを使ってデバイスの操作権限を割り当てる場合 

 ユーザーグループに対してデバイスの操作権限を割り当てる場合は、下記の手順に従って操作

してください。 

 

1. サイドバーの「Groups」（グループ）リストから、編集対象となるグループの名前をクリックしてく

ださい。 

- または – 

メインパネルで、編集対象となるグループの名前を選択してください。 

2. 「Modify」（変更）ボタンをクリックしてください。 

3. メインパネルから「Devices」（デバイス）タブを選択してください。 

4. 「User」（ユーザー）メニューからデバイスの操作権限を割り当てる場合と同じ画面が中央に表

示されますので、p.194 の手順に従ってデバイスに操作権限を割り当ててください。 

p.194 の手順ではユーザー単位でしか操作権限が割り当てられないのに対し、この手順では

グループ全体に同じ操作権限を割り当てることができます。 
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アカウントポリシー 

 

  システム管理者はこのセクションでユーザーネームやパスワードの管理ポリシーを設定できます。 

 

このセクションにおける各項目の内容は下表のとおりです。  

項目 説明 

Minimum Username Length 

（ユーザーネーム最小文字数） 

ユーザーネームの最低限必要な文字数を設定します。設

定値は 1～16 です。デフォルトは 6 です。 

Minumum Password Length 

（パスワード最小文字数） 

パスワードの最低限文字数を設定します。設定値は 0～32

です。0 を設定した場合は、パスワードの入力が不要です。

ユーザーはユーザーネームのみでログインできます。 

デフォルトは 6 です。 

Password Must Contain At 

Least 

（パスワードには以下が必須） 

チェックすると、新規アカウント作成時のパスワードに少なく

とも 1つの大文字、1 つの小文字、または 1 つの数字を含め

る必要があります。 

注意：このポリシーは作成済のアカウントには適用されませ

ん。有効後にユーザーを作成したり、パスワードを変更した

りした場合にこのポリシーが適用されます。 

Minimum number(%) of 

characters changed from 

previous password 

（以前のパスワードから変更され

た文字の最小数(%)） 

以前のパスワードから変更する必要がある最小文字数をパ

ーセントで設定します。 

 

  



199 

 

項目 説明 

Disable Duplicate Login 

（重複ログインの無効化） 

オンにすると、同じアカウントで同時ログインできなくなりま

す。 

Enforce Password History 

（パスワード履歴を実行する） 

ユーザーがパスワードの再設定時に、同一パスワードを繰り

返して使用することを防ぎます。パスワード履歴を何回前ま

でさかのぼるか設定します。 
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第 8 章 

デバイス管理 
KVM デバイス 

 

デバイス情報 

 「Device Management」(デバイス管理)タブを開くと、サイドバーでは 1 台目にある KVM スイッチ

が、また、メニューバーでは「Device Information」（デバイス情報）がそれぞれ選択された状態で画

面が表示されます。 

 

ブラウザーGUI 
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アプリケーション GUI 
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全般 

 「Device Information」（デバイス情報）画面の「General」（全般）セクションには、選択デバイスの名

前、ファームウェアバージョン、FPGA、ビデオドライバー、およびネットワーク設定に関する情報が

それぞれ表示されます。 

 

注意： アプリケーションGUIには、ブラウザー版と同じ情報が表示されます。リストの内容を

確認する場合は、スクロールバーを操作してください。 

 

環境情報 

 パネルの下部には、デバイスの環境に関する情報が表示されます。詳細は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

Power Supply Detection 

（電源検出） 

電源 1 と電源 2 のアイコンは、電源に電流が供給されていない場合

は灰色で、また、電流が供給されている場合は青色でそれぞれ表示

されます。 

この機能が有効になっている(項目にチェックが入っている)場合、片

方の電源にしか電流が供給されていないと、問題を通知するビープ

音が KVM 本体から出力されます。 

ローカルコンソールから操作している場合は、片方の電源しか使用し

ていないことを確認するメッセージが表示されます。片方の電源を実

際に使用している場合は、以下の方法でビープ音を止めることがで

きます。 

1) チェックボックスからチェックを外すことで電源に関する警告を

無効にします。常にこの機能を無効にしたい場合は、この方法

でビープ音を無効にしてください。 

2) ビープ音の有効・無効は、ダイアログボックスで選択できます。

一時的にこの機能を無効にしたい場合は、こちらの方法でビー

プ音を無効にしてください。この方法で無効にした場合、次にシ

ステムリセットを行った場合に警告機能が再度有効になります。 

デフォルトの設定では、この機能は有効になっています。 
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操作モード 

 

 

 この画面では、下記のパラメーターを設定します。 

 

◆ 「Force all to grayscale」（グレースケール表示する）の項目を有効にすると、KVM スイッチに接

続されている全デバイスのリモート画面がモノクロで表示されます。これによって、低帯域のネ

ットワーク環境でも I/O 転送速度を上げることができます。 

◆ 「Enable Client AP Device List」（デバイス一覧を有効にする）の項目を有効にすると、

WindowsClient(p.63 参照)や JavaClient(p.67 参照)の各アプリケーションを使っている時に、こ

の KVM スイッチがサーバーリストに表示されるようになります。このオプションが無効になって

いると、KVM スイッチには接続はできるものの、KVM スイッチにつけられた名前はサーバーリ

ストには表示されません。 

◆ 「Enable First Logon Transfer」（最初のログオン転送を有効にする）を有効にすると、バスの最

初のユーザーだけがポートを切り替えることができます。それ以外のユーザーはアクセスした

いポートにすでに接続されたバスがない限り、または利用可能なフリーバスがない限り、ポート

を切り替えることができません（ユーザーとバスに関する詳細は、p.283 参照）。 
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◆ 「Keyboard/Mouse Broadcast」（キーボード/マウスのブロードキャスト）の項目を設定する場合

は、隣にあるリストから設定内容を選択してください。 

 キーボードのブロードキャスト機能を有効にすると、サイドバーに表示されているサーバ

ーすべてに対してキー操作の信号が送られます。 

 マウスのブロードキャスト機能を有効にすると、サイドバーに表示されているサーバーす

べてに対してマウス操作の信号が送られます。 

注意： 1. IP-KVM スイッチからカスケード接続している KVM スイッチで、一度

にキーボード/マウスのブロードキャスト機能を使用できるのは、1 ポ

ートだけです。 

2. マウスのブロードキャスト機能を使う場合は、全サーバーで同じOSが

稼働しており、モニターがすべて同じ解像度に設定されており、画面

がすべて同じレイアウトになっていなければなりません。 

 

◆ 「Console Keyboard Language」（コンソールキーボード言語）の項目では、ローカルコンソール

で使うキーボードのキーボードマッピングを設定します。隣にあるリストから設定内容を選択し

てください。 
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ネットワーク 

 「Network」（ネットワーク）メニューでは、IP-KVM スイッチのネットワーク関連の項目を設定できま

す。 

 

 

 この画面における各項目については、後のセクションで説明します。 
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IP インストーラー 

IP インストーラーは、IP-KVM スイッチに外部から IP アドレスを設定できる Windows 用ソフトウェ

アです。 

 

IP インストーラーの用途に応じて、「Enable」（有効）、「View Only」（参照のみ）、「Disable」（無効）

のいずれかのラジオボタンをクリックしてください。IP インストーラーの詳細については p.206 をご参

照ください。 

 

注意： 1. 「View Only」（参照のみ）を選択した場合、IP-KVM スイッチは IP インストーラー

のデバイスリストで確認できますが、この IP インストーラーを使った IP アドレスの

変更はできません。 

2. セキュリティーを保護するために、IP インストーラーの使用後には、この項目を

「View Only」（参照のみ）または「Disable」（無効）に設定してください。 

 

サービスポート 

セキュリティー対策としてシステムにファイアーウォールを導入している場合、管理者はファイア

ーウォールの設定で許可されたポート番号を IP-KVM スイッチ側でも設定する必要があります。

デフォルト以外のポートを使っている場合、ログインの際に、このポート番号を IP アドレスの一部

として入力しなくてはなりません。ポート番号の入力が間違っていたり、未入力だったりすると、

IP-KVM スイッチを検索しても表示されません。各項目の内容は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

Program 

（プログラム） 

WindowsClient や Java ビューア、Windows/Java アプリケーションプログ

ラム、またバーチャルメディアから IP-KVMスイッチに接続する際に使用

するポート番号です。デフォルトでは 9000 に設定されています。 

HTTP ブラウザーからのログインの際に使用するポート番号です。デフォルトで

は 80 に設定されています。 

HTTPS SSL 通信に使用するポート番号です。デフォルトでは 443 に設定されて

います。 

SSH SSH によるアクセスで使用するポートです。デフォルトでは 22 に設定さ

れています。 

Telnet Telnet でのアクセスに使用するポートです。デフォルトでは 23 に設定さ

れています。 
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注意： 1. 各サービスポートで有効な値は 1～65535 です。 

2. これらのポートはそれぞれ固有のポートを割り当て、項目間で値が重複しな

いように設定してください。 

3. ファイアーウォールが設置されている環境では、ネットワーク管理者とご相談

の上、設定してください。 

 

NIC の設定 

◆ Redundant NIC（冗長化 NIC） 

KN1108VA/KN1116VA はネットワークインターフェースを 2 ポート搭載しています。

「Redundant NIC」（冗長化 NIC）の項目が有効になっていると(デフォルト設定)、両方のインタ

ーフェースでネットワークアダプター1 の IP アドレスを使用できます。 

 

この設定を行った場合、セカンドインターフェースは通常、非アクティブな状態になっています

が、第 1 インターフェースにネットワーク障害が発生すると、IP-KVM スイッチは第 2 インターフ

ェースへと自動的に切り替わります。帯域拡張機能はございません。 

 

 冗長ネットワークを有効にする - 両方のインターフェースに同じ IP アドレスを設定 

冗長ネットワークを有効にするには、以下の手順で操作してください。 

1. 「Redundant NIC」（冗長化 NIC）の項目にチェックを入れてください。 

2. 「Network Adapter 1」（ネットワークアダプター1）がネットワークアダプターリストで選

択され、リストボックスは無効になります。(「Network Adapter 2」（ネットワークアダプタ

ー2）の項目は設定できません) 

3. 「Network Adapter 1」（ネットワークアダプター1）で使用する IP アドレスと DNS サー

バーの IP アドレスを設定してください。(次のセクションを参照) 

 

 冗長ネットワークを無効にする - 両方のインターフェースに異なる IP アドレスを設定 

冗長ネットワークを無効にすると、両方のインターフェースに異なる IP アドレスを設定でき

ます。IP-KVM スイッチへのアクセスには、両方の IP アドレスを使用可能です。この方法

で製品をセットアップする場合は、以下の手順で操作してください。 

1. 「Redundant NIC」（冗長化 NIC）の項目にチェックが入っている場合は、クリックして

チェックを外してください。 

2. ネットワークアダプターのリストボックスから「Network Adapter 1」（ネットワークアダプ

ター1）を選択してください。 

3. 「Network Adapter 1」（ネットワークアダプター1）で使用する IP アドレスと DNS サー

バーの IP アドレスを設定してください。(次のセクションを参照) 

4. ネットワークアダプターのリストボックスから「Network Adapter 2」（ネットワークアダプ
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ター2）を選択してください。 

5. 「Network Adapter 2」（ネットワークアダプター2）で使用する IP アドレスと DNS サー

バーの IP アドレスを設定してください。 

 

◆ IPv4 Settings（IPv4 設定） 

 IP Address（IP アドレス） 

IPv4 は IP アドレスの従来の設定方法です。KN1108VA/KN1116VA には DHCP を使用

して動的 IP アドレスを設定することも、固定 IP アドレスを設定することも可能です。 

 動的 IP アドレスを割り当てる場合は、「Obtain IP address automatically」（IP アドレス

を自動的に取得する）のラジオボタンを選択してください（デフォルト設定です）。 

 固定 IP アドレスを設定する場合は、「Set IP address manually」（IP アドレスを手動で

設定する）のラジオボタンを選択し、お使いのネットワーク環境で有効な IP アドレス

を入力してください。 

注意： 1. 「Obtain IP address automatically」（IP アドレスを自動的に取得す

る）の項目を選択し、DHCP を使って IP アドレスを自動的に取得す

る場合、IP-KVM スイッチは起動後に DHCP サーバーからの IP ア

ドレスの割り当てを待機します。1 分経過しても IP アドレスが割り当

てられない場合は、工場出荷時のデフォルト IP アドレス 

(192.168.0.60)へと自動的に戻ります。 

2. IP-KVM スイッチが DHCP でアドレスを割り当てるネットワークに接

続していて、なおかつ管理者が IP アドレスを確認する必要がある

場合は、p.296 の「IP アドレスの設定」をご参照ください。 

 

 DNS Server（DNS サーバー） 

 DNS サーバーのアドレスを自動的に割り当てる場合は、「Obtain DNS Server 

address automatically」（DNS サーバアドレスの自動取得）のラジオボタンを選択して

ください。 

 DNS サーバーのアドレスを手動で割り当てる場合は、「Set DNS server address 

manually」（DNS サーバアドレスの手動設定）のラジオボタンを選択し、お使いのネッ

トワークの優先 DNS サーバーと代替 DNS サーバーの IP アドレスをそれぞれ入力し

てください。 

注意： 代替 DNS サーバーのアドレスは任意で設定してください。 
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◆ IPv6 Settings（IPv6 設定） 

 IP Address（IP アドレス） 

IPv6 は IP アドレス設定の新しいフォーマット(128 ビット)です(詳細については p.299「IPv6」

参照)。KN1108VA/KN1116VA には、DHCP を使用して動的 IPv6 アドレスを設定するこ

とも、固定 IPv6 アドレスを設定することも可能です。 

 動的 IPv6 アドレスを割り当てる場合は、「Obtain IP address automatically」（IPv6 ア

ドレスを自動的に取得する [DHCP]）のラジオボタンを選択してください(デフォルト

設定です)。 

 固定 IP アドレスを設定する場合は、「Set IP address manually」（IPv6 アドレスを手動

で設定する）のラジオボタンを選択し、お使いのネットワーク環境で有効な IP アドレ

スを入力してください。 

 DNS Server（DNS サーバー） 

 DNS サーバーのアドレスを自動的に割り当てる場合は、「Obtain DNS Server 

address automatically」（DNS サーバアドレスの自動取得）のラジオボタンを選択して

ください。 

 DNS サーバーのアドレスを手動で割り当てる場合は、「Set DNS server address 

manually」（DNS サーバアドレスの手動設定）のラジオボタンを選択し、お使いのネッ

トワークの優先 DNS サーバーと代替 DNS サーバーの IP アドレスをそれぞれ入力し

てください。 

 

注意： 代替 DNS サーバーのアドレスは任意で設定してください。 

 

ネットワーク転送速度 

 「Network Tranfer Rate」（ネットワーク転送速度）の項目では、IP-KVM スイッチがリモートコンピュ

ーターにデータを転送する速度を設定することで、ネットワークのトラフィック状況を最適化し、デー

タ転送量を調節できます。設定できる値の範囲は 4～99999KBps です。 

 

操作が完了したら 

ネットワーク設定を変更したら、ログアウトする前に「Device Management」（デバイス管理）タブ

→「System Operation」（システム操作）メニューの「Reset on Exit」（終了時にリセット）の項目

(p.267 参照)が有効になっている(チェックボックスにチェックが入っている)か確認してください。

ログアウト後、製品本体が自動的に再起動すると、ネットワークの設定がデバイスに反映されま

す。 
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ANMS 

ANMS (Advanced Network Management Settings)メニューでは外部システムからのログイン認

証および権限管理に関するセットアップを行います。このメニューは複数のカテゴリーから構成

されています。各カテゴリーの内容については、後のセクションで説明します。 

 

イベント送り先 

 

 

◆ SMTP 設定 

SMTP サーバーからのレポートをユーザーにメール通知する場合は、以下の手順で操作して

ください。 

1. 「Enable report from the following SMTP server」（以下の SMTP サーバーからの通知を

有効にする）の項目にチェックを入れ、お使いの SMTP サーバーの IPv4 アドレス、IPv6

アドレス、ドメイン名のいずれかを入力してください。 

2. お使いの SMTP サーバーに SSL 接続が必要な場合は、「My server requires secure 
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connection (SSL)」（サーバーはセキュアな接続が必要）の項目にチェックを入れてくださ

い。 

3. サーバーで認証が必要な場合は、「My server requires authentication」（サーバー認証

が必要）の項目にチェックを入れて、「Account Name」（アカウント名）、「Password」（パス

ワード）の各欄にお使いの環境に適した値を設定してください。 

4. レポートの差出人となるメールアドレスを「From」欄に入力してください。 

注意： 1. 「From」欄に設定できるメールアドレスは一つだけです。64 バイト以

内で設定してください。 

2. 1 バイトは半角英字 1 文字に相当します。 

5. レポートの宛先となるメールアドレスを「To」欄に入力してください。 

注意： 複数の宛先にレポートを配信する場合は、アドレスをセミコロンで区切っ

てください。また、宛先のアドレス全体で 256 バイト以内になるように設定

してください。 

 

◆ Log Server（ログサーバー） 

ログインや内部ステータスメッセージなど、製品内部で発生した重要なイベントは、自動的にロ

グファイルに記録されます。 

 ログサーバーが動作しているコンピューターの MAC アドレスを「MAC address」（MAC ア

ドレス）欄に入力してください。 

 ログサーバーが動作しているコンピューターがログデータをリッスンしているポートの番号

を「サービスポート」欄に入力してください。入力可能な値の範囲は 1～65535 で、デフォ

ルトでは 9001 に設定されています。 

注意： このポート番号は、「プログラム」で指定されたポートとは別のポートを使用し

てください(p.206「プログラム」参照)。 

 

ログサーバーのセットアップ方法については第 13 章をご参照ください。また、ログファイルに

ついては第 9 章で説明しています。 

 

◆ SNMP Trap（SNMP トラップ） 

SNMP トラップイベントの通知を受ける場合は、下記の手順に従って設定を行ってください。 

1. 「Enable SNMP Agent」（SNMP エージェントを有効にする）の項目にチェックを入れてくだ

さい。 

2. SNMP トラップイベントの通知を受けるコンピューターの IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、ドメ

イン名のいずれかを「Server IP」（サーバーIP）欄に入力してください。 

3. 「Service Port」（サービスポート）欄にポート番号を入力してください。ポート番号の有効な

値の範囲は 1～65535 です。 
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注意： SNMP トラップイベントで通知するログは、「Log」（ログ）タブの「Notification 

Settings」（通知設定）メニューで設定できます。詳細については p.251 をご参

照ください。 

 

◆ Syslog Server（Syslog サーバー） 

製品内部で発生した全イベントを記録し、Syslog サーバーに書き込む場合は、下記の手順に

従って設定してください。 

1. 「Enable」（有効にする）の項目にチェックを入れてください。 

2. Syslog サーバーの IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、ドメイン名のいずれかを「Server IP」（サ

ーバーIP）欄に入力してください。 

3. 「Service Port」（サービスポート）欄にポート番号を入力してください。ポート番号の有効な

値の範囲は 1～65535 です。 

 

認証 
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◆ Disable Device Authentication（デバイス認証を無効にする） 

このオプションを選択すると、KN1108VA/KN1116VA におけるユーザー認証を無効にします。

この設定によって、KN1108VA/KN1116VA へのアクセスには、LDAP、LDAPS、MS Active 

Directory、RADIUS、CC デバイス統合管理システムのいずれかを使った認証が必須になりま

す。 

 

◆ RADIUS Settings（RADIUS 設定） 

RADIUS サーバー経由で KN1108VA/KN1116VA への認証を行う場合は、以下の手順で操

作してください。 

1. 「Enable」（有効にする）の項目にチェックを入れてください。 

2. 優先 RADIUS サーバーと代替 RADIUS サーバーのいずれかを選択してください。 

3. 優先 RADIUS サーバーまたは代替 RADIUS サーバーの IP アドレスとポート番号をそれ

ぞれ入力してください。IP の各欄は、IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、ドメイン名のいずれか

で設定してください。 

4. 「Authentication Type」（認証の種類）の項目に対して、PAP または CHAP のいずれかを

選択してください。 

5. 「Timeout」（タイムアウト）の項目に、IP-KVM スイッチが RADIUS サーバーの応答を待機

する最大時間(秒)を入力してください。 

6. 「Retries」（再試行）の項目に、RADIUS サーバーを使ったログインの再試行可能回数を

設定してください。 

7. 「Shared Secret」（共有シークレット）の項目に、RADIUS サーバーとの認証で使用する共

有シークレットの文字列を 6 文字以上で入力してください。 

8. RADIUS サーバーでは、以下のいずれかの方法でユーザー認証を行うことができます。 

 ユーザーエントリーを「su/xxxx」として設定する。 

「xxxx」の部分は、IP-KVM スイッチでアカウントを作成した際にユーザーに与えられ

たユーザーネームに置き換えてください。 

 RADIUS サーバー側と IP-KVM スイッチ側で同じユーザーネームを使用する。 

 RADIUS サーバー側と IP-KVM スイッチ側で同じグループネームを使用する。 

 RADIUS サーバー側と IP-KVM スイッチ側で同じユーザーネーム、グループネーム

を使用する。 

いずれの方法においても、ユーザーのアクセス権限は、IP-KVM スイッチでグループユ

ーザーを作成した際に割り当てた権限になります(p.181「ユーザーの作成」参照)。 
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◆ LDAP/LDAPS 設定 

IP-KVMスイッチにログインするユーザーの認証および権限設定を LDAP/LDAPSで行う場合

は、以下の表をご参照ください。 

項目 説明 

Enable 

（有効にする） 

LDAP/LDAPS による認証および権限設定を行う場合は、この

項目にチェックを入れてください。 

Type 

（タイプ） 

この機能を有効にした時に、LDAP と LDAPS のどちらを使って

認証を行うかをラジオボタンで選択してください。 

Server IP/Port 

（サーバーIP/ポート） 

優先 LDAP サーバーか代替 LDAP サーバーのいずれかを選

択し、LDAP/LDAPS サーバーの IP アドレスやポート番号を入

力してください。 

◆ 「Server IP」（サーバーIP）欄は、IPv4 アドレス、IPv6 アドレ

ス、ドメイン名を使って設定できます。 

◆ LDAP サーバーのデフォルトポート番号は 389、LDAPSサ

ーバーのデフォルトポート番号は 636 です。 

Admin DN 

（アドミニストレーターDN） 

この項目に入力する値は LDAP/LDAPS サーバーの管理者に

ご確認ください。以下、設定例です。 

   ou=kn8132,dc=aten,dc=com 

Admin Name 

（アドミニストレーター名） 

LDAP アドミニストレーターのユーザーネームを入力してくださ

い。 

Password 

（パスワード） 

LDAP アドミニストレーターのパスワードを入力してください。 

Search DN 

（サーチ DN） 

検索ベースの識別名を設定してください。これはユーザーネー

ムの検索を開始する DNS 名です。 

Timeout 

（タイムアウト） 

IP-KVMスイッチが LDAP/LDAPSサーバーの応答を待機する

時間(秒)を設定してください。 

 

 LDAP/LDAPS サーバーでは、下記のいずれかの方法でユーザー認証を行うことができます。 

 

◆ Active Directory スキーマを使用 

 

◆ スキーマを使用せず、 IP-KVM スイッチ上で使用されているユーザーネームだけを

LDAP/LDAPS サーバー上の名前に一致させる。ユーザー権限は製品上で設定されている権

限と同じ。 
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◆ スキーマを使用せず、IP-KVM スイッチ上で使用されているグループだけを一致させる。ユー

ザー権限は、そのユーザーが属しているグループに設定されている権限と同じ。 

 

◆ スキーマを使用せず、Active Directory のユーザーネームとグループを一致させる。ユーザー

権限は、そのユーザーが属しているグループとユーザーに設定されている権限と同じ。 

 

注意： LDAP に関する詳細は、弊社ウェブサイトより LDAP 取扱説明書をダウンロー

ドしてご参照ください。 

 

CC 管理の設定 

 CC(Control Center)サーバー経由で IP-KVM スイッチの認証を行う場合は、「Enable」（有効にす

る）の項目にチェックを入れ、CC サーバーの IP アドレスと通信に使用するポートを入力してくださ

い。「Server IP」（サーバーIP）欄は、IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、またはドメイン名のどれでも設定

できます。 

 

注意： この機能が有効の場合、電源管理デバイスを IP-KVM スイッチ上で設定していた

としても、サイドバーには表示されません。というのは、これらの機器の管理が CC

サーバーで行われるからです。 

 

SNMP エージェント 

 「SNMP Agent」（SNMP エージェント）では、弊社ウェブサイトからダウンロードした MIB ファイルを

使用して、デバイス管理に関する設定をMIBブラウザー経由で定義できます。MIBファイル*をMIB

ブラウザーにインポートすると、次のデバイス管理項目の設定を行います。 

 

操作モード ： モード 

ネットワーク ： IP インストーラー、サービスポート、IPv4 設定、IPv6 設定 

ANMS - イベント送り先 ： ログサーバー、SNMP トラップ、 

認証 ： CC 管理 

 

 MIB ブラウザー経由で IP-KVM スイッチに接続する場合は、下記の手順で SNMP エージェントを

追加して、IP-KVM スイッチの設定に使用するコンピューターからのアクセスを許可してください。 

 



216 

 

 

 SNMP エージェントを設定するには、以下の手順に従って操作してください。 

 

1. 「Enable」（有効にする）の項目にチェックを入れてください。 

2. 「Add」（追加）をクリックしてください。下図のようなウィンドウが表示されます。 
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3. 「Version」（バージョン）を選択してください。 

4. 「Community Name」（コミュニティー名）を入力してください。 

5. 「NMS IP/Host Name」（NMS IP/ホスト名）を入力してください。ここには MIB ブラウザー経由で

IP-KVM スイッチにアクセスするのに使用するコンピューターの IP アドレスを入力してください。 

6. 「Access Type」（アクセスタイプ）を選択し、「Save」（保存）をクリックしてください。 

7. MIB ブラウザーから MIB ファイル*をインポートして、IP-KVM スイッチの IP アドレスを入力して

ください。 

 

注意： KN 用の MIB ファイルは、弊社ウェブサイトからダウンロードしてください。ダウンロ

ードは、1） 製品ページ内の「サポートとダウンロード」メニューからアクセス、また

は、2） ホームページのトップページの右上に表示される（表示画面のサイズによ

っては画面左上に三本線のアイコンが表示されるので、それをクリックすると表示

される）「サポートとダウンロード」→「ダウンロード」→「他の製品の資料をダウンロ

ードする」に型番を入力して検索する方法で行えます。 
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OOBC 

 万が一、IP-KVM スイッチが通常の TCP/IP ネットワーク経由でアクセスできなくなったとしても、

製品本体のモデムポートを使うことでアクセスが可能です。PPP(モデム)操作を有効にする場合は、

「Enable Out of Band Access」（アウトオブバンドアクセスを有効にする）の項目にチェックを入れてく

ださい。 

 

注意： PPP のセットアップや操作に関する詳細は、p.340「PPP モデム操作」をご参照くださ

い。 

 

 

 

 アウトオブバンドアクセス機能を有効にすると、「Enable Dial Back」（ダイヤルバックを有効にす

る）、「Enable Dial Out」（ダイヤルアウトを有効にする）の各機能が利用できるようになります。詳

細については後のセクションで説明します。 
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ダイヤルバックを有効にする 

 新たに追加されたセキュリティー機能の一つとして、この機能が有効になると、IP-KVM スイッ

チは自身へのダイヤルイン接続を切断し、下表で定義されたエントリーの一つにダイヤルバック

接続します。 

 

項目 説明 

Enable Fixed Number Dial 

Back 

（固定番号へのダイヤル

バックを有効にする） 

このラジオボタンが選択されていると、IP-KVM スイッチは着電が

あった際に、モデム接続を切断し、ここで設定された電話番号の

モデムにダイヤルバック接続します。「Phone Number」（電話番号）

欄には、IP-KVM スイッチにダイヤルバックさせたい番号を入力し

てください。 

Enable Flexible Dial Back 

（フレキシブルダイヤルバ

ックを有効にする） 

このボタンを選択すると、IP-KVM スイッチは任意のモデムにダイ

ヤルバックできます。 

 

1. ユーザーが「Password」（パスワード）欄に指定しなければなら

ないパスワードを入力してください。 

2. IP-KVM スイッチのモデムに接続する際には、ダイヤルバック

接続先となる電話番号を「Username」（ユーザーネーム）欄

に、また、パスワードを「Password」（パスワード）欄にそれぞれ

指定します。 
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ダイヤルアウトの有効化 

 ダイヤルアウト機能を使用する場合は、ISP(インターネットサービスプロバイダー)と契約を結び、

この ISP で発行されたアカウントにモデムを使ってダイヤルアップ接続してください。このセクショ

ンにある項目の詳細は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

ISP Settings 

（ISP の設定） 

ISP への接続に使用する、電話番号、アカウントネーム(ユーザーネー

ム)、パスワードをそれぞれ該当欄に入力してください。 

Dial Out Schedule 

（ダイヤルアウト 

スケジュール） 

ISP 接続で IP-KVM スイッチがダイヤルアウトする回数を設定します。 

◆ 「Every」（繰り返し）のラジオボタンを選択すると隣にあるリストが有

効になり、1～4 時間ごとに定時で実行するように設定できます。 

 例えば、2 時間ごとに設定した場合、IP-KVM スイッチは次の

00 分(例 現在 13:10 の場合は、14:00 にダイヤルを開始)か

ら 2 時間おきにダイヤルアウト接続を行います。 

 決まったスケジュールで IP-KVM スイッチにダイヤルアウト接

続しない場合は、リストから「Never」（なし）を選択してくださ

い。 

◆ 「Daily」（毎日）のラジオボタンを選択すると、指定された時刻に日

時でダイヤルアウト接続を行います。時刻の時・分をセミコロン(前

後にはスペース不要)で区切り、「hh:mm」のフォーマットで設定し

てください(設定例 09:18)。 

◆ 「PPP online time」（PPP オンライン時間）欄では、セッションが終了

し、モデムとの接続を切断するまで ISP 接続のオンライン状態を持

続する時間を設定します。0を設定すると、常にオンラインになりま

す。 

Emergency Dial Out 

（緊急ダイヤルアウト） 

IP-KVM スイッチがネットワークから切断された場合や、ネットワークが

ダウンした場合に、この機能を使うと、ISP のダイヤルアップ接続でオン

ラインにできます。 

◆ 「PPP stays online until network recovery」（ネットワーク回復まで

PPP がオンラインを持続する）のラジオボタンを選択すると、ネット

ワークが復旧するか IP-KVM スイッチがネットワークに再接続する

まで ISP への PPP 接続が持続します。 

◆ 「PPP online time」（PPP オンライン時間）のラジオボタンを選択す

ると、ここで設定した時間が経過した後に ISPへの接続が終了しま

す。0 を設定すると、常にオンラインになります。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Dial Out Mail Configuration 

（ダイヤルアウトメール設定） 

このセクションでは、IP-KVM スイッチのポートに接続した機器に

おける問題の発生を通知するメールに関連したパラメーターを

設定できます(p.210「SMTP 設定」参照)。 

 

注意：このメール通知機能は、社内のメールサーバーではなく

ISP のメールサーバーを使って処理を行うため、p.210 で説明し

た SMTP 設定での通知機能とは若干異なります。 

 

◆ 「SMTP Server IP Address」（SMTP サーバーIP アドレス）欄

に、お使いの SMTP サーバーの IPv4 アドレス、IPv6 アドレ

ス、ドメイン名のいずれかを入力してください。 

◆ 「Email From」欄に、SMTP サーバーの責任者またはアドミ

ニストレーターと同等の権限を持ったユーザーのメールアド

レスを入力してください。 

◆ 「To」欄に、レポートの宛先となるメールアドレスを入力して

ください。複数のアドレスに送信する場合は、コンマまたは

セミコロンでアドレスを区切ってください。 

◆ サーバーに SSL 接続する必要がある場合は、「SMTP 

server requires secure connection (SSL)」（SMTP サーバー

はセキュアな接続が必要）の項目にチェックを入れてくださ

い。 

◆ サーバーで認証が必要とされる場合は、「SMTP server 

requires authentication」（SMTP サーバーは認証が必要）の

項目にチェックを入れて、認証に適切なアカウント名とパス

ワードを該当欄に入力してください。 

 

 項目への入力・設定が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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セキュリティー 

 「Security」（セキュリティー）メニューは 7 つのメインパネルから構成されています。これらのパネル

については、後のセクションで説明します。 
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ログイン失敗 

セキュリティーを強化するために、このセクションでは、ユーザーのログイン失敗を処理する際

に適用するポリシーを設定できます。 

 

 

これらのポリシーを設定する場合は、「Enable」（有効にする）の項目にチェックを入れてください

(デフォルトではこの項目にチェックが入っています)。各項目が表す内容は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

Allowed 

（許可） 

リモートコンピューターからのログイン連続試行可能回数を設定しま

す。デフォルトでは 5 回に設定されています。 

Timeout 

（タイムアウト） 

ログイン連続試行可能回数を超えてしまった場合に、次のログイン

までに待機しなければならない時間を設定します。デフォルトでは 3

分に設定されています。 

Lock Client PC 

（ロッククライアント PC） 

この項目にチェックが入っていると、ログイン連続試行回数を超えて

しまった場合に、そのコンピューターは自動的に締め出され、その

コンピューターからのログインは拒否されてしまいます。デフォルト

ではこの項目にチェックが入っています。 

 

注意：この機能はクライアントコンピューターの IP アドレスに基づい

て処理されています。IP アドレスが変更されると、このコンピュータ

ーはロックされなくなります。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Lock Account 

（ロックアカウント） 

この項目にチェックが入っていると、ログイン連続試行回数を超えて

しまった場合に、そのアカウントは自動的に締め出され、ログインが

拒否されてしまいます。ログイン連続試行回数を超えてしまったユ

ーザーネームとパスワードではログインできません。デフォルトでは

この項目にチェックが入っています。 

 

注意： このセクションの項目が未設定の場合、ユーザーは無制限で何度でもログインが

試行できてしまいます。セキュリティーを維持するために、この機能を有効にし、ロ

ックアウトポリシーを設定してください。 
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フィルター 

 

 

◆ IP/MAC フィルター 

IP/MAC フィルター機能は、IP-KVM スイッチへの接続を試みるコンピューターの IP アドレ

スや MAC アドレスに基づいて、アクセスを制御するものです。フィルターは IP と MAC の各

フィルターで、それぞれ最大 100 項目作成できます。フィルターを設定すると、IP フィルタ

ーは上部のリストボックスに、MAC フィルターは下部のリストボックスに、それぞれ表示され

ます。 

 

IP フィルターの機能を有効にする場合は「Enable IP Filter」（IP フィルター有効）の項目を、

また、MAC フィルターの機能を有効にする場合は「Enable MAC Filter」（MAC フィルター

有効）の項目をクリックして、それぞれチェックを入れてください。 

 

 「Include」（含む）ラジオボタンが選択されている場合は、指定のアドレスもしくは指定範囲

内のアドレスからの IP-KVM スイッチへのアクセスを許可します。それ以外のアドレスから

のアクセスはすべて拒否されます。 

 「Exclude」（除く）ボタンが選択されている場合は、指定のアドレスもしくは指定範囲内の

アドレスからの IP-KVM スイッチへのアクセスを拒否します。それ以外のアドレスからのア

クセスはすべて許可されます。 
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◆ フィルター項目の追加 

IP アドレスのフィルター項目は以下の手順で追加してください。 

1. 「Add」（追加）ボタンをクリックしてください。このボタンをクリックすると下図のようなダイア

ログが表示されます。 

 

2. IPv4 アドレスと IPv6 アドレスのどちらでフィルターを掛けるかをラジオボタンで指定してく

ださい。 

3. 「From」欄にフィルタリングの対象となる IP アドレスを入力してください。 

 IP アドレスが 1 つだけの場合は、「Single IP」（単独 IP）の項目にチェックを入れてく

ださい。 

 複数の IP アドレスの範囲を指定する場合は、その範囲の始点となる IP アドレスを

「From」欄に、終点となる IP アドレスを「To」欄にそれぞれ入力してください。 

注意： アプリケーション GUI では上記の方法で操作できます。ブラウザーGUI

をお使いの場合、下記の点が異なります。 

1. IPv4 アドレスと IPv6 アドレスを選択できるラジオボタンは表示され

ず、IPv4 の「From」欄と「To」欄のみ表示されます。 

2. 「Single IP」（単独 IP）のチェックボックスは表示されません。IPv4 アド

レスを 1 つだけフィルタリングする場合は、「From」欄と「To」欄に同

じ IP アドレスを入力してください。 

 

4. IP アドレスを入力したら、「OK」ボタンをクリックしてください。 

5. 他にもフィルター項目がある場合は、上記手順の操作を繰り返して設定してください。 
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MAC アドレスのフィルター項目は以下の手順で追加してください。 

1. 「Add」（追加）ボタンをクリックしてください。このボタンをクリックすると下図のようなダイア

ログが表示されます。 

 

2. MAC アドレスを入力したら、「OK」ボタンをクリックしてください。 

3. 他にもフィルター項目がある場合は、上記手順の操作を繰り返して設定してください。 

 

◆ IP アドレスと MAC アドレスの設定が一致しない場合 

あるコンピューターが IPアドレスによるフィルタリングではアクセスが許可されているにもかかわ

らず、MAC アドレスによるフィルタリングではアクセスが禁止されているといったように、フィル

タリングの内容に矛盾がある場合、そのコンピューターからのアクセスはブロックされます。 

 

◆ フィルターの変更 

フィルターを変更する場合は、対象となる項目を IP フィルターリスト、または MAC フィルターリ

ストのボックスから選択し、「Modify」（変更）ボタンをクリックしてください。フィルター追加時に

表示されるダイアログと同様のダイアログが表示されますので、新しいアドレスに変更してくだ

さい。 

 

◆ フィルターの削除 

フィルターを削除する場合は、対象となる項目を IP フィルターリスト、または MAC フィルターリ

ストのボックスから選択し、「Delete」（削除）ボタンをクリックしてください。 
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ログイン文字列 

スーパーアドミニストレーターは、「Login String」（ログイン文字列）の項目を使って、ユーザーが

ウェブブラウザーでアクセスする際に IP アドレス以外に必要となるログイン文字列を設定します。 

 

例えば、IP-KVM スイッチに「192.168.0.126」という IP アドレスが、また、ログイン文字列に

「abcdefg」という文字列がそれぞれ設定されている環境では、アドレスバーに下記の URL を入力し

てアクセスします。 

 192.168.0.126/ abcdefg 

 

注意： 1. IP アドレスとログイン文字列の間はスラッシュ( / )で区切ってください。 

2. ログイン文字列が未設定の場合、IP-KVM スイッチの IP アドレスを指定するだ

けで、誰でもログイン画面にアクセスできてしまいます。セキュリティーレベルを

維持するためには、この文字列の設定を推奨します。 

 

このログイン文字列は、半角文字を使用して入力してください。入力可能な文字の種類は下記

のとおりです。 

 
また、下記の文字は使用できません。 

  

 半角スペース 

 アクセント付き文字や複合文字 (  ) 

 

セキュリティーを維持するために、この文字列を定期的に変更することを推奨します。 
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暗号化 

 

 

 KN1108VA/KN1116VA では、キーボード・マウス、ビデオ、バーチャルメディアの各信号の暗号

化の形式を個別に設定できます。これらの信号はそれぞれ、DES、3DES、AES、RC4、ランダムの

各暗号化方式を、単独で、または組み合わせて使用できます。 

 

暗号化機能を有効にすると、システムパフォーマンスに影響を与え、暗号化を複雑にするほどリ

モートアクセスからの反応速度が遅くなるなど、安全性の確保と引き換えにシステムにもたらす弊害

も大きくなります。暗号化を有効にする場合は、以下の点を考慮して設定してください。 

 

◆ システムパフォーマンスに与える影響は、RC4、DES、3DES、AES の順に大きくなります。 

◆ 暗号化の組み合わせのうち、RC4 と DES の組み合わせが最もシステムに与える影響が小さい

です。 

 

  



230 

 

セキュリティーレベル 

セキュリティーを強化するために、「High」（高）、「Medium-high」（中高）、「Medium」（中）または

「Custom」（カスタム）のラジオボタンを選択してください。 

 

  

1. High（高） - SSHv2、HTTPS(TLS v1.2)を除く、すべてのサービスを無効にします。 

2. Medium-high（中高） - SSHv2 を有効にし、HTTPS を HTTPS、HTTPS（TSL v1.2）、ICMP に

リダイレクトします。 

3. Medium（中） - SSHv2 を有効にし、HTTPS を HTTPS、HTTPS（TSL v1.0、1.1、1.2）、ICMP

にリダイレクトします（デフォルト）。 

4. Custom（カスタム） - 次のセキュリティーオプションから適用したい項目にチェックを入れてく

ださい。 

◆ ICMP サービスを有効にする 

◆ SNMP サービスを有効にする 

◆ Telnet サービスを有効にする 

◆ SSH セッションを有効にする 

◆ HTTP セッションを有効にする 

◆ HTTPS セッションを有効にする(「TLS1.2」、「TLS1.0,1.1,1.2」のいずれかから選択) 
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動作モード 

 

 このセクションにおける各項目の内容は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

Enable FIPS 

（FIPS を有効にする） 

この項目にチェックを入れると、FIPS 140-2 Level 1 セキュリテ

ィー規格を有効にします。 

Enable Multiuser Operation 

（マルチユーザーオペレーシ

ョンを有効にする） 

この項目を有効にすると、最大 32 ユーザーが同時ログインし、

リモートバスを共有できます。この項目が無効の場合、一度に

ログインできるのは 1 ユーザーだけです。デフォルトでは有効

に設定されています。 

Enable Virtual Media Write 

（バーチャルメディア書き込み

を有効にする） 

この項目を有効にすると、ユーザーシステムでリダイレクトされ

たバーチャルメディアデバイスからリモートサーバーにデータ

を送信したり、リモートサーバーからのデータをこれらのデバイ

スに書き込んだりできます。 

Enable Local Virtual Media 

（ローカルバーチャルメディア

を有効にする） 

この項目を有効にすると、IP-KVM スイッチに接続した USB ス

トレージデバイス(CD、DVD、ハードディスク、フラッシュメモリな

ど)を、リモートサーバーにマウントできます。 

Disable Authentication 

（認証を無効にする） 

この項目を有効にすると、ユーザーのログイン認証を行いま

せん。ユーザーは、ユーザーネームとパスワードを入力する

だけで、アドミニストレーターとしてアクセスできます。 

 

注意：この設定はセキュリティー面において極めて危険な影響

を及ぼすことがありますので、特別な環境以外では設定しない

ようにしてください。 
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プライベート証明書 

SSL 接続でログインすると、ユーザーが意図するサイトにログインしようとしているかを検証する

ために署名済み証明書を使用します。デフォルトの ATEN 証明書を使うのではなく、このセクシ

ョンで自分のプライベート暗号キーと署名済み証明書を使うように設定することで、セキュリティ

ーを強化できます。 

 

プライベート証明書を発行するには、自己署名された証明書を作成する方法と、サードパー

ティーの証明局(CA)によって署名された証明書をインポートする方法の 2 つの方法があります。 

 

◆ 自己署名済み証明書の作成 

自己署名済み証明書を作成する場合は、「openssl.exe」というフリーツールをインターネットで

ダウンロードして使うことができます。OpenSSL を使って自身のプライベートキーと SSL 証明書

を作成する方法の詳細については p.304「自己署名(プライベート)証明書」をご参照ください。 

 

◆ CA 署名済み SSL サーバー証明書の取得 

セキュリティーを強化するために、サードパーティーの認証局(CA)によって署名された証明

書を使うことを推奨します。サードパーティーによって署名された証明書を取得する場合は、

認証局のウェブサイトにアクセスし、SSL 証明書を申請してください。CA から証明書が送ら

れてきたら、お使いのコンピューターのハードディスクドライブの適当なフォルダーに保存し

てください。 

 

◆ プライベート証明書のインポート 

プライベート証明書をインポートする場合は、下記の手順に従って操作してください。 

1. 「Private Key」（プライベートキー）の隣にある「参照」ボタンをクリックして、ダイアログから

プライベート暗号キーのファイルがあるフォルダーに移動し、このファイルを選択してくだ

さい。 

2. 「Certificate」（証明書）の隣にある「参照」ボタンをクリックして、ダイアログから証明書

のファイルがあるフォルダーに移動し、このファイルを選択してください。 

3. 「Upload」（アップロード）ボタンをクリックして操作を完了してください。 



233 

注意： 1. 「Restore Default」（デフォルト設定の復元）ボタンをクリックすると、デバイ

スは、デフォルトの ATEN 証明書を使うようになります。 

2. プライベート暗号キーと署名済み証明書は同時にインポートしてくださ

い。 

 

CSR 証明書署名要求 

 このセクションでは、CA に署名された SSL サーバー証明書の取得およびインストールを行うこと

ができます。 

 

 

 操作方法は下記のとおりです。 

 

1. 「Create CSR」（証明書署名要求を生成する）ボタンをクリックしてください。このボタンをクリック

すると、下図のようなダイアログが表示されます。 
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2. 下表の例を参考にしながら、お使いの環境で有効な値をダイアログの項目に入力してくださ

い。 

項目 例 

Country（国名） 

(2 バイトコード) 

TW 

State or Province 

（都道府県） 

Taiwan 

Locality 

（市区町村） 

Taipei 

Organization 

（組織/会社） 

Your Company, Ltd. 

Unit 

（部署） 

Techdoc Department 

Common Name 

（コモンネーム） 

mycompany.com 

 

注意：ここには証明書を有効にしたいサイトのドメイン名

を正しく入力してください。例えば、サイトのドメイン名が

「www.mycompany.com」の場合、「mycompany.com」だけ

を設定しても、その証明書は有効になりません。 

Email Address 

（メールアドレス） 

administrator@yourcompany.com 

 

3. 項目への入力が終わったら(全項目入力必須)、「Create」（生成）ボタンをクリックしてください。 

このボタンをクリックすると、先ほど入力した情報に基づいて作成された自己署名証明書が、

IP-KVM スイッチ本体の内部に保存されます。 

 

4. 「Get CSR」（CSR を取得する）ボタンをクリックし、証明書ファイル(csr.cer)を、お使いのコンピュ

ーターの適当な場所に保存してください。 

このファイルは、サードパーティーCA に署名済み SSL 証明書の申請を行う際に提出するもの

です。 
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5. CA から証明書が送られてきたら、このファイルをお使いのコンピューターの適当な場所に保

存してください。「参照」ボタンでファイルを探し、「Upload」（アップロード）ボタンでこのファイル

を IP-KVM スイッチ本体の内部に保存してください。 

注意： ファイルをアップロードすると、IP-KVM スイッチ側でこのファイルをチェック

し、特定の情報が一致するか確認します。情報が一致している場合は、ファ

イルが受け入れられますが、一致しない場合は却下されます。 

 

 ドメイン名の変更で新しい証明書が必要になったなどの理由で証明書を削除する場合は、

「Remove CSR」（証明書署名要求を削除する）ボタンをクリックしてください。 
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日付と時刻 

このメニューでは、製品内部の日付や時刻に関する項目の設定を行います。 

 

 

 

項目の設定は、以下の内容に従って行ってください。 

 

タイムゾーン 

◆ IP-KVM スイッチがセットアップされている場所のタイムゾーンを設定する場合は、現在の設置

場所から最も近いものを「Time Zone」（タイムゾーン）のリストボックスの中から選択してください。 

◆ IP-KVM スイッチをお使いの地域でサマータイムが導入されている場合は、「Daylight Saving 

Time」（サマータイム）の項目にチェックを入れてください。 
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日付 

◆ ドロップダウンリストから適切な月を選択してください。 

◆ 前の年に移動する場合は「＜」を、次の年に移動する場合は「＞」をそれぞれクリックしてく

ださい。 

◆ 表示されたカレンダーから適切な日を選択してください。 

◆ 時刻は、24 時間制で「HH:MM:SS」のフォーマットで「時間」欄に入力してください。 

◆ 設定内容を保存する場合は「「Set」（同期）ボタンをクリックしてください。 

 

ネットワーク時間 

時刻をネットワークタイムサーバーに自動同期させる場合は、下記の手順に従って操作してく

ださい。 

 

1. 「Enable auto adjustment」（自動調整を有効にする）の項目にチェックを入れてください。 

 

2. 「Preferred time server」（プライマリータイムサーバー）リストから、お使いの環境に適したプ

ライマリータイムサーバーを選択してください。 

- または - 

「Preferred custom server IP」（プライマリーカスタムサーバーIP）の項目にチェックを入れて、

使用するタイムサーバーの IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、ドメイン名のいずれかを入力してく

ださい。 

 

3. 代替タイムサーバーを設定する場合は、「Alternate time server」（代替タイムサーバー）の

項目にチェックを入れて、手順 2 の要領で代替タイムサーバーの項目を設定してください。 

 

4. 何日おきに同期を実行するかを「Adjust time every」（次の期間毎に時間を調整する）の欄

に入力してください。 

 

5. 時刻調整をすぐに実行する場合は、「Adjust Time Now」（今すぐ時間を調整する）ボタンを

クリックしてください。 
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PoN デバイス 

 

設定画面 

 PoN デバイスをサイドバーで選択すると、下図のような設定画面が表示されます。ここで使用する

スクリーンショットは、あくまで参照用です。また、KN1108VA/KN1116VA のウェブ GUI アイコンは、

新しいファームウェアバージョンで変更になる可能性があります。 

 

ブラウザーGUI 
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アプリケーション GUI 

 

 

アウトレットの設定 

 この画面で設定できるアウトレットのパラメーターは p.171 の表に記載されているものと同じです。 

 

◆ 設定リストをクリックして、お使いの環境に適したものを選択してください。 

◆ 複数のアウトレットを同時に設定する場合は、対象となるアウトレットの前にあるボックスにチェ

ックを入れてください。そのうちの一つの設定を変更すると、選択済みのアウトレットに新しい

設定内容を適用します。 

◆ すべてのアウトレットを同時に設定したい場合は、対象となる PoN デバイス名の前にあるボック

スにチェックを入れてください。すべてのアウトレットが選択済みになります。そのうちの一つの

設定を変更すると、すべてのアウトレットに新しい設定内容を適用します。 
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ブレードサーバー 

 

設定画面 

 スーパーアドミニストレーターで操作している時に、サイドバーからブレードサーバーを選択すると、

下図のような設定画面が表示されます。 

 

ブラウザーGUI 
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アプリケーション GUI 

 

 

ブレードサーバーの設定 

ブレードサーバーの追加 

 新しいブレードサーバーを設定する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. サイドバーからアイコンを選択し、メインパネルで「Add」（追加）ボタンをクリックしてください。

「Step1」タブが選択された状態で、「Setup Blade Server」（ブレードサーバーの設定）ダイアロ

グが表示されます。 
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2. 下表を参考にしながら、各項目に値を入力してください。 

項目 説明 

Server Model 

（サーバーモデル） 

ブレードサーバーのシャーシモデルをリストから選択してくださ

い。お使いのブレードサーバーの機種が、サポートサーバー

のリストにない場合は、代理店にご相談ください。 

Include KVM 

（KVM を含める） 

この項目は読み取り専用ですので、設定変更はできません。

サーバーが KVM 機能をサポートしている場合、この項目にチ

ェックが入ります。 

Server Name 

（サーバー名） 

識別のために、サーバーに名前を設定できます。 

Server IP 

（サーバーIP） 

シリアル接続(Telnet または SSH)経由でサーバーにアクセスす

る場合は、サーバーの IP アドレス(IPv4、IPv6、ドメイン名)をこ

の欄に入力してください。 

(表は次のページに続きます)  
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項目 説明 

Service Port 

（サービスポート） 

シリアルアクセスに使うポート番号を入力してください。 

User Name 

（ユーザーネーム） 

シリアルアクセスの認証に必要なユーザーネームを入力してく

ださい。 

Password 

（パスワード） 

シリアルアクセスの認証に必要なパスワードを入力してくださ

い。 

Scan Interval 

（スキャンインターバル） 

IP-KVM スイッチがサーバーをスキャンするインターバル時間

です。 

Timeout 

（タイムアウト） 

IP-KVM スイッチがスキャンを停止するまでにサーバーからの

応答を待機する時間です。 

Web URL ブラウザー経由でサーバーにアクセスする場合は、サーバー

の IP アドレス(IPv4、IPv6、ドメイン名)をこの欄に入力してくださ

い。 

Login Name 

（ログインネーム） 

ブラウザー認証で必要となるユーザーネームを入力してくださ

い。 

Login Password 

（ログインパスワード） 

ブラウザー認証で必要となるパスワードを入力してください。 

 

3. 項目への入力が完了したら、「Next」（次へ）ボタンをクリックしてください。このボタンをクリック

すると、「Step2」タブが表示された状態でダイアログが表示されます。 

 

4. 「Step2」タブには、組み込まれているブレードの数など、ブレードサーバーの設定概要が表示

されます。ブレードサーバーを追加したい場合は、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 

 

ブレードサーバーの変更・削除 

◆ ブレードサーバーの設定を変更する場合は、対象となるブレードサーバーをサイドバーから選

択し、「Modify」（変更）ボタンをクリックし、「Setup Blade Server」（ブレードサーバーの設定）ダ

イアログで変更を加えてください。 

◆ ブレードサーバーを削除する場合は、対象となるブレードサーバーをサイドバーから選択し、

「Delete」（削除）ボタンをクリックしてください。 
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ウェブアクセス 

 ブレードサーバーにアクセスする場合は、対象となるブレードサーバーをサイドバーから選択し、

「Access Web」（ウェブにアクセス）ボタンをクリックしてください。 
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第 9 章 

ログ 
概要 

 

 IP-KVM スイッチは、そのユニットで検知したイベントをログに記録します。ログの内容を確認する

場合は、「Log」(ログ)タブをクリックしてください。タブをクリックすると、下図のようにデバイスのログ

情報が表示されます。 

 

ブラウザーGUI 
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アプリケーション GUI 
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ログ情報 

 

 「Log Information」（ログ情報）メニューでは、IP-KVM スイッチで検知されたイベントが表示され、

イベントの時刻、重要度、ユーザーの概要、および、それぞれの説明が表示されます。列の見出し

をクリックすると、その項目で並べ替えを変更します。 

 

 ログファイルは、最大 512 件のイベントを記録します。イベント数が 512 件に達すると、新しいイベ

ントが発生した際に、一番古いイベントから消去されます。また、KVM 本体の電源を OFF にすると、

すべてのログが消去されます。画面下部にあるボタンの詳細は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

Pause 

（ポーズ） 

このボタンをクリックすると、新しいイベントの表示を中断しま

す。表示が一時停止されると、ボタンの表示は「Resume」（レジ

ューム）に切り替わります。イベントの表示を再開する場合は、

この「Resume」（レジューム）ボタンをクリックしてください。一時

停止中のログは記録されません。 

Clear Log 

（ログのクリア） 

ログファイルの内容を消去します。 

Export Log 

（ログのエクスポート） 

ログの内容をお使いのコンピューター上にファイルとして保存

します。 

Filter 

（フィルター） 

日付や特定の文字列などでイベントを検索します(次のセクショ

ンに記載)。 

 

フィルター 

 この機能を使うと、表示されるログイベント情報を、発生時間、メッセージに含まれているキーワー

ド、ユーザーネームなどの条件で絞り込むことができます。この機能を呼び出すと、画面下部に下

図のようなメニューが表示されます。 
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 この画面に表示される各項目の内容は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

Time 

（時間） 

特定の時間に発生したイベントを検索します。指定できる条件

は下記のとおりです。 

 

Today Only（本日のみ）：現在の日付で発生したイベントのみ

表示します。 

 

Device Time（デバイス時刻）：製品本体で設定された時刻に基

づいてイベントを表示します。 

 

Start Date/Time（開始日付/時刻）：特定の日時から現在の間

に発生したイベントを検索します。アプリケーション GUI の場

合、チェックボックスにチェックを入れると、カレンダーコントロ

ールが表示されますので、開始日時を設定してください。ここ

で指定された日時から現在までの間に発生した全イベントが

表示されます。 

ブラウザーインターフェースの場合、チェックボックスにチェック

を入れ、テキストボックスをクリックすると、カレンダーコントロー

ルが表示されます。日時を選択したら、カレンダーパネルの右

下にある「A」アイコンをクリックしてください。 

 

End Date/Time（終了日付/時刻）：特定の期間に発生したイベ

ントを検索します。最初に、「Start Date/Time」(開始日付/時

刻、上記参照)を選択したら、「End Date/Time」（終了日付/時

刻）の隣にあるチェックボックスにチェックを入れて、終了日時

を設定してください。 

ブラウザーインターフェースの場合、チェックボックスにチェック

を入れ、テキストボックスをクリックすると、カレンダーコントロー

ルが表示されます。日時を選択したら、カレンダーパネルの右

下にある「A」アイコンをクリックしてください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Information 

（通知） 

特定のキーワードを含むイベントを検索します。キーワードは

テキストボックスに入力してください。その文字列を含むイベン

トだけが表示されます。ここでは、ワイルドカード(1 文字の場合

は?、複数の文字の場合は*)や、「or」キーワードを使うことがで

きます。 

例 1：「h*ds」という文字列を指定した場合、「hands」と「hoods」

がヒットします。 

例 2：「h?nd」という文字列を指定した場合、「hand」と「hind」がヒ

ットしますが、「hard」はヒットしません。 

例 3：「h*ds or h*ks」という文字列を指定した場合、「hands」と

「hooks」がヒットします。 

User 

（ユーザー） 

特定のユーザーに関連するイベントを検索します。この条件で

検索する場合は、「User」（ユーザー）チェックボックスにチェッ

クを入れ、テキストボックスに対象ユーザーのユーザーネーム

を入力して「Apply」（適用）ボタンをクリックしてください。この文

字列を含むユーザーネームに関連したイベントのみが表示さ

れます。 

 

注意：このチェックボックスにチェックが入っていない状態で検

索すると、検索結果の一覧に「User」（ユーザー）列が表示され

なくなります。 

Severity 

（重要度） 

イベントの重要度に基づいてイベントを検索します。イベントの

重要度が「Least」（少ない）の場合は青色で、「Most」（最大）の

場合は赤色でそれぞれ表示されます。 

この条件で検索する場合は、「Severity」（重要度）のチェックボ

ックスにチェックを入れてから、指定したい条件のチェックボッ

クスにチェックを入れてください(複数指定可能)。指定した重要

度に一致したイベントのみが表示されます。 

 

注意：このチェックボックスにチェックが入っていない状態で検

索すると、検索結果の一覧に「Severity」（重要度）列が表示さ

れなくなります。 

Apply 

（適用） 

指定された条件で検索を行います。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Reset 

（リセット） 

検索条件をデフォルトの状態に戻します。 

Exit 

（終了） 

ログフィルター機能を終了します。 
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通知設定 

 

 このメニューでは、イベントの通知に使用する外部ツールを設定できます。 

 

 

 

 イベント通知は、SNMP トラップ、SMTP、Syslog への送信、また、これら 3 つの方法の任意の組み

合わせを通じて行えます。チェックマーク()がついている場合、その列に記載されている方法でイ

ベントを通知します。また、×印が付いている場合、その通知機能は無効です。 

 

注意：  [Shift] キーや[Ctrl]キーを押しながらマウスをクリックすることで複数のイベント通

知の設定を同時に定義できます。各列の印をクリックすると、その列の設定内容を

同時に有効または無効に切り替えます。 

 

 

  



252 

第 10 章 

メンテナンス 
概要 

 

 「Maintenance」（ファームウェア）タブでは、ファームウェアのアップグレード、設定内容およびアカ

ウント情報のバックアップ・リストア、ping ネットワーク診断やデフォルト値への復元を行います。 

 

ブラウザーGUI 
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アプリケーション GUI 
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メインファームウェアのアップグレード 

 

 この機能を使うと、製品本体のメインファームウェアのアップグレードだけでなく、接続して使用し

ている電源管理ユニットやブレードサーバーのアップグレードも実行できます。ウェブサイトに公開

された新しいバージョンのファームウェアは、ダウンロードしてお使いいただけます。このサイトを定

期的にご確認いただき、最新のファームウェアにアップグレードしてください。 

 

 ファームウェアをアップグレードするには、下記の作業を行ってください。 

 

1. 弊社ウェブサイトから KN1108VA/KN1116VA の新しいファームウェアファイルをダウンロード

し、お使いのコンピューターのハードディスクの適当な場所に保存してください。 

2. リモートアクセスで IP-KVM スイッチにログインし、「Maintenance」（メンテナンス）タブをクリック

してください。「Upgrade Main Firmware」（メインファームウェアのアップグレード）メニューが表

示されます。ローカルコンソールでは更新ができないためご注意ください。 

 

3. 「参照…」ボタンをクリックし、手順 1 で保存したファイルをダイアログから選択してください。 

 

4. 「Upgrade Firmware」（ファームウェアアップグレード）ボタンをクリックし、アップグレードを実行

してください。 

◆ 「Check Main Firmware Version」（本体のファームウェアバージョンを確認する）の項目に

チェックが入っていると、現在使用しているファームウェアとインストールしようとしているフ

ァームウェアファイルとの間でバージョンの比較を行います。2 つのバージョンが同じ、も

しくは現在使用しているファームウェアのバージョンが同じである場合、メッセージが表示

され、アップグレードを続行するか中止するかの選択を促されます。 

◆ 「Check Main Firmware Version」（本体のファームウェアバージョンを確認する）の項目に

チェックが入っていない場合は、バージョンを比較せずにファームウェアをアップグレード

します。 

◆ アップグレードの進行状況は、ポップアップウィンドウで確認できます。 

◆ アップグレードに成功すると、製品本体が再起動します。 
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5. IP-KVM スイッチに再度ログインし、ファームウェアのバージョン情報が更新されているか確認

してください。 

 

注意： ファームウェアのアップグレードに失敗した場合は、下記の「ファームウェアアップグ

レードのリカバリー」をご参照の上、リカバリーを行ってください。 

 

 

ファームウェアアップグレードのリカバリー 

 

 IP-KVM スイッチのメインのファームウェアのアップグレードに失敗して機能不全などが見られた

場合は、以下の方法で問題が解決できるかお試しください。 

 

1. IP-KVM スイッチの電源を切ってください。 

2. リセットスイッチ（p.31 参照）を長押ししてください。 

3. リセットスイッチを押したまま、IP-KVM スイッチに電源を入れてください。 

 

 上記の操作によって、工場製造時に使用したベースメインファームウェアバージョンに戻ります。

IP-KVM スイッチの起動準備が整ったら、リモートアクセスでログインし、ファームウェアのアップグレ

ードを再度実行してください（p.254 参照）。 

 

  



256 

 

コンピューターモジュールのファームウェアアップグレード 

 

｢Upgrade Adapters｣（アダプターのアップグレード）メニューでは、コンピューターモジュールのフ

ァームウェアのバージョン情報の表示やアップグレード、また EDID 設定の変更が行えます。このセ

クションでは、コンピューターから給電されたコンピューターモジュールだけを参照できます。 

 

ブラウザーGUI 
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アプリケーション GUI 

 

 

コンピューターモジュールのアップグレード 

「Upgrade Adapters」（アダプターをアップグレードする）ボタンは、コンピューターモジュールのフ

ァームウェアをアップグレードする際に使用します。 

 

アップグレードを実行する場合は、以下の手順に従って操作してください。 

 

1. 「Maintenance」(ファームウェア)タブをクリックし、「Upgrade Adapters」（アダプターをアップグレ

ードする）メニューを選択してください。 

 

2. 「Adapter Firmware Info」（アダプターファームウェア情報）ボタンをクリックし、メインファームウ

ェアによって保存されているコンピューターモジュールのファームウェアバージョンを確認して

ください。メインファームウェアを更新している場合は、現在コンピューターモジュールにインス

トールされているバージョンよりも新しいバージョンのファームウェアが含まれていることがあり
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ます。 

 

3. コンピューターモジュールのファームウェア情報と、メインパネルの「F/W Version」（ファームウ

ェアバージョン）列に表示されているバージョンを比較して、メインファームウェアのバージョン

がコンピューターモジュールのバージョンよりも新しいか確認してください。 

 

4. メインパネルの「Name」（名前）列で、コンピューターモジュールのアップグレードを行うポート

にチェックを入れてください。 

 

5. 「Upgrade Adapters」（アダプターをアップグレードする）ボタンをクリックして、アップグレードを

開始してください。 

◆ 「Check Adapter Firmware Version」（モジュールのファームウェアバージョン確認）の項目

にチェックが入っていると、現在使用しているファームウェアとインストールしようとしている

ファームウェアファイルとの間でバージョンの比較を行います。2 つのバージョンが同じ、

もしくは現在使用しているファームウェアのバージョンの方が新しい場合、コンピューター

モジュールの「Progress」（状況）列にメッセージが表示され、ファームウェアの更新不要

のためアップグレードを中断するという内容のメッセージが表示されます。 

◆ 「Check Adapter Firmware Version」（モジュールのファームウェアバージョン確認）の項

目にチェックが入っていない場合は、バージョンを比較せずにファームウェアを強制的に

書き込み施行します。ただし、バージョンによっては書き込みに失敗する場合がありま

す。 

◆ アップグレードに成功すると、新しく適用されたファームウェアのバージョンが表示されま

す。 

 

注意： 1. コンピューターモジュールは古いファームウェアバージョンでも動作する場合

がありますが、予期せぬ不具合を回避するために、IP-KVM スイッチのメインフ

ァームウェアに適したバージョンにアップグレードすることを推奨します。 

2. コンピューターモジュールを追加する際には、本体のバージョンが最新である

か確認した上で使用してください。 

3. ファームウェアのアップグレードに失敗した際のリカバリーの方法については

p.256「コンピューターモジュールのファームウェアアップグレードリカバリー」を

ご参照ください。 
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モジュールのファームウェア情報 

 「Adapter Firmware Info」（モジュールのファームウェア情報）ボタンを押すと、IP-KVM スイッチ本

体に保存されているコンピューターモジュールのファームウェアの一覧が表示されます。この情報

を使用して、接続しているコンピューターモジュールの F/W バージョンと比較できます。最適な互

換性を得るため、IP-KVM スイッチのメインファームウェアに合わせてアップグレードすることを推奨

します。 

 

ブラウザーGUI 
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アプリケーション GUI 
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情報の表示 

 「Display Information」（情報の表示）ボタンをクリックすると、ローカルに接続されたモニターの

EDID 情報を取得して、下図のような画面に表示します。 

 

ブラウザーGUI 

 

 

アプリケーション GUI 
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モジュール表示情報の更新 

 「Update Adapter Display Info」（モジュール表示情報の更新）ボタンをクリックすると、ローカルモ

ニターの EDID 情報を照会して、コンピューターモジュールに記録することができます。EDID とは、

各 CPU ポートに接続しているサーバーが起動したり画面表示をしたりする際に、コンピューターモ

ジュールから取得するディスプレイの解像度情報です。 

 

ブラウザーGUI 

 

 

アプリケーション GUI 
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 「Display Information」（ディスプレイ情報）ボタンをクリックして、ローカルモニターの優先解像度

（オプション）を取得し、これを「Select Preferred Resolution」（優先解像度を選択する）ドロップダウ

ンメニューで適用してから、「Write」（書き込む）をクリックしてください。IP-KVM スイッチのローカル

コンソールにディスプレイを接続していない場合は、本体内蔵の汎用 EDID（デフォルト EDID）がコ

ンピューターモジュールに書き込まれます。 

 

コンピューターモジュールのファームウェア 

アップグレードリカバリー 

 

 コンピューターモジュールのファームウェアのアップグレードに失敗し、そのモジュールが使用で

きなくなってしまった場合は、以下のリカバリー方法で問題が解決する場合があります。 

 

1. コンピューターモジュールをコンピューターから外してください。 

2. RJ-45 ポートの隣にあるファームウェアアップグレードリカバリースイッチを「RECOVER」の位置

にスライドさせてください。 

3. コンピューターモジュールをコンピューターに接続し直して給電してください。 

4. コンピューターモジュールのファームウェアアップグレードの手順を繰り返してください。 

5. コンピューターモジュールのアップグレードに成功したら、コンピューターからコンピューター

モジュールを外し、ファームウェアアップグレードリカバリースイッチを「NORMAL」の位置に戻

してから、コンピューターモジュールを接続し直してください。 
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バックアップ/復元 

 

 ブラウザーのメニューバーから「Backup/Restore 」（バックアップ/復元）を選択すると、

KN1108VA/KN1116VA の設定とユーザープロファイルの情報のバックアップを作成できます。 

 

 

 

バックアップ 

 デバイスの設定のバックアップを作成する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 「Password」（パスワード）の項目に、ファイルのリストアに必要となるパスワードを入力してくださ

い。 

注意： 1. パスワードの設定は任意です。パスワードを設定しない場合、ファイル

はパスワードなしでリストアされます。 

2. パスワードを設定する場合、リストアの際にこのパスワードが必要になり

ますので、忘れないように記録しておいてください。 

2. 「Backup」（バックアップ）ボタンをクリックしてください。 

3. ブラウザーからファイルの保存方法を問うダイアログが表示された場合は、「保存」を選択し、

お使いのコンピューターのドライブの適当な場所に保存してください。 
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リストア 

 バックアップの内容をリストアする場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 「参照…」ボタンをクリックし、バックアップファイルが保存されているフォルダーを選択してくだ

さい。 

注意： デフォルトで設定されたファイル名を変更しても、新しい名前でそのままお使

いいただけますので、元の名前に変更する必要はありません。 

 

2. バックアップファイルの作成時にパスワードを設定している場合は、「Password」（パスワード）

欄に、そのパスワードと同じ文字列を入力してください。 

 

3. ファイルに保存された内容のうち、リストアしたい項目にチェックを入れてください。 

 

4. 「Restore」（復元）ボタンをクリックしてください。 

ファイルがリストアされると、処理に成功したという内容のメッセージが表示されます。 
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ターミナル 

 

 このメニューで提供されるコマンドラインを使うと、ターミナルのようなインターフェース経由でオプ

ションを実行できます。 

 

 

 使用できるコマンドは下記のとおりです。 

◆ BLADEDEBUG → ブレードサーバーのトラブルシューティングを行います。 

◆ CLS → 画面をクリアします。 

◆ ENABLERC4 → RC4 による暗号化を有効にします。 

◆ ENABLESSLV2 → SSLv2 プロトコルを有効にします。 

◆ ENABLESSLV3 → SSLv3 プロトコルを有効にします。 

◆ ENABLETLSV1.0 → TLSv1.0 プロトコルを有効/無効にします。 

◆ ENABLETLSV1.1 → TLSv1.1 プロトコルを有効/無効にします。 

◆ GET → 現在の設定情報を取得します。 

◆ HELP → コマンドのヘルプ情報を提供します。 

◆ LDAPDEBUG → LDAP 通信のトラブルシューティングを行います。 

◆ NETINFO → ネットワーク統計情報を表示します。 

◆ PING → ping ホスト情報を表示します。 

◆ SETLDAPMEMBER → LDAP メンバーの新しい値を設定します。 

◆ SETLDAPMEMBEROF → LDAP の memberof の新しい値を設定します。 

◆ SETPROMPT → プロンプト文字列を設定します。 

◆ SETSSLCIPHER → SSL 暗号化文字列を設定します。 

◆ SOCKINFO → ソケット通信の情報を表示します。 

◆ TRACERT → trace route 情報を表示します。 

◆ SETSSH → SSH サービスを有効/無効にします。 

◆ SETTELNET → Telnet サービスを有効/無効にします。 
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デフォルト値の復元 

 

 このメニューを使うと、IP-KVM スイッチ上で変更された設定情報を工場出荷時のデフォルト設定

に戻すことができます。 

 

 

 この画面では下記の機能が実行できます。 

 

ポートネームのクリア 

 「Clear Port Names」（ポートネームのクリア）ボタンをクリックすると、そのポートに割り当てられたポ

ートネームを削除します。 

 

デフォルト設定に戻す 

 「Reset Default Values」（デフォルト設定に戻す）ボタンをクリックすると、「Device Management」(デ

バイス管理)タブにおける設定項目(ポートネーム以外)や、ネットワーク転送速度の変更を取り消し、

これらのパラメーターを工場出荷時のデフォルト設定に戻します。 

 

終了時にリセット 

 この項目にチェックを入れて「Apply」（適用）をクリックしログアウトすると、IP-KVM スイッチが自動

的にソフトウェアの再起動を行い、再起動後に新しい設定を反映します（再起動は約 30～60 秒ほ

どお待ちください)。 
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 IP-KVM スイッチの IP アドレスを変更する（p.205 参照）と、チェックボックスには自動的にチェック

が入り、ログアウトした際に製品本体のリセットを行います。ログアウトする前にこのチェックを外して

しまうと、IP アドレスの変更が適用されず、変更前の IP アドレスが引き続き有効になります。 

 

注意： ユーザーで設定を変更しても、他のアカウントでログインしても、IP 設定が変更され

ていないように見えることがあります。これは、複数ユーザーの同時設定操作による

設定内容の破綻を回避するため、設定を反映させるまでに意図的に数分間遅延す

るようにしているためです。このため、ネットワーク設定をすぐに反映させたい場合

は、「Reset on exit」（終了時にリセット）を使って、ソフトウェアを再起動してください。 
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第 11 章 

ダウンロード 
概要 

 

 「Download」(ダウンロード)タブでは、アプリケーション版の WindowsClient、JavaClient、ログサー

バーの各ツールをダウンロードできます。 

 

 

 

 ダウンロードしたいプログラムをクリックし、お使いのハードディスクの適当な場所に保存して、そこ

からこのプログラムを起動してください。 
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第 12 章 

ポート操作 
概要 

 

IP-KVM スイッチに正常にログインすると(p.61 参照)、「Port Access」(ポートアクセス)タブの接続

画面に遷移します。このとき、サイドバーではログインした IP-KVM スイッチが選択されています。 

 

 

 

注意： 1. WindowsClient と JavaClient を AP プログラムで起動し、画面の上部中央にマ

ウスカーソルを移動すると、コントロールパネルが表示されます。コントロールパ

ネルに関する詳細は p.82 をご参照ください。 

2. 「Port Access」(ポートアクセス)タブの「Connections」（接続）メニューに関する

詳細は、p.136「KVM デバイスとポート – 接続画面」をご参照ください。 
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ポートへの接続 

 

 ユーザーがアクセスできるポートはすべて、ページの左側にあるサイドバーに一覧表示されます。 

 

 

 ポートに接続すると、ビューアを自動または手動で選択できます。 

 

自動選択：（サイドバーで）ポートをダブルクリックするか、ポートを選択してから「Connect」（接続）を

クリックしてください。 

◆ システムは「User Preferences」（ユーザー設定）画面の「Viewer」（ビューア）オプションから、優

先ビューアを自動的に選択します。詳細は、p.75「ビューアの環境設定」を参照してください。 

 

手動選択：「Connect」（接続）ボタンの右側にあるドロップダウンメニューをクリックし、優先ビューア

を選択してください。 
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 ポートを切り替えると、選択したビューアの画面がモニターに表示され、キーボードやマウスから

の入力がリモートサーバーに送られます。 
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ポートツールバー 

 

 IP-KVM スイッチのローカルコンソールには、切り替え操作に役立つツールバーがあります。

WindowsClient や JavaClient でもコントロールパネルとは別に利用できます。ツールバーを起動す

る場合は、GUI ホットキー([Scroll Lock]キーまたは[Ctrl]キー)を 2 回押してください。画面左上に下

図のようなツールバーが表示されます。 

 

 

 

 「ID Display」（ID 表示、p.73 参照）の項目で選択された値に応じて、ポートナンバーやポートネー

ムがツールバーの右に表示されます。ツールバー上の各アイコンの内容については p.274 の表を

ご参照ください。 

 

 ツールバーにマウスとキーボードの入力が表示されている場合、ポートに接続されているサーバ

ーには影響しません。そのコンピューターでの操作を実行する場合は、「×」のアイコンをクリックし

てツールバーを閉じてください。 

 

 「Port Access」(ポートアクセス)タブの「Connections」（接続）メニューに戻る場合は、このメニュー

のアイコン(p.274 参照)をクリックするか、もう一度 GUI ホットキーを押してください。 

 

注意： 1. ツールバーの透明度は設定で変更可能です（p.87 参照）。 

2. ツールバーの機能はコントロールパネルにもあります。コントロールパネル

(p.82 参照)でこれらを有効にした場合は、ツールバー(p.74 参照)を無効にでき

ます。ツールバーが無効になっている場合に「Port Access」(ポートアクセス)の

「Connections」（接続）メニューを呼び出すには、GUI ホットキーを 2 回押してく

ださい。 
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ツールバーアイコン 

 ツールバーにおける各アイコンの詳細は下表のとおりです。 

 

アイコン 機能 

 

「Port Access」(ポートアクセス)タブを呼び出すことなく、現在の機器構成

における、最初にアクセス可能なポートに移動します。 

 

「Port Access」(ポートアクセス)タブを呼び出すことなく、一つ前のアクセス

可能なポートに移動します。 

 

オートスキャンモードを開始します。IP-KVMスイッチは、オートスキャンの

対象となるポートを、ポート選択とフィルター機能（p.130 参照）の条件に

従って自動的に切り替えます。これによって、コンピューターを手動で切

り替えることなく、継続してポートの状態を監視できます。 

 

「Port Access」(ポートアクセス)タブを呼び出すことなく、次のアクセス可能

なポートに移動します。 

 

「Port Access」(ポートアクセス)タブを呼び出すことなく、現在の機器構成

における、最後にアクセス可能なポートに移動します。 

 

「Port Access」(ポートアクセス)タブを呼び出します。 

 

キーボード・マウスのブロードキャスト機能が有効になっていると、このブ

ロードキャストアイコンが表示されます（p.202「操作モード」参照）。このア

イコンをクリックすると、サイドバーに表示されている接続サーバーすべて

に対して、キー入力とマウス操作をブロードキャストします。ブロードキャス

トの対象となるサーバーは、サイドバー下部にあるフィルター機能の条件

を使って絞り込むことができます（p.130「フィルター」参照）。ブロードキャ

ストの最中には、「×」印がついたブロードキャストアイコンが表示されま

す。ブロードキャストを終了するには、ブロードキャストアイコンをもう一度

クリックしてください。 

 

ツールバーを終了します。 

 

パネルアレイモードを起動します（p.279 参照）。 

（表は次のページに続きます） 
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アイコン 機能 

 

ポートとコンピューターモジュールの接続に使用されている Cat 5e/6 ケ

ーブルの長さを定義します。このアイコンをクリックすると、ケーブルの長

さに応じた選択値を順番に切り替えます。 

Short（ショート） ： 25m 未満 

Medium（ミディアム） ： 20～35m 

Long（ロング） ： 35m 以上 
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ツールバーホットキーによるポート切り替え 

 ツールバーが表示されると、キーボード操作で次の機能が利用できます。 

 

◆ ポートナンバーを入力し[Enter]キーを押すことでポートに直接移動 

◆ オートスキャン（自動切り替えモード） 

◆ スキップモード（カーソルキー操作による即時切り替えモード） 

 

 オートスキャンのホットキーは[A]キーおよび [P]キーを、また、スキップモードのホットキーはカー

ソルキーをそれぞれ使用します。 

 

注意： 1. これらの操作を実行するには、ツールバーを表示しておく必要があります

(p.273 参照)。 

2. PC の操作に戻る場合は、[Esc]キーでツールバーを閉じてください。 

3. オートスキャンモードが複数ユーザーの操作に影響する問題についてはp.282

をご参照ください。 

 

オートスキャン 

 スキャン機能は、アカウントに応じてアクセス可能なすべてのポートを自動的に巡回し切り替える

ため、監視などの用途に最適です。また、ユーザーはサイドバーのツリーでフィルター機能を利用

することでスキャン対象となるポートの数を制限することも可能です。詳細は、p.136 「KVM デバイ

ス・ポート-接続画面」および p.130「フィルター」を参照してください。 

 

 スキャンインターバルの設定 

オートスキャンで各ポートを表示する時間は「Scan Duration」（スキャンインターバル）の項目で

設定できます(p.243 参照)。 

 

 オートスキャンの起動 

ツールバーを表示したまま、[A]キーを押すと、オートスキャンを起動します。オートスキャンは、

現在の機器構成において最初のポートから順にポートを切り替える機能です。ポート ID の前

に S が付いているポートは、オートスキャンモードでアクセス中のポートです。 
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 オートスキャンの一時停止 

 オートスキャン中に[P]キーを押すと、スキャンが一時停止し、現在のコンピューターの画

面が表示されます。この間、ポート ID の前に S マークが点滅します。 

 一時停止した場合、次回のスキャンはそのポートから再開されます（オートスキャンを終

了した場合は最初のポートから再開されます）。 

 スキャンを再開するには、[Esc]キーとスペースキー以外の任意のキーを押してください。 

 

 オートスキャンの終了 

 オートスキャン中はキーボード操作が無効になります。 

 通常通りに使用したい場合は、[Esc]キーまたはスペースキーを押してオートスキャンを終

了してください。 

 終了するとスキャンも停止します。 

 

スキップモード 

スキップモードでは、カーソルキー（上下左右）でポートを手動切り替えできます。 

オートスキャンと異なり、自動切り替えや時間制限はなく、任意のポートを表示し続けられます。

各キーの機能は以下の表を参照してください。 

 

カーソルキー 動作 

← 現在のポートから、一つ前のアクセス可能ポートに移動します。 

→ 現在のポートから、次のアクセス可能ポートに移動します。 

↑ 
現在のポートから、現在の機器構成で最初にアクセス可能なポートに移

動します。 

↓ 
現在のポートから、現在の機器構成で最後にアクセス可能なポートに移

動します。 
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ポートアクセスタブの再呼び出し 

 ツールバーを終了し、「Port Access」(ポートアクセス)タブに再度アクセスする場合は、以下のい

ずれかの方法で操作してください。 

 

◆ [Esc]キーを 1 回押してキャンセルします。 

◆ コントロールパネルから「Port Access」(ポートアクセス)タブを呼び出すアイコン（p.274 参照）を

クリックします。 

◆ ツールバーを終了しない方法であれば、[Scroll Lock]を 1 回押すと「Port Access」（ポートアク

セス）画面に戻ります。 

 

 ツールバーが終了すると、「Port Access」(ポートアクセス)タブが表示されます。 

 

GUI ホットキー一覧表 

 下表は、ポートアクセス後の GUI ホットキーの動作についてまとめたものです。 

 

目的 操作 

ツールバーを開く GUI ホットキーを 2 回押す。 

「Port Access」(ポートアクセ

ス)タブを開く 

ツールバーが表示されている場合 GUI ホットキーを 1 回押す。 

ツールバーが表示されていない場合 GUI ホットキーを 3 回押す。 
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パネルアレイモード 

 

 ツールバーのパネルアイコンをクリックすると、パネルアレイモードを起動します。このモードでは、

画面が最大 64 分割され、KVM スイッチに接続された各コンピューターの画面が一度に表示されま

す。 

 

 

◆ 各パネルは、左上から左→右、上→下の順に、KVM スイッチのポートプレビューを表示します。 

◆ 表示パネルの数は、パネルアレイツールバーの「Show More Ports」または「Show Fewer Ports」

で増減できます。(p.280 参照)。 

◆ パネルアレイモードが起動すると、フィルター機能でオートスキャン用に選択された各ポートを

スキャンします(p.130 参照)。スキャンすると、選択中のポートの枠線が強調表示されます。 

◆ ユーザーがアクセス可能なポートのみが表示されます。アクセスできないポートの場合、パネ

ルはスキップまたは黒画面のままとなります。 

◆ ポートに接続されているサーバーがオンラインの場合、その画面はパネルに表示されます。オ

ンライン以外の場合、パネルは黒画面で表示されます。 

◆ パネルにマウスカーソルを移動させると、そのポートに関する情報(ポートネーム、オンライン状

況、ポートアクセスの状況、解像度)が表示されます。 
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パネルをクリックすると、「Port Access」タブと同様に、そのポートのコンピューターにアクセスでき

ます。サーバーの切り替え操作も同様です。 

 

パネルアレイツールバー 

 パネルアレイモードの操作は、画面上部中央に表示されるパネルアレイツールバーから行えます。

ツールバーはドラッグで移動可能で、各アイコンにマウスを乗せると、機能の概要がツールチップ

に表示されます。各アイコンの機能は下表を参照してください。 

 

アイコン 機能 

 

ツールバーを移動させる場合は、このアイコンをクリックしてドラッグしてく

ださい。 

注意：このアイコンは WindowsClient でのみ使用できます。JavaClient の

ツールバーを移動させたい場合は、ツールバーのアイコンのない部分を

クリックしてドラッグしてください。 

 

現在表示中のパネルでスキャンを一時停止します。 

 

4 つ前のパネルに移動します。 

 

1 つ前のパネルに移動します。 

 

次のパネルに移動します。 

 

4 つ後ろのパネルに移動します。 

 

Show More Ports ： 画面に表示するパネルの数を増やします。 

 

Show Fewer Ports ： 画面に表示するパネルの数を減らします。 

（表は次のページに続きます） 
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アイコン 機能 

 

アスペクト比 4:3 に切り替えます。 

 

パネルアレイモードを終了します。 

 

注意： バスを使用しているメンバーがパネルアレイモードを実行していると、個別バス切り

替えは機能しなくなります。パネルアレイモードの実行が複数ユーザーの操作に与

える影響については p.282 をご参照ください。 
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マルチユーザーによる操作 

 

 本製品はマルチユーザーによる操作に対応しています。複数のユーザーがクライアントコンピュ

ーターから同時にアクセスした場合における優先順位に関するルールは下表のとおりです。 

 

操作 ルール 

通常操作時 ローカルコンソールとリモートアクセスには、それぞれ 1 つのバ

スが割り当てられます。ユーザーのバス割り当て方法は、次の

「ユーザーとバス」セクションを参照してください。各ユーザーは

独立したメニュー画面を開けます。 

オートスキャンモード実行中 あるリモートユーザーがオートスキャン中に、別のユーザーが同

じバスにログオンすると、最初は通常画面が表示されますが、

ポートにアクセスするとオートスキャンに切り替わります。メニュ

ー画面からオートスキャンを終了すれば、モードは停止し、同じ

バスにいる他のユーザーはその時点で表示されていたポート

に切り替わります。 

パネルアレイモード実行中 ◆ ハードウェアの仕様上、ローカルコンソールがパネルアレ

イモードを使用するとリモートユーザーのバスを使用して、

パネルアレイビューを表示させます。 

◆ ローカルコンソールでパネルアレイモードを使用している

時に、リモートユーザーがログオン後にポートにアクセスす

るとパネルアレイモードでの表示になります。これはローカ

ルコンソールがリモートユーザーのバスを使用してパネル

アレイモードを実行しているためです。パネルアレイを終

了させると通常のポートアクセスが出来ます。 

◆ パネルアレイモードは、そのモードを最初に起動したユー

ザーが停止するまで継続しますが、アドミニストレーターは

パネルアレイモードを優先的に操作できます。 

◆ パネルアレイモードの実行ユーザーだけがスキップモード

(p.277 参照)を実行できます。 

(表は次のページに続きます) 

  



283 

 

操作 ルール 

パネルアレイモード実行中 

(続き) 

◆ パネルアレイモードの実行ユーザーだけがポートを切り替

えられます。その他のユーザーは、パネルアレイモードの

実行ユーザーが選択したポートに自動的に切り替わります

が、そのポートへのアクセス権限のないユーザーはポート

を参照できません。 

◆ 各ユーザーはパネルアレイモードで参照するパネルの数

を増減できますが、パネルの数を減らすと画質が劣る場合

があります。 

 

ユーザーとバス 

◆ KN1108VA/KN1116VA は個別バス切り替えに対応しており、他のユーザーに影響を与えず

にポートを切り替えられます。例えば、リモートアクセスとローカルコンソールが同時にアクセス

している時に、リモートアクセスユーザーだけ別のバスのポートに切り替えると、そのユーザー

だけが新しいバスを使用し、ローカルコンソールのユーザーは元のバス(選択ポート)での操作

を続けられます。ただし、KN1108VA/KN1116VA はリモートアクセスは 1 バスだけしか使えな

いため、他のユーザーも一緒に切り替わるまたは、最初にアクセスしたリモートアクセスユーザ

ーがセッションを終了するまでは切り替えが出来ない制限(firstlogin transfer 機能を参照)が発

生します。 

◆ ローカルコンソールユーザーがオートスキャンモードまたはパネルアレイモードを実行している

場合、リモートアクセスユーザーは個別にバス切り替えはできません。パネルアレイがバスを使

用するため、オートスキャンのような自動切換えの挙動となります。 
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第 13 章 

ログサーバー 
 

 Windows 用アプリ「ログサーバー」は、KN1108VA/KN1116VA 本体で検知したイベントを記録し、

検索可能なデータベースに書き込む管理ユーティリティーです。本章ではログサーバーのインスト

ール方法および設定方法について説明します。 

 

インストール 

 

1. ログサーバーとして使用するコンピューターで、ウェブブラウザーを使って IP-KVM スイッチに

ログインしてください(p.62 参照)。 

2. 画面上部の「Download」(ダウンロード)タブをクリックし、ログサーバープログラムをダウンロード

してください。 

3. ログサーバーをダウンロードしたフォルダーに移動し、「LogSetup.exe」のアイコンをダブルクリ

ックしてください。この操作で WindowsClient の接続画面が起動します。 

注意： ブラウザーからファイルを実行できない場合、ファイルをディスクに保存し、

ディスクからファイルを実行するようにしてください。 

 

以下のようなログサーバーのインストーラーの画面が表示されます。 

 

4. 「Next」（次へ）ボタンをクリックし、インストーラーの画面の指示に従ってインストールしてくださ

い。インストールが完了すると、ログサーバーのアイコンがお使いのコンピューターのデスクトッ

プ上に作成されます。  
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ログサーバーの起動 

 

 ログサーバーを起動する場合は、ログサーバーのアイコンをダブルクリックするか、コマンドライン

からログサーバーのフルパスを入力して実行してください。ログサーバーを起動すると以下のような

画面が表示されます。 

 

 

注意： 1. ログサーバーとして使用するコンピューターの MAC アドレスを、事前に

KN1108VA/KN1116VA の ANMS メニューで設定しておく必要があります。 

2. ログサーバーを使用する場合、Microsoft Jet OLEDB 4.0 ドライバーがインスト

ールされている必要があります。 

 

 この画面は以下の 3 つの部分から構成されています。 

◆ 上部のメニューバー 

◆ 中央の製品一覧表示パネル 

◆ 下部のイベントリストパネル 

 

 これらは以下のセクションで詳しく説明していきます。 
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メニューバー 

 

 メニューバーは以下の 4 項目から構成されています。 

◆ Configure（設定） 

◆ Events（イベント） 

◆ Options（オプション） 

◆ Help（ヘルプ） 

 

 これらは以下のセクションで詳しく説明していきます。 

 

注意： メニューバーが無効になっているように見える場合は、一覧のウィンドウをクリックし

て手前に表示することで有効にしてください。 

 

設定 

「Configure」（設定）メニューには、「Add」（追加）、「Edit」（変更）、「Delete」（削除）の 3 つの項目

があります。リストに複数の IP-KVMスイッチを追加したり、リストにある IP-KVMスイッチの情報を編

集したり、リストから IP-KVM スイッチを削除したりするために使用します。 

 

◆ 一覧に KN1108VA/KN1116VA を追加する場合は「Add」（追加）をクリックしてください。 

◆ 一覧表示された機器を編集する場合は「Edit」（変更）を、また、削除する場合は「Delete」（削

除）をそれぞれクリックしてください。 

 

 「Add」（追加）または「Edit」（変更）を選択すると、以下のようなダイアログが表示されます。 
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 ダイアログ内における各項目の詳細は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

Address 

（アドレス） 

ログサーバーが稼働しているコンピューターの IP アドレスまたは DNS

名(ネットワーク管理者によって DNS 名が設定されている場合)を入力

します。 

Port 

（ポート） 

「Device Management」（デバイス管理）でログサーバーに割り当てられ

たポートナンバーを入力します。 

Description 

（説明） 

機器の補足説明を入力します。 

Limit 

（期限） 

ログサーバー内にイベントを保管する日数を設定します。ここで設定し

た日数が経過すると、メンテナンス機能で削除できます。 

Enable automatic 

export for every 

（次の期間ごとに 

自動エクスポートする） 

この項目にチェックを入れ、日数を入力すると、その日数ごとにログサ

ーバーがログファイルにログを自動エクスポートします。「参照」をクリッ

クして、ログファイルの保存先となるフォルダーを選択してください。 

 

 項目の入力または編集が終わった場合は、「OK」ボタンをクリックして操作を終了してください。 

 

イベント 

 「Events」（イベント）メニューは、「Search」（検索）、「Maintenance」（メンテナンス）の各メニューから

構成されています。 

 

検索 

 「Search」（検索）メニューでは、特定の単語や文字列を含むイベントを検索できます。このメニュ

ーを開くと、以下のような画面が表示されます。 
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 画面の各項目の詳細は下表のとおりです。 

 

項目 説明 

Search Options 

（検索オプション） 

検索範囲のオプションを選択するラジオボタンを提供し

ます。 

 New Search 

（新しい検索） 

この項目が選択されると、選択された機器に対して、デ

ータベース内の全イベントを対象に検索します。 

Search last results 

（前回の結果から検索） 

前回の検索結果を対象に二次検索を行います。 

Search excluding last results 

（前回の結果以外から検索） 

前回の検索結果以外を対象に二次検索を行います。 

Server List 

（サーバーリスト） 

IP-KVM スイッチは IP アドレスにしたがって一覧表示さ

れます。検索の対象となる機器をこの一覧から選択して

ください。ここでは複数の機器を選択することも可能で

す。機器が選択されていない場合は、すべての機器を

対象に検索を行います。 

Priority 

（優先度） 

表示する検索結果の詳細の度合いを設定します。

「Least」を選択すると概要を、「Most」を選択すると詳細

をそれぞれ表示します。結果表示の色分けはそれぞ

れ、「Least」は黒、「Less」は青、「Most」は赤となってお

ります。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Start Date 

（開始日） 

検索の対象となる期間の開始日(日付)を設定します。

YYYY/MM/DD のフォーマットで入力してください。例：

2009/11/04 

Start Time 

（開始時刻） 

検索の対象となる期間の開始日(時刻)を設定します。

HH:MM:SS のフォーマットで入力してください。 

End Date 

（終了日） 

検索の対象となる期間の終了日(日付)を設定します。

YYYY/MM/DD のフォーマットで入力してください。 

End Time 

（終了時刻） 

検索の対象となる期間の終了日(時刻)を設定します。

HH:MM:SS のフォーマットで入力してください。 

Pattern 

（パターン） 

検索したい文字列を指定します。ワイルドカード(%)を使

った検索にも対応しています。例えば、「h%ds」という文

字列を検索すると、「hands」と「hoods」の 2 件がヒットしま

す。 

Results 

（結果） 

条件に合致するイベントが一覧表示されます。 

Search 

（検索） 

検索を開始します。 

Print 

（印刷） 

検索結果を印刷します。 

Export 

（エクスポート） 

検索結果をファイルに保存します。 

Exit 

（終了） 

ログサーバーを終了します。 

 

メンテナンス 

 管理者は、このメニューからデータベースを手動でメンテナンスできます（例：期限内のレコードの

削除など）。  
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オプション 

 「Network Retry」（ネットワーク再試行）の項目では、接続に失敗した場合にログサーバーが再接

続まで待機する時間(秒)を設定できます。この項目をクリックすると、以下のようなダイアログが表示

されます。 

 

 

秒数を入力したら、「OK」ボタンをクリックしてダイアログを終了してください。 

 

ヘルプ 

 Windows のオンラインヘルプファイルを呼び出す場合は、「Help」（ヘルプ）メニューの「Contents」

（コンテンツ）サブメニューをクリックしてください。ヘルプファイルには、ログサーバーのセットアップ、

操作、トラブルシューティングの各方法について記載されています。 
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ログサーバーメイン画面 

 

概要 

 ログサーバーのメイン画面は 2 つのメインパネルに分かれています。 

◆ 上部のリストパネルには、ログサーバーで記録対象となっているすべての機器が表示されます。 

◆ 下部のイベントパネルには、選択中の機器の情報が表示されます（選択機器は反転表示され

ます）。 

◆ 一覧から機器を選択する場合は、対象となる機器の行を選択してください。 
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リストパネル 

 リストパネルには以下の項目が表示されます。 

項目 説明 

ID ログサーバーに追加されているデバイスを一覧表示します。チェックボックスを使う

と、ログを参照したいデバイスを選択できます。 

State 

（状態） 

デバイスの ID 番号を表示し、ログサーバーがこの機器のログを記録するかを選択

します。ID のチェックボックスにチェックが入っていると、この欄には「Recording」

（記録中）と表示され、ログが記録されます。ID のチェックボックスにチェックが入っ

ていないと、この欄には「Paused」（一時停止）と表示され、ログは記録されません。 

 

注意：リスト上で選択されていない機器であっても、チェックボックスにチェックが入

っている場合、その機器はログサーバーのログ記録の対象となります。また、チェ

ックが外れている間は、ログサーバーでログが記録されません。 

Address 

（アドレス） 

ログサーバーへの登録時に設定された IP アドレスまたは DNS 名です。 

Port 

（ポート） 

機器に割り当てられたアクセスポートナンバーです。 

Connection 

（接続） 

◆ ログサーバーが機器に接続されている場合、この項目には「Connected」（接

続済み）と表示されます。 

◆ ログサーバーが接続されていない場合、この項目には「Waiting」（待機中）と

表示されます。これは、ログサーバーの MAC アドレスが正しく設定されてい

ないことを意味しますので、「Device Management」(デバイス管理)タブの

「ANMS」メニューで正しく設定してください。 

Days（日数） 記録されたイベントログがデータベース内に保存される期間を日数で表示します。 

Description 

（説明） 

機器をログサーバーに登録した時に設定した説明が表示されます。 

 

イベントパネル 

 下部パネルには、選択中の機器のイベントログが表示されます。リストパネルで選択されていなく

ても、「Recording」にチェックが入っていれば、その機器のログは記録されます。チェックが外れて

いる間は記録されず、再度有効にすると、その時点から記録が再開されます。 
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付録 
製品仕様 

 
 

KN1108VA KN1116VA 

コンピューター接続数 

ダイレクト 8 16 

最大 128（カスケード接続） 256（カスケード接続） 

コンソール接続数 

ローカル 1 

リモート 1 

コンピューター側 

対応インターフェース 

キーボード/マウス：PS/2、USB(Win、Mac、Oracle 社

SPARC(Sun))、シリアル 

コンソール側 

対応インターフェース 

キーボード/マウス：PS/2、USB 

ポート選択 プッシュボタン、ホットキー、GUI 

コネクター 

KVM ポート キーボード/マウス/モニター

/スピーカー/マイク：RJ-45 メ

ス×8 

キーボード/マウス/モニター

/スピーカー/マイク：RJ-45 メ

ス×16 

コンソールポート キーボード：USB Type-A メス×1、ミニ DIN 6 ピン メス×1 

マウス：USB Type-A メス×1、ミニ DIN 6 ピン メス×1 

モニター：D-sub 15 ピン メス×1 

スピーカー：ステレオミニジャック×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

電源 3 極 AC 電源ソケット（IEC 60320 C14)×2 

シリアル RJ-45 メス×2 

モデム RJ-45 メス×1 

LAN ポート RJ-45 メス×2 

PON RJ-45 メス×1 

USB ポート USB/バーチャルメディア：USB Type-A メス×3 

（表は次のページに続きます） 
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KN1108VA KN1116VA 

ラップトップ USB 

コンソール(LUC)ポート 

ミニ USB Type-B メス×1 

スイッチ 

ポート選択 プッシュボタン×2 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

電源 ロッカースイッチ×2 

LED 

オンライン 8（Green） 16（Green） 

電源 2（Blue） 

リンク 10 / 100 / 1000 

Mbps 

2（Red / Orange / Green） 

エミュレーション 

キーボード/マウス PS/2、USB 

スキャンインターバル 1～255 秒(ユーザー設定) 

最大入力電力定格 AC 100V～240V、50/60Hz、1.0A 

（日本仕様は PSE 対応 3P/100V 電源コードを 2 本同梱） 

消費電力 AC110V:13.6W:100BTU/h 

AC220V:14.5W:104BTU/h 

  

注意: 

 ワット単位の測定値は、

外部負荷がない場合の

装置の標準的な消費電

力を示します。 

 BTU/h 単位での測定

値は、デバイスに完全

に負荷がかかった状態

の消費電力を示しま

す。 

AC110V:14W:102BTU/h 

AC220V:15W:107BTU/h 

 

注意: 

 ワット単位の測定値は、

外部負荷がない場合の

装置の標準的な消費電

力を示します。 

 BTU/h 単位での測定

値は、デバイスに完全

に負荷がかかった状態

の消費電力を示しま

す。 

（表は次のページに続きます） 
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KN1108VA KN1116VA 

解像度 

ローカル 1920×1200@60Hz※ 

リモート 1920×1200@60Hz※ 

動作環境 

動作温度 0～40℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80% RH、結露なきこと 

本体 

ケース材料 メタル 

重量 3.52 kg ( 7.75 lb ) 3.56 kg ( 7.84 lb ) 

フェイスプレート サイズ 

(W×D×H) 

439×288×44 mm 
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IP アドレスの設定 

 

 管理者が初回ログインする際は、他のユーザーがネットワーク経由でアクセスできるよう、IP-KVM

スイッチに IP アドレスを設定する必要があります。設定方法は 3 通りありますが、いずれも使用する

PC が同じネットワークセグメントにあることを確認してください。ログイン後、スイッチ本体に固定 IP

を設定できます(p.202「操作モード」参照)。 

 

ローカルコンソール 

 最も簡単な IP アドレスの設定方法はローカルコンソールから設定する方法です。設定方法の詳

細については p.205「ネットワーク」をご参照ください。 

 

IP インストーラー 

Windows を使用している場合は、「IP インストーラー」ツールで IP-KVM スイッチに IP アドレスを設

定できます。ツールは弊社ウェブサイトの「サポートとダウンロード」ページから、製品型番で検索し

てダウンロードしてください。ダウンロード後は、案内に従って設定を行います。 

 

1. ダウンロードしたファイル「IPInstaller.zip」をお使いのコンピューター上の適当なフォルダーに

解凍してください。 

2. 手順 1 で IP インストーラーを解凍したフォルダーに移動し、IP インストーラーの実行ファイル

（IPInstaller.exe）を起動してください。以下のようなダイアログが表示されます。 
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3. 「Device List」（デバイスリスト）から IP アドレスを設定する機器を選択してください。 

注意： 1. 一覧に何も表示されない、また、対象となる機器が表示されない場合は、

「Enumerate」（一覧表示）をクリックして、「Device List」（デバイスリスト）を

更新してください。 

2. 一覧に複数のデバイスが表示されている場合は、製品本体に記載されて

いる MAC アドレスを使って識別してください。 

 

4. IP アドレスを自動取得する場合は「Obtain an IP address automatically (DHCP)」、固定 IP を

設定する場合は「Use the following IP address」を選択し、IP アドレス、サブネットマスク、ゲート

ウェイを入力してください。 

 

5. 「Set IP」（IP を設定する）ボタンをクリックしてください。 

 

6. IP アドレスを変更すると KN1108VA/KN1116VA 再起動します。再起動後に IP アドレスが

「Device List」（デバイスリスト）に表示されたら、IP アドレスが正しいことを確認してから「Exit」

（終了）ボタンをクリックしてください。IP インストーラーについての詳細は p.206 をご参照くださ

い。 
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ブラウザー 

1. リモートアクセスする PC の IP アドレスを「192.168.0.XXX」に設定してください（XXX は 1～255

の範囲で、60 以外の任意の値）。KN1108VA/KN1116VA に「10.0.6.x」のような IP が設定され

ている場合は、PC も「10.0.6.yyy」と同じネットワークセグメントにしてください。 

2. ウェブブラウザーのアドレスバーに KN1108VA/KN1116VA のデフォルト IP アドレス

(192.168.0.60)を指定してアクセスしてください。 

3. KN1108VA/KN1116VA が使用しているネットワークで有効な固定 IP アドレスを設定してくださ

い。 

 

必要であれば、手順 1 で設定を変更したコンピューターの IP アドレスをログアウト後に元の値

に戻してください。 
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IPv6 

 

 KN1108VA/KN1116VA は、IPv6 の「リンクローカルアドレス」と「ステートレス自動設定」、「ステ

ートフル自動設定(DHCPv6)」の 3 種類に対応しています。 

 

リンクローカルアドレス 

 製品本体に電源を入れると、自動的に IPv6 のリンクローカルアドレスが設定されます(例：

fe80::210:74ff:fe61:1ef)。このリンクローカルアドレスの内容を確認する場合は、IP-KVM スイッチ

に IPv4 のアドレスでログインし、「Device Management」（デバイス管理）→「Device Information」

（デバイス情報）メニューを開いてください。アドレスが「General」（全般）リスト(p.202 参照)に表示

されます。 

 

 製品本体の IPv6 アドレスの内容が確定すると、ブラウザーや Windows・Java の各クライアントソ

フトウェアからのログインにこのアドレスを使うことができます。 

 

 例えば、ブラウザーからログインする場合には、URL バーにアドレスを次のように入力してくだ

さい。 

 

 

 また、クライアントソフトウェアからログインする場合には、サーバーパネルの「IP」欄(p.63 参照)

でアドレスを次のように入力してください。 

 

 

 

注意： 1. IPv6 リンクローカルアドレスを使ってログインする場合は、クライアントコンピュ

ーターと IP-KVM スイッチを同一のローカルネットワークセグメントにセットアッ

プしてください。 

2. 「%5」の部分は、クライアントコンピューターによって使用される「%インターフェ

ース」です。クライアントコンピューターの IPv6 アドレスを確認する場合は、コマ

ンドラインから下記のコマンドを実行してください。 

   ipconfig /all 

「%」値は IPv6 アドレスの最後に現れます。 
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ステートレス自動設定 

 IP-KVM スイッチがセットアップされているネットワーク環境で、IPv6 ステートレス自動設定機能

に対応したデバイス(例：ルーター)を使用している場合、IP-KVM スイッチは、このデバイスから

プレフィックス情報を取得して、IPv6 アドレスを生成できます。例えば、「2001::74ff:fe6e:59」です。 

 

 先に述べたように、アドレスは「Device Management」（デバイス管理）→「Device Information」

（デバイス情報）メニューの「General」（全般）リスト(p.202 参照)に表示されます。 

 

 IP-KVM スイッチの IPv6 アドレスの内容が確定すると、ブラウザーや Windows・Java の各クライ

アントソフトウェアからログインする際に、このアドレスを使用できます。 

 

 例えば、ブラウザーからログインする場合には、URL バーにアドレスを次のように入力してくだ

さい。 

 

 

 また、クライアントソフトウェアからログインする場合には、「Server」（サーバー）パネルの「IP」欄

(p.63「WindowsClient 接続画面」参照)にアドレスを次のように入力してください。 
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信頼された証明書 

 

概要 

 ブラウザー経由で IP-KVM スイッチにログインすると、以下のようなセキュリティー警告ダイアロ

グが表示されます。また、デバイスの証明書の信頼性が低いため、操作を続行するかを問うメッ

セージが表示されます。 

 

 

 

この証明書は信頼できるものですが、証明書の名前が Microsoft の信頼された認証局のリスト

に存在しないため、このようなダイアログが表示されます。このダイアログには以下のいずれかの

方法で対応してください。 

 

1) ダイアログの警告を受け入れず、「Yes」ボタンを押して、処理を続行する。 

2) 証明書をインストールし、信頼できるものと認識させる。 

 

 別のユーザーのコンピューターから操作している場合は「Yes」ボタンを押して、この証明書

を現在のセッションでのみ受け入れてください。 

 ご自身のコンピューターから操作している場合は、証明書をお使いのコンピューターにイン

ストールしてください。証明書がインストールされると、信頼できる証明書として認識されま

す。方法の詳細については後述しますので、そちらをご参照ください。 
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証明書のインストール 

証明書のインストールは以下の手順で作業してください。 

 

1. 「セキュリティーの警告」ダイアログボックスで、「証明書の表示」ボタンをクリックします。これ

をクリックすると以下のような「証明書」ダイアログボックスが表示されます。 

 

注意： 上図内の赤い枠で囲まれている「×」の印は、この証明書は信頼できないと認

識されていることを表しています。 

 

2. 「証明書のインストール」ボタンをクリックします。 

3. インストールウィザードの指示に従って、インストールを進めていきます。特に不都合がない

場合は、デフォルト値でインストールをしてください。そうすると、以下のような警告ダイアロ

グが表示されます。 

 

4. ダイアログに表示されている「はい」ボタンを押してください 

5. ダイアログから「完了」ボタンを押してインストール作業を完了させてください。 

6. 「OK」ボタンを押すとダイアログが終了します。 
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証明書のインストール完了 

 この作業により、証明書は信頼できるものに変更されました。 

 

「証明書の表示」ボタンをクリックすると、インストール前に見られた「×」の印が消え、証明書

が信頼できるものであるというメッセージが表示されます。 
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自己署名(プライベート)証明書 

 

 オリジナルの自己署名暗号鍵や証明書を作成したい場合は、フリーツール「openssl.exe」をウェ

ブサイト(www.openssl.org)からダウンロードできます。オリジナルのプライベートキーや証明書を作

成する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. ダウンロードした openssl.exe を解凍したディレクトリーに移動してください。 

 

2. 以下のパラメーターを指定して openssl.exe を実行してください。 

 

 

注意： 1. 上記のコマンドは 1 行で入力してください。パラメーターの入力途中で

[Enter]キーを押さないでください。 

2. 入力値にスペースが含まれている場合は、その値をダブルクォートで

囲んでください。(例：”ATEN International”) 

 

 以下のパラメーターを使用して、作成時に入力するキーを少なくすることも可能です。 

 

      

 

 

例 

openssl req -new -newkey rsa:1024 -days 3653 -nodes -x509 -keyout CA.key  -out CA.cer -

config openssl.cnf -subj "/C=yourcountry/ST=yourstateorprovince/L=yourlocationor 

city/O=yourorganiztion/OU=yourorganizationalunit/CN=yourcommonname/emailAddress=name@

yourcompany.com" 

 

入力例 

openssl req -new -newkey rsa:1024 -days 3653 -nodes -x509 -keyout CA.key  -out CA.cer -

config openssl.cnf -subj "/C=CA/ST=BC/L=Richmond/O=ATEN 

International/OU=ATEN/CN=ATEN/emailAddress=eservice@aten.com.tw" 

  

http://www.openssl.org/
mailto:city/O=yourorganiztion/OU=yourorganizationalunit/CN=yourcommonname/emailAddress=name@yourcompany.com
mailto:city/O=yourorganiztion/OU=yourorganizationalunit/CN=yourcommonname/emailAddress=name@yourcompany.com
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ファイルのインポート 

 openssl.exe のプログラムが終了すると、このプログラムを実行したディレクトリーに「CA.key」(プラ

イベートキー) と「CA.cer」(自己署名済 SSL 証明書)という 2 つのファイルが作成されます。これらの

ファイルは、「Security」（セキュリティー）メニューの「Private Certificate」（プライベート認証）メニュー

でアップロードします（p.232 参照）。 
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トラブルシューティング 

 

管理 

問題 解決法 

ファームウェアをアップグレード後

も、ブラウザーでログインすると古

いバージョン情報が表示される 

製品本体には実際に新しいバージョンのファームウェアが適

用されていても、ウェブブラウザーにはキャッシュされたペー

ジが表示されている可能性があります。以下の方法でキャッ

シュをクリアして、再度ログインしてください。 

◆ IE をお使いの場合：[ツール]→[インターネットオプショ

ン]→[インターネット一時ファイル]→[ファイルの削除] 

◆ Firefox をお使いの場合：[ツール]→[プライバシー情報

の消去]  

KN1108VA/KN1116VA のデフォ

ルトのネットワーク設定が DHCP

であるにもかかわらず、ネットワー

クは固定アドレスを使用しており、

DHCP サーバーがない。 

ローカルコンソールから KN1108VA/KN1116VA に固定 IP ア

ドレスを設定してください。詳細については p.205 をご参照く

ださい。 

 

全般 

問題 解決法 

「ローカル」と「リモート」の概念が

よくわからない。 

詳細については p.17 をご参照ください。 

動作に異常が見られる。 IP-KVM スイッチのリセットボタンを短押しして、再起動してみ

てください(p.31参照)。また、機器類にアース線が外れていな

いかご確認ください 

マウスやキーボードが適切にリセ

ットされなかったため、反応が見

られない。 

コンソールポートに接続されているケーブルを一旦抜いて、

接続しなおしてください。 

(表は次のページに続きます) 
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問題 解決法 

製品本体をローカルリセット

したことにより、突然ネットワ

ークの通信が遮断される。 

IP-KVM スイッチとのセッションを終了し、30 秒程度待機してから

再ログインしてください。 

マウスのポインターがどちら

か分からなくなる 

ローカルとリモートの 2 つのマウスポインターが表示されて混乱す

る場合は、マウス表示の切り替え機能を使って片方のポインター

を小さくすることができます。詳細については p.98 をご参照くださ

い。 

英語以外の言語を入力する

と文字が表示されない。 

ローカル側とリモート側で OS キーボード言語が異なることに起因

します。ローカルとリモートの両方でキーボード言語の設定が同じ

であるか確認してください。 

Sun キーボードをエミュレート

していると、OK モードになら

ない（[Stop] [A]）。 

OK モードを開始するには、次の手順に従ってキー操作を行って

ください。 

1. [Ctrl]キーを押して、指を離してください。 

2. [T]キーを押したままにしてください。 

3. [A]キーを押したままにしてください。 

4. [T]キーと[A]キーから同時に指を離してください。 

セカンドコンソールモニター

にゴーストが映る。 

セカンドコンソールモニターと製品本体との距離が離れすぎてい

ます。VGA ケーブルの長さは最大 20m で、場合によっては、より

短いケーブルを使用する必要があります。現在のものより短く、適

切な長さの VGA ケーブルに交換してください。 

与えられたアカウントでログ

インできない。 

1. 正しいユーザーネームとパスワードを使用しているか確認し

てください。 

2. ログインした後に各サーバーへアクセスするために必要な権

限が、管理者から与えられているか確認してください。 

3. KN1108VA/KN1116VA が CC2000 で管理されている場合

は、以下のいずれかで対応してください。 1. IP-KVM スイッ

チ側で CC 管理設定を無効にする（p.215 参照） 2. CC サー

バー側で管理対象から除外する（詳細はCC2000のマニュア

ルを参照）。 

(表は次のページに続きます) 
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問題 解決法 

正しい IP アドレスとポー

ト番号を指定しても IP-

KVM スイッチにアクセス

できない。 

IP-KVM スイッチがルーターを超えた先にある場合は、ルーター側で

ポート転送(またはバーチャルサーバー)機能を設定しているか確認し

てください。ポート転送に関する詳細は p.325 をご参照ください。 

ウェブブラウザーからロ

グインした際に、「404 

Object Not Found」のエ

ラーが発生する。 

ログイン文字列が設定されている場合は、ウェブブラウザーでアクセス

する際に、IP-KVMスイッチの IPアドレスの後ろにスラッシュを続け、そ

の後ろに正しい文字列を入力してください(p.228 参照)。 

突然ネットワークの通信

が遮断される。 

IP-KVM スイッチとのセッションを終了し、30 秒程度待機してから再ロ

グインしてください。経由するネットワークスイッチやリモート端末の省

エネ設定を無効にするほか、一般のインターネット回線で接続してい

る場合は帯域保証型の回線に変えるなど対策を行ってください。 

クライアントコンピュータ

ーでリモートのサーバー

画面が表示されない。 

サーバーに接続しているコンピューターモジュールのファームウェアの

バージョンが、製品本体のメインファームウェアのバージョンと同じであ

るか確認してください。コンピューターモジュールのファームウェアアッ

プグレードの詳細については p.256 をご参照ください。 

サーバーの解像度を 1280×1024 以下に設定してください。 

クライアントコンピュータ

ーでリモートのサーバー

画面は表示されない

が、ローカルコンソール

でマウスは表示される。

ただし、このマウスをクリ

ックしても何の反応もな

い。 

左[Alt]キーを 1 度押してから、右[Alt]キーを 1 度押してください。 

クライアントコンピュータ

ーの表示に歪みが見ら

れ、自動同期を実行し

ても解決しない。 

解像度の異なるコンピューターが接続されているポートに一旦切り替

えてから、元のポートを表示し直してください。 

この方法でも解決しない場合は、そのポートに接続されているコンピュ

ーターの解像度とリフレッシュレートを変更してください。変更し終わっ

たら、新しい解像度に設定することも、元の解像度に戻すことも可能で

す。 

(表は次のページに続きます) 
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問題 解決法 

現在使用しているキー

ボードのロックキーの状

態とコントロールパネル

のロックキーLED ランプ

の状態が一致しない。 

ログイン直後、コントロールパネルの LED 表示がキーボードの状態と

一致しない場合があります。その際は、LED アイコンをクリックして手動

で同期してください。一度同期すれば、以後は自動で状態が反映され

ます。 

ログインすると、ウェブブ

ラウザー上に CA ルート

認証が信頼されていな

い、または、認証エラー

のメッセージが返ってく

る。 

証明書の名前が信頼済み証明書リストにないことに起因します。この

証明書は信頼できるものですので、これを受け入れてください。詳細

については p.301 をご参照ください。 

複数のユーザーで操作

している際に、操作中の

ポートに排他(ないしは

占有)の権限を持ってい

た に も か か わ ら ず 、

「Port Access」(ポートア

クセス)タブを呼び出し、

占有していたポートに戻

ると、別のユーザーに操

作権限が移っていた。

なぜこのような現象が起

こるのか？ 

メニュー画面からツリーで再度選択してポートに戻ろうとすると、再接

続の前にバスセッションを一旦解放します。別のユーザーがポートで

待機していた場合は、解放した時に次のユーザーに権限が移行しま

す。権限を保持したまま操作画面に戻る正しい方法は、「Port Access」

(ポートアクセス)メニューの右上にある「Close」(閉じる)ボタンをクリック

してください。 

IP インストーラーのデバ

イスリストに、ATEN IP-

KVM スイッチが一覧表

示されない。 

◆ 自動検出を正常に機能させるには、ネットワーク内でブロードキャ

スト機能が有効になっているか、またはファイアーウォールなどで

遮断していないか確認してください。 

◆ 自動検出が正常に機能するように、ファイアーウォールやウイル

ス対策ソフトウェアを一時的に無効にしてください。 

◆ ATEN IP-KVM スイッチと PC が同じネットワーク・セグメントにある

か確認してください。 
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マウス 

問題 解決法 

マウスやキーボードの操作に対

する反応がない。 

コンピューターモジュールのファームウェアのバージョンが製

品本体のメインファームウェアのバージョンと同じか確認して

ください。詳細は p.256 をご参照ください。 

IP-KVM スイッチのコンソールポートからデバイスを抜き差し

してみてください。 

マウスの追従が極端に遅い。 転送されるデータ量が多いため、マウスの表示が動作に追い

つかないことが考えられます。ビデオ品質を下げて（p.87 参

照）、データ転送量を減らして改善できるかお試しください。 

サーバーに接続すると、マウスポ

インターが 2 つ表示される。 

ポインターの種類は変更できます。詳細については p.115 を

ご参照ください。 

マウスポインターがシングルポイ

ンターモードの場合、コントロー

ルパネルにアクセスできない。 

コントロールパネルの起動直後に、ポインターをデュアルモ

ードに変更してください。 

なぜデュアルポインターモードが

あるのか？ 

リモートサーバーのポインターが実際に現在の場所にあるこ

とがわかるようにするためです。 

ネットワークのラグなどによって、マウスカーソルの遅延が発

生しても、目視でどれぐらいか確認するようになっています。 

マウスのポインターが 2 つあって

混乱する。 

ローカルとリモートの 2 つのマウスポインターが表示されて混

乱する場合は、マウス表示の切り替え機能を使って片方のポ

インターを小さくすることができます。マウス表示の切り替え機

能については p.98 を、また、マウスポインターの種類につい

ては p.115 をそれぞれご参照ください。 

(表は次のページに続きます) 
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問題 解決法 

Windowsにログインすると、ローカ

ル、リモートのマウスポインターが

同期しない。 

1. 「Mouse Sync Mode」（マウス同期モード）の設定状況を

確認してください（p.91 参照）。「Automatic」（自動）に設

定されている場合は、「Manual」（手動）に変更してくださ

い(マウス同期に関する詳細は p.93 を参照)。 

2. 「Manual」（手動）モードの場合は、自動同期機能を使っ

てローカルとリモートのモニターを同期させてください

(p.87 参照)。 

3. 上記の方法でも解決しない場合は、マウス調整機能

(p.99 参照)を使ってポインターを同期させてください。 

4. 上記の方法でも解決しない場合は、p.337 を参照にしな

がら、これ以外のマウス同期の方法を試してみてくださ

い。 

Mac にログインすると、ローカルと

リモートのマウスポインターが同

期しない。 

自動でマウス同期を行うには、「default」（デフォルト）または

「Mac2」に設定します。「default」（デフォルト）ではマウス同期

がうまくいかない場合は、「Mac2」に設定してみてください

(p.92 参照)。 

Sun にログインすると、ローカル、

リモートのマウスポインターが同

期しない。 

自動マウスダイナシンクによる同期は、Windows および

Mac(G4 以降)の USB マウスにのみ対応しています。Sun をお

使いの環境では、手動でポインターを同期させる必要があり

ます。詳細については、p.91「マウスダイナシンクモード」、

p.93「手動によるマウス同期」をご参照ください。 

上記の方法で同期したら、p.337「その他のマウス同期方法」

の「Sun/Linux」を参考にして、Sun 用の設定を行ってくださ

い。 

Linux にログインすると、ローカ

ル、リモートのマウスポインターが

同期しない。 

自動マウスダイナシンクによる同期は、Windows および

Mac(G4 以降)の USB マウスにのみ対応しています。Linux を

お使いの環境では、手動でポインターを同期させる必要があ

ります。詳細については、p.91「マウスダイナシンクモード」、

p. 93「手動によるマウス同期」、p.92「Mac/Linux」をお使いの

場合」をご参照ください。 

上記の方法で同期したら、p.337「その他のマウス同期方法」

の「Sun/Linux」を参考にして、Linux 用の設定を行ってくださ

い。 

（表は次のページに続きます） 
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問題 解決法 

IP-KVM ス イ ッ チ と

CS1308/CS1316 を KA7170 でカ

スケード接続すると、KA7170 の

オンライン LED が点滅し続けて、

カスケード接続できない。 

KA7170 を使って CS1308/CS1316 をカスケード接続する場

合、マウス同期モードを手動モードに設定する必要がありま

す。次の手順に従って作業を行い、カスケード接続を正しく

セットアップしてください。 

1. CS1308/CS1316 から KA7170 を取り外してください。 

2. KA7170 を任意のソースデバイス（PC）に接続してくださ

い。 

3. KA7170が接続しているKVMポートをクライアントビュー

アで開いてください。 

4. クライアントビューアで、コントロールパネルにアクセス

し、マウスダイナシンクモードを手動モードに設定してく

ださい。詳細については、p.91「マウスダイナシンクモー

ド」を参照してください。 

5. KA7170 をソースデバイス（PC）から取り外してください。 

6. KA7170 を CS1308/CS1316 に接続し直してください。 

7. 同様の設定が煩雑な場合は、上記設定が不要の

KA7120 の利用をご検討ください。 
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バーチャルメディア 

問題 解決法 

バーチャルメディアが動作しな

い。 

コンピューターモジュールの型番が KVM スイッチに対応して

いるかご確認ください。また、ターゲットサーバーが USB スト

レージデバイスを許可しているかご確認ください。同様に新し

いファームウェアとBIOSバージョンがある場合(USBをサポー

トするもの)は、更新して動作できるかお試しください。 

コントロールパネルにバーチャル

メディアのアイコンが表示されな

い。 

1. バーチャルメディア機能は、 KA7166 、 KA7168 、

KA7169 、 KA7175 、 KA7176 、 KA7177 、 KA7178 、

KA7189 のコンピューターモジュールを使用したときにの

み、ご利用いただけます。 

2. ローカルクライアントコンピューター上で管理者権限が

与えられている必要があります(Windows 側の制限事項

です)。 

バーチャルメディアのドライブから

サーバーをブートできない。 

サーバーの BIOS が USB ドライブからのブートに対応してい

ないことが考えられます。お使いのコンピューターのメインボ

ードの最新のファームウェアと BIOS バージョンを確認し、メイ

ンボードの BIOS をアップグレードしてください。 

USB フロッピードライブをサーバ

ーに直接挿入した場合はサーバ

ーをブートできるが、そのドライブ

をバーチャルメディアドライブとし

てマッピングするとサーバーをリ

モートからブートできない。 

USB フロッピーのドライブには、UFI と CBI の 2 種類のフォー

マットタイプがあります。これらは両方とも OS レベルの操作で

バーチャル機能を使用できますが、現時点において、ブート

などの BIOS レベルの操作に対応しているのは UFI のみで

す。 

フォルダーをバーチャルメディア

デバイスとしてマウントできない。 

マウントするフォルダーが FAT16 ファイルシステムでフォーマ

ットされている場合、ファイル内容が 2GBを超えるとマウントで

きません。 
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WindowsClient 

問題 解決法 

「ログイン失敗」のエラーが表示さ

れて、WindowsClient ビューアが

起動できない。 

1. IP-KVM スイッチのファームウェアを最新のバージョンに

アップグレードしているか確認してください。 

2. 必要なサービスポート（例：80、443、9000）をファイアー

ウォールで許可しているか確認してください。詳細は

p.206「サービスポート」を参照してください。 

3. 接続先の IP-KVM 管理画面から WindowsClient をダウ

ンロードして利用してください。 

リモートとローカルのマウスポイン

ターが同期していない。 

1. 自動同期機能（p.87「ビデオ設定」参照）を使ってローカ

ルとリモートのモニターを同期させてください。 

2. 上記の方法でも解決しない場合は、マウスの調整機能

（p.93「手動設定によるマウス同期」参照）を使って同期

を取ってください。 

3. 上記のいずれの方法でも解決しない場合、マウスの表

示切り替え機能（p.98 参照）を使ってください。 

KN1108VA/KN1116VA にブラウ

ザ ー か ら ア ク セ ス し 、

WindowsClient ビューアを起動す

ると、アンチウイルスソフトがトロイ

の木馬として警告を出す 

WindowsClient ビューアは IE11 環境だと ActiveX プラグイン

（windows.ocx）を使用しており、一部のアンチウイルスソフトが

誤ってウイルスやトロイの木馬と判定することがあります。弊社

では安全性を確認済みですので、プラグインをアンチウイル

スの例外リストに追加してください。不安な場合は、webClient

またはダウンロード版の WinClient/JavaClient ビューアのご

利用をおすすめします。 

(表は次のページに続きます) 
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問題 解決法 

ファームウェアのアップグレード

後に、WindowsClient Active X ビ

ューアや WindowsClient アプリケ

ーションが起動しない。 

この現象は、IE11 環境の.ocx ファイルの古いバージョンが削

除されていないことに起因するため、古いファイルを削除する

必要があります。ファイルを削除するには、以下の 2 種類の

方法があります。 

1. Active Xビューアを使用している場合：IEを起動→[ツー

ル]→[アドオンの管理]を選択し、WindowsClient に一致

するものをすべて無効にするか削除してください。 

2. WindowsClient アプリケーションを使用している場合：エ

クスプローラーを起動し、「WinClient.ocx」を検索し、一

致するものをすべて削除してください。 

リモートウィンドウの一部がモニタ

ーに表示されない。 

1. 自動同期を実行してください(p.84 参照)。 

2. 「Keep Screen Size」（画面サイズを維持する）の項目にチ

ェックが入っていない場合(p.87 参照)は、自動同期機能

(p.87 参照)を使ってローカルとリモートのモニターを同期

してください。 

3. 「Keep Screen Size」（画面サイズを維持する）の項目にチ

ェックが入っている場合は、画面からはみ出している部

分もスクロールすることで表示できます。 

リモート画面が 90°回転してい

る。 

「Keep Screen Size」（画面サイズを維持する）の項目にチェッ

クを入れてください(p.87 参照)。 

WindowsClient を起動している

と、Net Meeting を起動できない。 

「Keep Screen Size」（画面サイズを維持する）の項目にチェッ

クを入れてください(p.87 参照)。 

(表は次のページに続きます) 
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問題 解決法 

ロ グ イ ン 後 に WindowsClient 

ActiveX ビューアを開くことができ

ない。 

1. WindowsClientのアドオンをクライアントコンピューターに

インストールする権限がないことが考えられます。このソ

フトウェアをインストールする場合は、初回起動だけ、ク

ライアントコンピューターで管理者権限があるユーザー

に操作を依頼してください。2 回目以降は自身でプログ

ラムを起動できるようになります。 

2. Vista をお使いの場合、この IP-KVM スイッチの URL ア

ドレスを、信頼されたサイトのリストに追加してください。 

3. Internet Explorer の場合は、[ツール]→[インターネット

オプション]→[セキュリティー]→[信頼済みサイト]→[サイ

ト]で追加できます。 

Windows Vista で、

WindowsClient ActiveX ビューア

を起動した後、ドライバーやリム

ーバブルディスクをマウントしよう

とすると、「ドライバーが準備でき

ていません」という内容のメッセー

ジが表示される。 

これは、Vista の UAC(ユーザーアカウントコントロール)に起

因するものです。この問題を解決するには、下記の 2 つの方

法があります。 

1. クライアントコンピューターの管理者の場合は、このプロ

グラムのアイコンを右クリックし、「別のユーザーとして実

行する」を選択してください。その後でダイアログが表示

されますので、ここから管理者のアカウントを選択して、

このユーザーとしてプログラムを実行してください。 

2. クライアントコンピューターの管理者ではない場合は、管

理者に依頼して、UAC を無効にするようにしてください。 

WindowsClientアプリケーションを

起動すると、IP-KVM スイッチが

サーバーリスト画面に表示されな

い。 

「Device Management」(デバイス管理)タブの「Access Port」

（アクセスポート）セクションの「Program」（プログラム、p.206参

照）で設定されているポートと、このダイアログの「Server」（サ

ーバー）欄にある「Port」（ポート）の項目の値が同じである機

器だけが、サーバーリストに表示されます。この 2 つの項目の

値を確認してください。 

Windows Client の Active X ビュ

ーアと WindowsClient アプリケー

ションが IP-KVM スイッチに接続

できない。 

お使いのコンピューターにDirect X (8.0 以降のバージョン)の

インストールが必要です。 
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JavaClient 

 接続と操作に関する問題は下表を参考にしてください。 

 

問題 解決法 

IP-KVM スイッチに接続できな

い。 

1. お使いのクライアントコンピューターに最新バージョンの

Java をインストールしてください。 

2. アクセスに使用する IP アドレスとポート番号が正しいか

確認してください(詳細は p.67 参照)。 

3. Java を再起動して、操作をやり直してください。 

「ログイン失敗」のエラーが表示さ

れて、JavaClient ビューアが起動

できない。 

1. IP-KVM スイッチのファームウェアを最新のバージョンに

アップグレードしているか確認してください。 

2. 必要なサービスポート（例：80、443、9000）をファイアー

ウォールで許可しているか確認してください。詳細は

p.206「サービスポート」を参照してください。 

3. ビューアを終了し、再試行してください。 

最新バージョンの Java JRE をイン

ストールしたにもかかわらず、パ

フォーマンスと安定性の面に問

題がある。 

まれに最新のバージョンの Java の使用時に、IP-KVM スイッ

チの動作が安定しない場合がありますので、この場合はバー

ジョンが 1 つ、ないし 2 つ古いものをインストールしてみてくだ

さい。 

ファームウェアをアップグレードし

たにもかかわらず、Javaアプレット

ビューアや JavaClient アプリケー

ションでログインすると、新しいフ

ァームウェアを適用する前のバー

ジョン情報が表示される。 

ログアウトしてから、以下の手順に従って Java のインターネッ

ト一時ファイルを削除してください。 

1. コントロールパネルから「Java」メニューを開いてくださ

い。 

2. 「インターネット一時ファイル」パネルから、「設定」ボタン

をクリックしてください。 

3. 「ファイルの削除」ボタンをクリックしてください。 

4. 「一時ファイルの削除」ダイアログで、「了解」ボタンをクリ

ックしてファイルを削除してください。 

英語以外の言語を入力すると文

字が表示されない。 

お使いのコンピューターのキーボード言語を確認してくださ

い。 

本製品が提供しているオンスクリーンキーボード機能を使っ

て、オンスクリーンキーボードの言語を他のシステムが使用し

ている言語と同じになるように設定してください(p.94 参照)。 

（表は次のページに続きます） 
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問題 解決法 

Java のパフォーマンスが悪い。 プログラムを一旦終了し、再起動してください。 

Windows の「メニュー」ボタンを押

しても反応しない。 

Java では Windows のメニューキーはサポートされていませ

ん。 

デスクトップにフォルダーを追加

して、バーチャルメディアドライブ

としてマウントしようとすると、この

フォルダーが選択できない。 

フォルダー選択の入力欄で、追加したいフォルダーのルート

ディレクトリーを入力してください。その後で、ルートディレクト

リーの配下にあるフォルダーが表示され、選択したいフォル

ダーに移動できるようになります。 

 

Sun 

問題 解決法 

D-sub15 ピンのコネクターを使用

すると、ビデオ表示の問題が発

生 す る （ 例 ： Sun Blade 1000 

Server）*。 

ディスプレイの解像度は 1024×768@60Hz に設定する必要

があります。 

テキストモードの場合： 

1. OK プロンプトを起動し、以下のコマンドを実行します。 

setenv output-device screen:r1024x768x60 

reset-all 

XWindow の場合： 

1. コンソールを開き、以下のコマンドを実行します。 

m64config -res 1024x768x60 

2. ログアウトします。 

3. もう一度ログインします。 

13W3のコネクターを使用すると、

ビデオ表示の問題が発生する。

（例：Sun Ultra Server）* 

ディスプレイの解像度は 1024×768@60Hz に設定する必要

があります。 

テキストモードの場合： 

1. OK プロンプトを起動し、以下のコマンドを実行します。 

setenv output-device screen:r1024x768x60 

reset-all 

XWindow の場合： 

1. コンソールを開き、以下のコマンドを実行します。 

fbconfig -res 1024x768x60 

2. ログアウトします。 

3. もう一度ログインします。 
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* Sun VGA カードに関するトラブルの多くは、上記の方法で解決できます。上記の手順で対応

しても解決しない場合は Sun VGA カードのマニュアルを一度ご覧ください。 
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Mac 

問題 解決法 

Safari を使って IP-KVM スイッチ

にログインした際に、スナップショ

ット機能を使用するとブラウザが

応答なしになる。 

Safariを強制終了し、再起動してください。この場合、スナップ

ショット機能は使用しないでください。 

Safari でスナップショット機能を使用する場合は、Mac OS 

10.4.11、Safari3.0.4 にアップグレードしてください。 

 

Red Hat 

問題 解決法 

サーバーとしてインストールされ

た Red Hat 9.0 (2.4.20-8)を、

KA7175 もしくは KA7176 で本体

に接続した場合、キーボード・マ

ウスが正常に動作しない。 

マウス同期モードとして「AS3.0」を選択してください。詳細に

ついては p.92「Mac/Linux 環境の場合」をご参照ください。 

デスクトップシステムとしてインスト

ールされた Red Hat 9.0 (2.4.20-

8)を、KA7175 もしくは KA7176 で

本体に接続した場合、キーボー

ド・マウスが正常に動作しない。 

お使いのキーボードとマウスを USB2.0 ハブに接続してから、

このハブを Red Hat 9.0 サーバーに接続してください。 
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ログサーバー 

問題 解決法 

ログサーバープログラムが起動し

ない。 

ログサーバーはデータベースへのアクセスに Microsoft Jet 

OLEDB 4.0 ドライバーを必要とします。 

このドライバーは Windows ME、2000、XP には、あらかじめイ

ンストールされています。 

Windows 98 または NT をお使いの場合、Microsoft のダウン

ロードサイト（http://www.microsoft.com）から「MDAC 2.7 

RTM Refresh (2.70.9001.0)」ドライバーファイルをダウンロード

してください。 

このドライバーは Windows Office Suite に使用されるため、

Windows Office Suite のインストールによっても入手が可能で

す。ドライバーファイルまたは Windows Office Suite をインスト

ールすると、ログサーバーが動作可能になります。 

 

  



322 

パネルアレイモード 

問題 解決法 

パネルアレイモードが低解像度

で表示される。 

この現象は、画面がパネルに合うように縮小されることに起因

します。画面に表示されるパネル数を増やしてください。 

複数のリモートユーザーが同時ロ

グインした場合、一部のユーザー

のモニターは画面の一部しか表

示されない。 

最初にパネルアレイモードを起動したユーザーは、画面表示

の設定を最低でも 4 分割に変更してください。 

1 つ前、または 1 つ後ろのポート

に移動しようとすると、画面が 2つ

前のポートに移動したり、ポート

が移動しなかったりする場合があ

る。 

これは、ネットワークのタイムラグの問題により時々発生しま

す。パネルアレイモードでは、事前に選択した一定の時間間

隔でポートを自動的に表示していきます。ユーザーからの入

力を受け取る間に、パネルは既にポートを 1 つ進めますが、

表示処理が追い付いていない場合はディスプレイへの表示

が遅れるため、ポートが切り替わっていないように見える場合

があります。 

 

したがって、ユーザーが 1 ポート先に切り替えた場合は 2 つ

先のポートに移動したように見えたり、逆に、1ポート前のポー

トに切り替えた場合は移動していないように見えたりするとい

う現象が発生します。 
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ビューアを開くと、ウェブページが表示されなかったり、正常に動作しなかったりすることがあり、

下図のようなエラーメッセージが表示される。 

 

 

1. Internet Explorer のセキュリティー設定をリセットし、アクティブスクリプト、ActiveX コントロール、

Java アプレットを有効にしてください。 

 

デフォルトでは、Internet Explorer 6 や Internet Explorer 5.x は、制限付きサイトには「高」のセ

キュリティーレベルが、また、Windows Server 2003 の場合は、制限付きサイトとインターネット

ゾーンに「高」のセキュリティーレベルがそれぞれ設定されています。アクティブスクリプト、

ActiveX コントロール、Java アプレットを有効にする場合は、下記の手順に従って操作してくだ

さい。 

 

a) Internet Explorer を起動してください。 

b) 「ツール」メニューで「インターネットオプション」をクリックしてください。 

c) 「インターネットオプション」ダイアログで、「セキュリティー」タブをクリックしてください。 

d) デフォルトレベルをクリックしてください。 

e) 「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

2. アクティブスクリプト、ActiveX、Java がそれぞれブロックされていないか確認してください。 

一部のクライアントコンピューターではうまくいくものの、その他のコンピューターではうまくいか

ない場合は、クライアントコンピューターの Internet Explorer、またはウイルス対策プログラムや

ファイアーウォールのような別のプログラムが、スクリプトや ActiveX コントロール、または Java

アプレットをブロックするように設定されていないか確認してください。 

 

3. お使いのウイルス対策プログラムで、インターネット一時ファイルや「Downloaded Program Files」

フォルダーをスキャンするように設定していないか確認してください。 
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4. インターネット一時ファイルを削除してください。 

お使いのクライアントコンピューターからインターネット一時ファイルを削除する場合は、下記

の手順に従って操作してください。 

a) Internet Explorer を起動してください。 

b) 「ツール」メニューで、「インターネットオプション」をクリックしてください。 

c) 「全般」タブをクリックしてください。 

d) 「削除」をクリックしてください。 

e) 「ファイルの削除」をクリックしてください。 

f) 「OK」をクリックしてください。 

g) 「Cookie」にチェックをつけ、「削除」をクリックしてください。 

h) 「OK」をクリックしてください。 

注意： 削除メニューは、お使いの IE のバージョンによって異なる場合があります。詳細

は IE のヘルプとサポートを参照してください。 

 

5. Microsoft DirectX の最新バージョンがインストールされているか確認してください。これは

Microsoft のウェブサイトからダウンロードできます。詳細は、Microsoft 社のウェブサイトをご確

認ください。 

 

 

Java JRE の最新バージョンがインストールされているか確認してください。これは Java のウェブサイ

ト（www.java.com）からダウンロードできます。 

 

  



325 

 

ポートの転送 

 

 IP-KVM スイッチがルーター内のセグメントに構築されている場合、外部からのアクセスをルータ

ーが転送できるように、ルーター側でポート転送の設定をする必要があります。IP-KVM スイッチに

はルーター機能はありません。ポート転送のパラメーター設定や、特定のポートに送信されたデー

タの転送先となるデバイスの設定は、ルーター側で行ってください。 

 

 例えば、特定のルーターに接続した IP-KVM スイッチの IP アドレスが「192.168.1.180」の場合、

ルーターの設定プログラムにログインした後、ポート転送(場合によってはバーチャルサーバー)の

設定画面にアクセスし、先ほどの IP アドレス「192.168.1.180」と開放したいポート(例えばインターネ

ットアクセスでは 9000 番を使用)を設定します。 

 

 ルーターの設定方法は、製品ごとに異なりますので、ポート転送の詳細については、お使いのル

ーターのユーザーマニュアルをご参照いただくか、そのルーターの製造元にお問い合わせくださ

い。 
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KA7140 の設定と操作 

 

 KA7140 は IP-KVM スイッチとシリアルデバイスの接続に使用するコンピューターモジュールです。 

 

設定方法 

 KA7140を使ってシリアルデバイスを接続する場合は、そのシリアルデバイスのパラメーターと同じ

値を IP-KVM スイッチ側で設定する必要があります。以下の手順に従って設定を行ってください。 

 

1. 「Port Access」(ポートアクセス)タブのサイドバーで、KA7140 が接続されているポートを選択し

てください。 

 

2. メニューバーから「Port Configuration」（ポート設定）を選択してください。 

「Port Properties」（ポートプロパティー）画面が選択された状態で画面が開きます。 

 

 

3. 「Properties」（プロパティー）セクションで、各リストをドロップダウンさせ、接続されているシリア

ルコンソールデバイスで使用している値になるようにポートプロパティーの値を選択してくださ

い。KA7140 で設定できるポートプロパティーの項目は下表のとおりです。 
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項目 説明 

Bits per second 

(Baud Rate) 

（bps、ボーレート） 

ポートのデータ転送速度を設定します。ドロップダウンで提供してい

る 300～38400 の範囲の項目のうち、お使いのシリアルコンソールデ

バイスの環境に適した値を選択してください。デフォルトでは 9600 に

設定されています(この値は大半のシリアルコンソールデバイスにお

ける基本的な設定値です)。 

Data Bits 

（データビット） 

データ 1 文字を転送する際に使用するビット数を設定します。お使い

のシリアルコンソールデバイスのデータビットの設定に合うように、7 ま

たは 8 を設定してください。デフォルトでは 8 に設定されています(こ

の値は大半のシリアルコンソールデバイスでのデフォルト値として設

定されています)。 

Parity 

（パリティ） 

転送されたデータの整合性を確認する際に、この項目で設定された

パリティビットを使用します。設定できる値は、「None」（なし）、「Odd」

（奇数）、「Even」（偶数）です。お使いのシリアルコンソールデバイス

の環境に適した値を選択してください。デフォルトでは「Odd」（奇数）

に設定されています。 

Stop Bits 

（ストップビット） 

文字が転送されたことを表すストップビットを設定します。お使いのシ

リアルコンソールデバイスのストップビットの設定に合うように、1 また

は 2 を設定してください。デフォルトでは 1 に設定されています(この

値は大半のシリアルコンソールデバイスでのデフォルト値として設定

されています)。 

Flow Control 

（フロー制御） 

データフローの制御方法を設定します。設定できる値は、「None」（な

し）、「Hardware」（ハードウェア）、「XON/XOFF」です。お使いのシリ

アルコンソールデバイスの環境に適した値を選択してください。デフ

ォルトでは「None」（なし）に設定されています。 

 

注意：「None」（なし）はボーレートが 9600 以下に設定されたときにの

み有効な値です。ボーレートが 9600 を超える値に設定されている環

境で は 、 この 項目を 「 Hardware 」 （ ハー ドウ ェア ） 、 また は

「XON/XOFF」に設定してください。 

Access Mode 

（アクセスモード） 

シリアルコンソールデバイスのアクセスモードを設定します。設定でき

る値は、「Share」（共有）、「Occupy」（占有）、「Exclusive」（排他）で

す。デフォルトでは「Share」（共有）に設定されています。この機能に

関する詳細は p.168「アクセスモード」をご参照ください。 

 

4. 各項目の設定が終わったら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。  
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操作方法

ポートに接続されたデバイスを操作する場合は、「Port Access」（ポートアクセス）タブでそのポー

トをダブルクリックし、ポートが切り替わったらそのデバイスを呼び出すコマンドを実行してください。

KA7140 ピンアサイン

KA7140 のピンアサインの詳細は下表のとおりです。

ピン ピンアサイン

1 DCD

2 RXD

3 TXD 

4 DTR 

5 GND

6 DSR

7 RTS 

8 CTS 

9 N/A
DB9 ピン メス
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キーボードエミュレーション

Mac キーボード

キーマッピングのエミュレーション機能により、PC 互換キーボードからMac システムのキーボード

のファンクションキーを使用できます。詳細は下表をご参照ください。

PC 互換キーボード Mac キーボード

[Shift] Shift

[Ctrl] Ctrl

[Ctrl] [1]

[Ctrl] [2]

[Ctrl] [3]

[Ctrl] [4]

[Alt] Alt

[Print Screen] F13 

[Scroll Lock] F14 

= 

[Enter] Return

[Backspace] Delete

[Insert] Help

[Ctrl] F15 

注意： 上記の組み合わせでキーを入力する場合は、最初に入力するキー（[Ctrl]キー）

を離してから、次のキーを入力するようにしてください。
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Sun キーボード 

[Ctrl]キーと他のキーを組み合わせて入力することによって、PC 互換キーボードから、キーマッ

ピングのエミュレーション機能を利用して Sun システムのキーボードのファンクションキーを使用でき

ます。詳細は下表をご参照ください。 

 

PC 互換キーボード Sun キーボード 

[Ctrl] [T] Stop 

[Ctrl] [F2] Again 

[Ctrl] [F3] Props 

[Ctrl] [F4] Undo 

[Ctrl] [F5] Front 

[Ctrl] [F6] Copy 

[Ctrl] [F7] Open 

[Ctrl] [F8] Paste 

[Ctrl] [F9] Find 

[Ctrl] [F10] Cut 

[Ctrl] [1]  

[Ctrl] [2] 
 

[Ctrl] [3] 
 

[Ctrl] [4] 
 

[Ctrl] [H] Help 

 
Compose 

 
Meta 

 

注意： 上記の組み合わせでキーを入力する場合は、最初に入力するキー（[Ctrl]キー）

を離してから、次のキーを入力するようにしてください。 
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内部シリアルインターフェースの設定  

 

 本製品では、接続デバイスのシリアルインターフェースのパラメーターを、アクセスサーバーから

設定できる機能を提供しています。パラメーターの設定を行う場合は、下記の手順に従って操作し

てください。 

 

1. アクセスサーバーから、コマンドライン(ターミナル)セッションを開くか、ハイパーターミナルや

PuTTY といったサードパーティーのシリアルアプリケーションを起動してください。 

2. IP-KVM スイッチに設定された IP アドレスに Telnet 接続、または SSH 接続してください。 

3. 普段お使いのアカウントのユーザーネームとパスワードを使ってログインし、アクセス画面を立

ち上げてください。 

 

 

ナビゲーション 

 左側のパネルの一番上には KVM スイッチが表示され、その下に、この KVM スイッチに接続され

ているシリアル機器が表示されます。また、右側のパネルの一番上には設定パラメーターが表示さ

れ、その下の部分には設定内容が表示されます。 

 ハイライトバーを左右のパネル間で動かしたり、設定パラメーターを選択したりする場合は、左

右のカーソルキーを使ってください。 

 左側のパネルで KVM スイッチとシリアル機器を切り替えたり、右側のパネルで設定アイテムを

選択したりする場合は、上下のカーソルキーを使ってください。 
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操作方法 

◆ 左側のパネルでデバイスを選択する場合は、上下のカーソルキー(↑および↓)を移動させて

ください。[Enter]キーを押すと、そのデバイスでコマンドライン(ターミナル)セッションを開きま

す。 

◆ セッションを終了する場合は、アクセスページに戻るホットキー(次のセクションおよび p.334 参

照)を押してください。 

◆ この機能を終了する場合は、ハイライトバーを画面右側のパネルにある「Logout」（ログアウト）

に移動させ、下カーソルキーで「Exit」まで移動して、[Enter]キーを押してください。 

 

スイッチレベルでの設定 

 左側のパネルで KVM スイッチが選択されている際に右側のパネルで設定可能な項目は下表の

とおりです。 

 

項目 説明 

Port Configuration 

（ポート設定） 

ポート設定が選択されている時は、下カーソルキーを押して現

在のタイムアウト値を選択してください。現在の値を上書きす

る場合は、新しいタイムアウト値を入力してください。 

 

注意：入力値を消去する方法はありません。値を変更したい

場合は、上カーソルキーを使ってそのフィールドを離れ、下カ

ーソルキーで戻ってきてください。戻ってくると新しい値を入力

できます。 

 

操作を終了する場合は、下カーソルキーで「Save」（保存）まで

移動し、[Enter]キーを押してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

User Preferences 

（ユーザー設定） 

現在作業しているセッションから、アクセス画面に戻るホットキ

ーを設定できます。 

 

ユーザー設定が選択されている場合、下カーソルキーを使っ

て、現在のホットキーの文字に移動してください。現在のホット

キーの文字を上書きする場合は、新しい文字を入力してくださ

い。 

 

操作を終了する場合は、下カーソルキーで「Save」（保存）まで

移動し、[Enter]キーを押してください。 

Logout 

（ログアウト） 

ログアウトが選択されている場合は、下カーソルキーを使って

「Exit」（終了）に移動し、[Enter]キーを押してください。 
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ポートレベルでの設定 

 シリアルインターフェースデバイスが左側のパネルで選択されている場合は、下図のような画面が

表示されます。 

 

 

 

 シリアル機器が選択されている際に右側のパネルで設定可能な項目は下表のとおりです。 
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項目 説明 

Port Configuration 

（ポート設定） 

シリアルパラメーターを設定する場合は、下記の手順に従って

操作してください。 

 

1. 上下のカーソルキーを使って、目的のアイテムまで移動

してください。 

2. [Enter]キーを押して、リストを展開してください。 

3. 上下のカーソルキーを使って項目を選択したら、[Enter]

キーを押してください。 

 

操作を終了する場合は、下カーソルキーで「Save」（保存）まで

移動し、[Enter]キーを押してください。 

User Preferences 

（ユーザー設定） 

現在作業しているセッションから、アクセス画面に戻るホットキ

ーを設定できます。 

 

ユーザー設定が選択されている場合、下カーソルキーを使っ

て、現在のホットキーの文字に移動してください。現在のホット

キーの文字を上書きする場合は、新しい文字を入力してくださ

い。 

 

操作を終了する場合は、下カーソルキーで「Save」（保存）まで

移動し、[Enter]キーを押してください。 

Logout 

（ログアウト） 

ログアウトが選択されている場合は、下カーソルキーを使って

「Exit」（終了）に移動し、[Enter]キーを押してください。 
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その他のビデオ解像度の設定 

 

 Windows がインストールされたコンピューターをお使いで、なおかつ、特殊なリフレッシュレートに

設定してご利用になる場合は、以下の手順で設定を行ってください。 

 

1. [コントロールパネル]→[画面]→[設定]→[詳細設定]→[モニター]を開いてください。 

 

2. 下図のようなダイアログボックスで、「このモニターでは表示できないモードを隠す」の項目に

チェックが入っていないか確認してください。 

 

 

 

3. 「画面のリフレッシュレート」リストの右端の矢印ボタンをクリックして、お使いの環境で使用する

リフレッシュレートをリストから選択してください。 

 

注意： 選択されたリフレッシュレートがお使いのモニターで対応していることをご確

認ください。サポート外の解像度を選択すると、お使いのモニターに深刻なダ

メージを与えることがあります。 
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その他のマウス同期方法 

 

 一部のコンピューターでマウスのポインターに関する問題が、本マニュアルに記載されているマウ

ス同期方法で解決できない場合は、下記の方法をお試しください。 

 

注意： 1. 以下の操作は、IP-KVM スイッチのポートに接続されているコンピューター側で

実行してください。このコンピューターは、IP-KVM スイッチへのアクセスに使っ

ているコンピューターとは異なりますので、ご注意ください。 

2. ローカルおよびリモートのマウスを同期させる場合は、Microsoft の OS に付属さ

れているマウスドライバーを使用する必要があります。したがって、マウスに付属

されているドライバーなどのサードパーティーのドライバーを使用している場合

は、これを削除しなければなりません。 

 

Windows 

1. Windows2000 がインストールされているコンピューターをお使いの場合は、以下の手順で

設定を行ってください。 

 

a) 「マウスのプロパティー」ダイアログを表示してください（[コントロールパネル]→[マウス]

→[マウスのプロパティー]）。 

b) 「マウスのプロパティー」ダイアログから、「動作」タブを開いてください。 

c) マウスの速度のスライドバーを中間に移動させてください。 

d) 「ポインターの加速」で、「いいえ」のラジオボタンを選択してください。 
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2. Windows XP または Windows Server 2003 がインストールされているコンピューターをお使

いの場合は、以下の手順で設定を行ってください。 

 

a) 「マウスのプロパティー」ダイアログを表示してください（[コントロールパネル]→[マウ

ス]）。 

b) 「ポインターオプション」タブを開いてください。 

c) マウスの速度のスライドバーを中間に移動させてください。 

d) 「ポインターの精度を高める」の項目のチェックを外してください。 

 

 

 

3. Windows ME がインストールされているコンピューターをお使いの場合は、マウスの速度を

中間に設定し、マウスの加速機能を無効にしてください（この設定を行う場合は、ダイアログ

から「詳細...」ボタンをクリックする必要があります）。 

 

4. Windows NT、Windows 98 または Windows 95 がインストールされているコンピューターをお

使いの場合は、マウスの速度を中間に設定してください。 
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Sun/Linux 

 ターミナルセッションを開き、以下のコマンドを実行してください。 

 

Sun の場合： xset m 1 

Linux の場合： xset m 0 
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PPP モデム操作 

 

基本セットアップ 

 ウ ェ ブ ブ ラ ウ ザ ー や 専 用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 使 用 し た ア ク セ ス 方 法 の 他 に 、

KN1108VA/KN1116VA はアナログモデムを使った RS-232 ポート経由でのアクセス方法にも対応

しています。この方法で接続する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. お使いの KN1108VA/KN1116VA および関連機器を下図のようにセットアップしてください。 

  

 

2. お使いのコンピューターから、モデムダイヤルインプログラムを使って IP-KVM スイッチのモデ

ムにダイヤルイン接続してください。 

 

注意： 1. IP-KVM スイッチのモデムに設定されているシリアル関連のパラメーター

がご不明な場合は、その機器の管理者にお問い合わせください。 

2. Windows XP でのダイヤルインプログラムの設定例は p.342 をご参照くだ

さい。 

 

Cat 5e ケーブル 

モデム 

電話回線 

シリアルモデムケーブル 

リモート 

オペレーター 

モデム 

シリアルアダプター 
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3. 接続が確立したら、ウェブブラウザーを立ち上げ、アドレスバーに「192.168.192.1」を入力して

IP-KVM スイッチにアクセスしてください。 

 

注意： 1. デフォルトでは、モデム接続のユーザーネームとパスワードが、いずれも

ブランク（設定なし）になっています。 

2. モデムセッションでは、IP-KVM スイッチには「192.168.192.1」を、ユーザ

ー側には「192.168.192.101」を、それぞれ IP アドレスとして使用します。 

 

 これ以降の操作は、ウェブブラウザーや専用アプリケーションを使用した操作方法と同じです。 
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ダイヤルイン接続 セットアップ例（Windows XP） 

 Windows XP からの IP-KVM スイッチへのダイヤルイン接続の設定は、以下の手順で操作してく

ださい。 

 

1. Windows 上で、[スタート]→[コントロールパネル]→[ネットワーク接続]を開き、「新しい接続を

作成する」をクリックしてください。 

 

2. 「新しい接続ウィザードの開始」ダイアログが表示されたら、「次へ」ボタンをクリックしてください。 

 

3. 「ネットワーク接続の種類」画面で、「職場のネットワークへ接続する」のラジオボタンを選択し、

「次へ」ボタンをクリックしてください。 

 

4. 「ネットワーク接続」画面で、「ダイヤルアップ接続」のラジオボタンを選択し、「次へ」ボタンをク

リックしてください。 

 

5. 「接続名」画面で、この接続につける名前(例：TPE-KN8132-01)を入力し、「次へ」ボタンをクリ

ックしてください。 

 

6. 「接続の利用範囲」画面で、ダイヤル接続を全ユーザーに許可する場合は「すべてのユーザ

ー」を、現在操作しているユーザーのみに許可する場合は「自分のみ」を選択し、「次へ」ボタ

ンをクリックしてください。 

 

注意： お使いのコンピューターに現在ログインしているユーザーしか登録されていな

い場合は、このダイアログは表示されません。 

 

7. 「ダイヤルする電話番号」画面で、IP-KVM スイッチに接続されているモデムの電話番号(必要

であれば国番号や市外局番をつけること)を入力し、「次へ」ボタンをクリックしてください。 

 

8. 「新しい接続ウィザードの完了」画面で、「この接続へのショートカットをデスクトップに追加する」

のチェックボックスにチェックを入れて、「完了」ボタンをクリックしてください。 

 

 以上で接続に必要なセットアップは完了です。PPP 接続で IP-KVM スイッチにアクセスする場

合は、デスクトップに作成したショートカットアイコンをダブルクリックしてください。 
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シリアルアダプターのピンアサイン 

 

RJ-45 メス → DB-9 オス(黒)     DTE → DCE 

KN1108VA/ 

KN1116VA 

(RJ-45) 

ピン(8) 

 モデム/デバイス 

(DB-9) 

RTS 1 ⇔ 7 

DTR 2 ⇔ 4 

TXD 3 ⇔ 3 

CTS 4 ⇔ 8 

GND 5 ⇔ 5 

RXD 6 ⇔ 2 

DCD 7 ⇔ 1 

DSR 8 ⇔ 6 

   9 NC 未使用 

 

対応 KVM スイッチ 

 

 本製品には以下の機種をカスケード接続して使用できます。 

 

◆ KH1508A 

◆ KH1516A 

◆ CS1308 

◆ CS1316 

 

注意： 1. カスケード接続する KVM スイッチの機種によっては、製品の機能の一部が制

限される場合があります(例：接続した KVM スイッチがバーチャルメディアに対

応していない場合)。 

2. 本製品は 3 段階以上のカスケード接続には対応していません。 
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バーチャルメディア対応 

 

WindowsClient（ウェブブラウザー版・アプリケーション版共通） 

◆ IDE CD-ROM/DVD-ROM ドライブ – 読み取り専用 

◆ IDE ハードディスクドライブ –読み取り専用 

◆ USB CD-ROM/DVD-ROM ドライブ –読み取り専用 

◆ USB ハードディスクドライブ – 読み取り/書き込み対応* 

◆ USB フラッシュメモリ – 読み取り/書き込み対応* 

◆ USB フロッピードライブ – 読み取り/書き込み対応 

◆ スマートカードリーダー – 読み取り/書き込み対応* (KA7166、KA7168、KA7169、KA7177、

KA7188、KA7189 のコンピューターモジュール使用時のみ） 

注意： これらのドライブは、ドライブまたはリムーバブルディスクとしてマウントできます

(p.107「バーチャルメディア」参照)。リムーバブルディスクとしてマウントした場合、

そのディスクにブート可能な OS が含まれていれば、そこからリモートサーバーを

ブートできます。さらに、そのディスクが複数のパーティションに分かれている場

合、リモートサーバーはすべてのパーティションにアクセス可能です。 

◆ ISO ファイル – 読み取り専用 

◆ フォルダー – 読み取り/書き込み対応 

 

JavaClient（ウェブブラウザー版・アプリケーション版共通） 

◆ ISO ファイル – 読み取り専用 

◆ フォルダー – 読み取り/書き込み対応 

 

WebClient ビューア 

◆ ISO ファイル – 読み取り専用 

◆ フォルダー – 読み取り/書き込み対応 
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ログイン情報の消去 

 

 ユーザーネームやパスワードを忘れたなどの理由でアドミニストレーターとしてログインできなくな

った場合は、以下の方法でログイン情報を消去できます。 

 

注意： 以下の操作を行うと、すべての設定項目が工場出荷時のデフォルト値に戻ってしま

いますので、ご注意ください。 

 

 ログイン情報をクリアし、すべての設定項目を工場出荷時のデフォルト値に戻す場合は、以下の

手順で操作してください。 

 

1. 製品本体の電源を切り、ケースを外してください。 

 

2. メインボード上の「J6」または「J14」と記載されているジャンパーを、ジャンパーキャップを使っ

てショートさせてください。 

注意： メインボードには 2 種類のバージョンがあります。お使いの機器が「J6」と「J14」

のどちらのジャンパーを使っているか、以下の図で確認してください。 
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3. 製品本体に電源を入れてください。 

 

4. リンク LED ランプと 10/100 Mbps LED ランプがそれぞれ点滅したら、製品本体の電源を切っ

てください。 

 

5. J6 または J14 のジャンパーからジャンパーキャップを外してください。 

 

6. ケースを製品本体に取り付けて、電源を入れてください。 

 

製品本体に電源が入ると、デフォルトのアドミニストレーターのユーザーネームとパスワードで

ログインできるようになります(p.55 参照)。 
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工場出荷時のデフォルト設定 

 

 OSD メニューの各項目の工場出荷時におけるデフォルト値は以下のとおりです。 

 

設定 デフォルト値 

Language 

（言語） 

英語 

GUI Hotkey 

（GUI ホットキー） 

[Scroll Lock]キー2 度押し 

Port ID Display 

（ポート ID 表示） 

ポートナンバー + ポートネーム 

Port ID Display Duration 

（ID 表示間隔） 

3 秒 

Scan Duration 

（スキャンインターバル） 

5 秒 

Screen Blanker 

（スクリーンブランカー） 

0 分 (無効) 

Beeper 

（ビープ音） 

ON 

Viewer 

（ビューアー） 

自動検出 

Welcome Message 

（ウェルカムメッセージ） 

非表示 

Accesible Ports 

（アクセス可能なポート） 

◆ スーパーアドミニストレーター – 全ポートに対しフルアクセス 

◆ その他のユーザー - 全ポートに対しアクセス不可 
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